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は じ め に

　 昨今、 いわゆる エマージン グ・ エコ ノ ミ ーの台頭と と も に、 複数の高度な外国語運用能

力と 高い専門性を 身につけ、 国際舞台で活躍でき る 人材の養成が急務と なっ ています。 国

際公用語と なっ ている 英語のみなら ず、 他の外国語を 自在に運用でき る と と も に、 法律、

経済、 歴史等の人文社会科学系、 IT 関連等の理工情報系の専門知識を備えた人材が求めら

れています。

　 大阪大学は、 外国語学部を 擁する 唯一の国立総合大学と し て、 他大学では養成でき ない

こ う し た貴重な人材を 育成・ 輩出し 、 我が国の発展と 国際社会の相互理解に貢献する こ と

が大学と し ての使命である と 考えています。

　 その使命を 果たすべく 、 本学における 学際融合教育（ 学部・ 研究科等の枠にと ら われな

い教育） プロ グラ ムである 「 マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成プロ グラ ム」 を 用意し て

います。 本プログラ ムでは、 本学の学生が多様な言語教育科目と 各学部・ 研究科における

専門教育科目を 並行し て履修する こ と ができ ます。

　 大阪大学は、 多数の学部・ 研究科・ 研究所・ セン タ ー等から なる総合大学です。 マルチ

リ ン ガル・ エキスパート 養成プロ グラ ムにおいて提供さ れる学部プロ グラ ムと 大学院プロ

グラ ムは、 それぞれの専門分野の科目によ り 編成さ れており 、 また、 学部の課程と 大学院

の博士前期（ 修士） 課程を 通じ たプログラ ムと なっ ています。 そのう ち の大学院プロ グラ

ムは、「 大阪大学大学院副専攻プログラ ム」、「 大阪大学大学院高度副専攻プログラ ム」 と し

て実施し ています。

　 こ の充実し た教育環境を最大限利用し てみませんか。 こ のプログラ ムを履修するこ と で、

今までより 大き な視野で物事を と ら える こ と ができ るよ う になり 、 所属学部・ 研究科での

勉学・ 研究にも プラ スに作用する と 確信し ています。

マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プロ グラ ム（ MLE）

 運営協議会議長　 竹 村 景 子



2025年度マルチリ ンガル・ エキスパート 養成（ MLE） プログラ ム 
（ 学部プログラ ム・ 大学院プログラ ム） の概略

大学院プログラ ムは、 大阪大学大学院副専攻プロ グラ ム、 高度副プログラ ムと し て開設し ます。

学部プロ グラ ム 大学院プロ グラ ム※ 1

目 的
複数の学部及び複数の研究科の教育プログラムを修め、 多言語に精通し 、 現代世界の喫
緊の課題に取り 組む専門的な知識を備え、 グローバルに活躍できる人材を養成する。

概 要

① 　 外国語学部の学生が、 他の学部が開設
する専門教育レベルの人文学、 人間科学、
法学・ 政治学、 経済学・ 経営学、 理学、 工
学、 基礎工学、 数理・ データ サイエンス・
AI の分野から 一つを選び、 本来の専攻分
野と 合わせて体系的に学修すること ができ
るプログラム。

② 　 学部生（ 外国語学部を除く ） が、 外国語
学部が提供する専門教育レベルの語学・ 文
化学を、 一つの専攻語を選んで学び、 本来
の専攻分野と合わせて体系的に学修するこ
と ができるプログラム。

① 　 人文学研究科言語文化学専攻・ 外国学
専攻・ 日本学専攻応用日本学コースの学生
が、 他の研究科が提供する専門教育レベ
ルの人文学、 人間科学、 法学・ 政治学、
経済学・ 経営学、 工学、 国際公共政策学、
データサイエンスの分野から一つを選び、 本
来の専攻分野と合わせて体系的に学修する
こと ができるプログラム。

② 　 大学院生（ 人文学研究科外国学専攻を
除く ） が、 人文学研究科外国学専攻が開
設する専門教育レベルの語学・ 文化学の分
野を、 一つの専攻語を選んで学び、 本来の
専攻分野と 合わせて体系的に学修すること
ができるプログラム。

募 集 対 象

① 　 文学部、 理学部、 工学部、 基礎工学、
数理・ データ 科学教育研究センター開設の
プログラムについては外国語学部2年次、 3
年次の正規学生。

　  　 人間科学部、 法学部、 経済学部開設の
プログラムについては、 外国語学部 2 年次
の正規学生。

② 　 学部（ 外国語学部を除く ） の2年次、 3年
次の正規学生。

大学院プログラムの募集については、 ①②と
もに49-61頁をご覧く ださい。

提 供 数
レギュラープログラム： 6
ショ ート プログラム： 14

副専攻プログラム： 7
高度副プログラム： 2

募 集 人 員 各プログラム： 若干名 各プログラム： 若干名

プ ロ グ ラ ム

開 始 申 請

必要（ プログラム履修申請と 科目履修申請／
科目履修登録）

必要（ プログラム履修申請と 科目履修登録）

修 了 要 件
レギュラープログラム： 24単位以上
ショ ート プログラム： 12単位以上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 24単位未満

副専攻プログラム： 14単位以上
高度副プログラム：  プログラム毎に定められて

いる単位以上

修了認定証※ 1
総長とプログラム開設学部長・ 開設センター長と の連名で発行

（ ※ 1 ）  学部プロ グラ ムのう ち レ ギュ ラ ープロ グラ ムと 大学院プロ グラ ムの両方を 修了し た者には、 大

学院副専攻プロ グラ ム修了認定証に加えて大阪大学マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成プログ

ラ ム（ 全課程） の修了認定証を 授与し ます。
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1 　 プログラ ムの概要

　「 マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ム（ 学部プログラ ム・ 大学院プログラ ム）」 と はどのよう なも のか解説

し ます。

（ 1 ）「 マルチリ ンガル・ エキスパート 養成（ M L E ） プログラ ム

　 　（ 学部プログラ ム・ 大学院プログラ ム）」 の構成

　 マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成（ MLE） プロ グラ ムは、「 学部プロ グラ ム」 と 「 大学院

プログラ ム」 から なり ます。

 学部プロ グラ ム 

※ 学部プログラ ムは「 レ ギュ ラ ープロ グラ ム」 と 「 ショ ート プロ グラ ム」 に分かれます。

※ 「 レ ギュ ラ ープロ グラ ム」「 ショ ート プロ グラ ム」 と も に、 各学部が定める 要件を 満たし た履

修生には学部修了時に学部プログラ ム修了認定証が交付さ れます。

レ ギュ ラ ープロ グラ ム（ 修了要件単位数が24以上）

　 　  「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」、「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ ス

タ ディ ーズ）」、「 人間科学（ 共生の生態）」、「 法学・ 政治学」、「 経済学・ 経営学」、「 英

語・ 英米文化学」

ショ ート プログラ ム（ 修了要件単位数が12以上）

　 　  「 理学」、「 工学」、「 基礎工学」、「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」、「 イ ンド ネシア語・ イ

ン ド ネシア研究」、「 タ イ 語・ タ イ 地域研究」、「 ベト ナム語・ 東南アジア研究」、「 ウル

ド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究」、「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究」、「 ハン ガリ ー語・

ハン ガリ ー研究」、「 デン マーク 語・ 北欧研究」、「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」、「 ス

ペイ ン語・ スペイ ン 文化学」、「 ポルト ガル語・ ポルト ガル語圏文化学」

 大学院プロ グラ ム 

※ 各研究科が定める 要件を 満たし た履修生には、 課程修了時に大学院副専攻プロ グラ ムの修了

認定証が交付さ れます。

※ 学部プログラ ムのう ち 、 レギュ ラ ープログラ ムの修了者が大阪大学の大学院に進学し た場合、

次頁の図 1 に示さ れる 組み合わせで大学院プロ グラ ムを 修了する と 、 学部プロ グラ ムと 大学

院プロ グラ ムを 合わせてのマルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ム（ 全課程） 修了認

定証が交付さ れます。

学部プロ グラ ム

（ レ ギュ ラ ー）

修了認定

＋
大学院プロ グラ ム

修了認定
➡

マルチリ ン ガル・ エキスパート

養成プログラ ム（ 全課程）

修了認定

※ 大学院プロ グラ ムの募集対象者については、 10－12頁および47－59頁を ご覧く ださ い。
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2025年度開設のプログラ ムに基づいた履修パタ ーン【 図 1 】
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人 文 学 研 究 科 ① ② ④ ⑤ ⑥ ＋ 言 語 文 化 学

人 間 科 学 進学

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥ ＋ 人 間 科 学

人 間 科 学 研 究 科 ＋
言 語 文 化 学

人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

法学・ 政治学 進学

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥
＋ 法 学 ・ 政 治 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

法 学 研 究 科 ＋

言 語 文 化 学国 際 公 共 政 策 研 究 科 ＋

人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

経 済 学
・

経 営 学
進学

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥
＋ 経 済 学 ・ 経 営 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

経 済 学 研 究 科 ＋

言 語 文 化 学国 際 公 共 政 策 研 究 科 ＋

人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

文 学 部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学
人 文 学 研 究 科 ① ② ④ ⑤ ⑥ ＋ 言 語 文 化 学

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥ ＋ 人 文 学

人間科学部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学

人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋
言 語 文 化 学

人 間 科 学 研 究 科 ＋

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥ ＋ 人 間 科 学

法 学 部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学

人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

言 語 文 化 学法 学 研 究 科 ＋

国 際 公 共 政 策 研 究 科 ＋

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥
＋ 法 学 ・ 政 治 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

経 済 学 部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学

人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

言 語 文 化 学経 済 学 研 究 科 ＋

国 際 公 共 政 策 研 究 科 ＋

人 文 学 研 究 科 ③ ④ ⑥
＋ 経 済 学 ・ 経 営 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

工 学 部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学
人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

言 語 文 化 学
工 学 研 究 科 ＋

理 学 部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学
人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

言 語 文 化 学
理 学 研 究 科 ＋

基礎工学部
英 語

・
英 米 文 化 学

進学
人 文 学 研 究 科 ④ ⑥ ＋

言 語 文 化 学
基 礎 工 学 研 究 科 ＋

◎人文学研究科
　 ①人文学専攻、 ②芸術学専攻、 ③外国学専攻、 ④言語文化学専攻、 ⑤日本学専攻基盤日本学コ ース、 ⑥日本学専攻応用日本学コ ース
◎ ショ ート プロ グラ ム「 理学」、「 工学」、「 基礎工学」、「 数理・ データ サイ エンス・ AI」、「 イ ンド ネシア語・ イ ン ド ネシア研究」、「 タ イ 語・ タ イ 地域研究」、「 ベト

ナム語・ 東南アジア研究」、「 ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究」、「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究」、「 ハン ガリ ー語・ ハン ガリ ー研究」、「 デン マーク 語・ 北
欧研究」、「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」、「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」、「 ポルト ガル語・ ポルト ガル語圏文化学」 は、 学部プロ グラ ムの修了認定はさ れ
ますが、 大学院プロ グラ ムと 合わせてのマルチリ ン ガル・ エキスパート 養成プロ グラ ム（ 全課程） の修了認定はさ れません。

※ 上記の履修パタ ーン は［ 全課程］ に基づいたも のです。 上記以外の履修は［ 全課程］ の対象外と なり ますが、 プロ グラ ムを 履修する こ と は可能です。（ 所属す
る 専攻・ 研究科が開設し ている プロ グラ ムのみ履修する こ と ができ ません。）
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（ 2 ） プログラ ムの区分

　 プロ グラ ムは、 以下のよう に区別さ れています。

学部プログラ ム 大学院プログラ ム

概 要

① 　 外国語学部の学生が、 他の学部が開設

する専門教育レベルの人文学、人間科学、

法学・ 政治学、 経済学・ 経営学、 理学、

工学、 基礎工学、 数理・ データ サイ エン

ス・ AI の分野から 一つを 選び、 本来の専

攻分野と 合わせて体系的に学修する こ と

ができ るプログラ ム。

② 　 学部生（ 外国語学部を 除く ） が、 外国

語学部が提供する 専門教育レ ベルの語

学・ 文化学の分野を 、 一つの専攻語を 選

んで学び、 本来の専攻分野と 合わせて体

系的に学修するこ と ができるプログラ ム。

① 　 人文学研究科言語文化学専攻・ 外国学

専攻・ 日本学応用日本学コ ースの学生が、

他の研究科・ 専攻が提供する専門教育レ

ベルの人文学、 人間科学、 法学・ 政治学、

経済学・ 経営学、 工学、 国際公共政策学、

データ サイ エンスの分野から 一つを選び、

本来の専攻分野と 合わせて体系的に学修

するこ と ができ るプログラ ム。

② 　 大学院生（ 人文学研究科外国学専攻を

除く ） が、 人文学研究科外国学専攻が開

設する専門教育レ ベルの語学・ 文化学の

分野を 、 一つの専攻語を 選んで学び、 本

来の専攻分野と 合わせて体系的に学修す

るこ と ができ るプログラ ム。

募集対象者
※ 1

学部の 2 年次以上の正規学生 11－14頁を ご覧く ださ い。

修 了 要 件

レ ギュ ラ ープログラ ム： 24単位以上

ショート プログラム： 12単位以上24単位未満※ 2

副専攻プログラ ム： 14単位以上

高度副プログラ ム：  プログラ ム毎に定めら

れている単位以上

プログラ ム数
①　 9 プログラ ム

②　 11プログラ ム

①　 8 プログラ ム

②　 1 プログラ ム

（ ※ 1 ）  プログラ ムごと に設定が異なり ますので、 必ず各プログラ ムの紹介等で確認し てく ださ い。

（ ※ 2 ）  学部プログラ ムの修了に必要な単位数は次のと おり と し 、 各学部プログラ ムごと にこ れを定め

るも のと し ます。

　 　 　 　 ⑴　 レ ギュ ラ ープログラ ム　 24単位以上

　 　 　 　 ⑵　 ショ ート プログラ ム　 　 12単位以上24単位未満
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（ 3 ） プログラ ムの履修開始から 修了までの流れ【 図2】

①　 学部プロ グラ ム「 人間科学」、「 法学・ 政治学」、「 経済学・ 経営学」 を 履修する 場合

② 　 学部プロ グラ ム「 人文学」、「 英語・ 英米文化学」、「 ショ ート プログラ ム」 を 履修する 場合

③　  学部プロ グラ ム（ レ ギュ ラ ープロ グラ ム） を 修了し た学生が 2 頁図 1 の履修パタ ーン どお

り 大学院プログラ ムを 履修する 場合

④　 ③以外で大学院プロ グラ ムを 履修する 場合

レ ギュ ラ ープロ グラ ム

　 ・「 人文学」、「 人間科学」、「 法学・ 政治学」、「 経済学・ 経営学」、「 英語・ 英米文化学」

ショ ート プログラ ム

　 ・  「 理学」、「 工学」、「 基礎工学」、「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」、「 イ ン ド ネシア語・ イ ン ド ネシア研究」、「 タ イ 語・ タ イ 地域研

究」、「 ベト ナム語・ 東南アジア研究」、「 ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究」、「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ研究」、「 ハンガリ ー語・

ハンガリ ー研究」、「 デンマーク 語・ 北欧研究」、「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」、「 スペイ ン語・ スペイ ン文化学」、「 ポルト ガル

語・ ポルト ガル語圏文化学」

　 ・  「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」 の履修については全学教育推進機構または MLE 担当の指示に従っ てく ださ い。
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2 　 募集対象者・ 履修条件等について

　 MLE プロ グラ ムを 履修する こ と ができ る者、 条件の概要を解説し ます。

（ 1 ） 募集対象者

◆学部プログラ ム

開設学部 プログラ ム 募集対象者

文 学 部
人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）
人文学（ グローバル・ ユーロ・ スタ ディ ーズ）

2025年度（ 令和 7 年度） に大阪大
学の外国語学部の 2 、 3 年次に在
学する正規学生

理 学 部 理学

工 学 部 工学

基 礎 工 学 部 基礎工学

数理・ データ 科学教育研究センタ ー 数理・ データ サイ エンス・ AI

人 間 科 学 部 人間科学（ 共生の生態） 2025年度（ 令和 7 年度） に大阪大
学の外国語学部の 2 年次に在学す
る正規学生

法 学 部 法学・ 政治学

経 済 学 部 経済学・ 経営学

外 国 語 学 部

英語・ 英米文化学

2025年度（ 令和 7 年度） に大阪大
学の学部（ 外国語学部を 除く ） の
2 、 3 年次に在学する正規学生

イ ンド ネシア語・ イ ンド ネシア研究

タ イ 語・ タ イ 地域研究

ベト ナム語・ 東南アジア研究

ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究

スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究

ハンガリ ー語・ ハンガリ ー研究

デンマーク 語・ 北欧研究

イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学

スペイ ン語・ スペイ ン文化学

ポルト ガル語・ ポルト ガル語圏文化学

◆大学院プロ グラ ム

開設研究科 プログラ ム 募集対象者

人 文 学 研 究 科
人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）
人文学（ グローバル・ ユーロ・ スタ ディ ーズ）
言語文化学

11－14頁を ご覧く ださ い。

人 間 科 学 研 究 科 人間科学（ 共生の生態）

法 学 研 究 科 法学・ 政治学

経 済 学 研 究 科 経済学・ 経営学

国際公共政策研究科 国際公共政策学

工 学 研 究 科 大学院生のための工学入門

数理・ データ 科学教育研究センター データ サイ エンス

（ 2 ） 履修条件

　 学部プログラ ムにおいては、 大阪大学の学部の課程に在学し ているこ と が必要です。 大学院

プログラ ムにおいては、 大阪大学の大学院の修士も し く は博士前期課程に在学し ている こ と が

必要です。（ どち ら も 科目等履修生・ 特別聴講学生を のぞく ）。 その他、 プロ グラ ムごと に履修

条件や履修者数の制限を 設けている 場合があり ますので、 個々のプログラ ム紹介を 参照し てく

ださ い。

　 なお、 MLE プログラ ムの複数のプログラ ムを 同時に履修するこ と はでき ませんので、 プログ

ラ ムの履修申請に際し ては、 MLE プログラ ムの中から 1 つを選択し て履修申請手続き を 行っ て
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く ださ い。

（ 3 ） 費用

　 プロ グラ ムを 履修する こ と に対し ては特別な費用はかかり ません。 ただし 、 プロ グラ ムの科

目によ っ ては、 授業を 受ける 際に交通費などの実費がかかる こ と があり ます。
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3 　 各プログラ ムのカ リ キュ ラ ム内容について

　 プロ グラ ムのカ リ キュ ラ ムの成り 立ち や修了の方法について解説し ます。

（ 1 ） プログラ ムのカ リ キュ ラ ムについて

　 各プロ グラ ムのカ リ キュ ラ ムは、 プログラ ム開設部局が企画し 、 プロ グラ ム科目や修了要件

単位数を 決めています。 プロ グラ ム科目は、 プログラ ム開設部局で開講する 授業科目から 構成

さ れています。 本冊子ではプロ グラ ムの概要を 紹介し ていますが、 科目の内容や構成科目につ

いては、 ホームページ、 KOAN のシラ バス等を 参照し てく ださ い。

（ 2 ） プログラ ムの修了要件の満たし 方について

◆学部プログラ ムの修了要件の満たし 方 （ 本冊子の補足事項14頁を 参照）

　 修了要件はプログラ ムごと に違い、 本冊子には、 プログラ ムの修了に必要な最低単位数を 記

載し ていますが、 プロ グラ ムによ っ ては必修科目を 設けたり 、 コ ースを 選択し たり する など 、

条件に違いがあり ます。 詳細については、 各プログラ ムの紹介ページ（ 25－48頁） 等で確認し て

く ださ い。

　 なお、 プログラ ムの修了に必要な単位と 所属し ている学部の学科の卒業に必要な単位と の重複

は認めら れます。 当該プログラ ムの単位が、 学科の卒業に必要な単位と し て認めら れる かどう

かは、 所属学部の教務担当係に確認し てく ださ い。

◆大学院プロ グラ ムの修了要件の満たし 方

　 修了要件はプログラ ムごと に違い、 本冊子には、 プログラ ムの修了に必要な最低単位数を 記

載し ていますが、 プロ グラ ムによ っ ては必修科目を 設けたり 、 コ ースを 選択し たり する など 、

条件に違いがあり ます。 詳細については、 各プログラ ムの紹介ページ（ 49－61頁） 等で確認し て

く ださ い。

　 プログラ ムの修了に必要な単位と 、 所属し ている研究科の専攻の修了に必要な単位と の重複は

認めら れます。 当該プログラ ムの単位が、 専攻の修了に必要な単位と し て認めら れるかどう かは、

所属研究科の教務担当係に確認し てく ださ い。

　 なお、 他の大学院副専攻プロ グラ ムと 本大学院プロ グラ ムを 履修する 場合、 各プログラ ムの

修了に必要な単位の重複は認めます。

（ 3 ） プログラ ムの授業科目の開講期間について

　 プロ グラ ムの提供する 授業科目の開講は、 プログラ ムを 履修し ている 当該学生の課程の標準

修業年限内は保証さ れますが、 それ以降はカ リ キュ ラ ムの変更等の理由で開講さ れない場合が

あり ますのでご注意く ださ い。
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4 　 プログラ ムの履修申請等に関する手続について

　 プロ グラ ムの履修申請、 プロ グラ ム科目の履修について解説し ます。

（ 1 ） プログラ ムの履修開始時の手続について

学部プログラ ム

外国語学部生向け

レギュ ラ ープログラ ム： 24単位以上

◆対象学生： 外国語学部の 2 ， 3 年次に在学する正規学生

・ 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）

・ 人文学（ グローバル・ ユーロ・ スタ ディ ーズ）

◆対象学生： 外国語学部の 2 年次に在学する 正規学生

・ 人間科学（ 共生の生態）

・ 法学・ 政治学

・ 経済学・ 経営学

ショ ート プログラ ム： 12単位以上

◆対象学生： 外国語学部の 2 ， 3 年次に在学する正規学生対象

・ 理学

・ 工学

・ 基礎工学

・ 数理・ データ サイ エンス・ AI

履修申請について

◆ 応募希望者は、 1 つのプロ グラ ムを 選択し 、 下記の期間内に各プログラ ム開設部局の教務係

宛にメ ールで申請、 または直接窓口に提出するこ と 。

※ 「 理学」「 工学」「 基礎工学」「 数理・ データ サイ エンス・ AI」 のプログラ ムは、 MLE 事務局

へ提出。

◆ 人文学プロ グラ ムを メ ールで申請する場合は件名に、【 MLE_ 申請 _ 】 の後に、 アジアも し く

はユーロを 明記する こ と 。

◆ 「 法学・ 政治学」 プロ グラ ムの申請書を メ ールではなく 、 直接窓口に申請書を 提出する 場合

は、 法学部教務係投函用ボッ ク ス（ 教務係入口左横） に投函する こ と 。

◆ 「 理学」「 工学」「 基礎工学」「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」 プロ グラ ムで直接窓口に申請書

を提出する場合は、 外国語学部豊中分室も し く は、 外国語学部箕面事務部 2 F 事務室 MLE 担

当に提出する こ と 。

◆履修申請書の様式は、 右記 QR コ ード または、 MLE のホームページで入手でき ます。

MLE ホームページ： https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付

く ださ い。

 開設部局教務係【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 multilingual【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 ※ 件名を 【 MLE _ 申請 _ 学籍番号 _ 氏名】 と するこ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

2025年
学部プログラ ム

履修申請書

https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html
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イ ルを 送付するこ と 。

 ※ 開設部局教務係または、 MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時

点で受付完了と なり ます。 申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合

は、 問い合わせてく ださ い。

履修申請書の提出期間　 2025年 1 月20日（ 月） ～ 2 月20日（ 木） 15： 00必着

成績証明書提出方法について

◆ 履修申請書を 申請し た後、 秋冬学期の成績が記載さ れている成績証明書を 下記の期間内に各

プログラ ム開設部局教務係宛または、 MLE 事務局にメ ールで申請も し く は直接窓口に提出す

るこ と 。

※ 「 法学・ 政治学」「 工学」「 基礎工学」「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」 のプロ グラ ムは提出

不要。

◆ 人文学プロ グラ ムを メ ールで申請する場合は件名に、【 MLE_ 成績証明書 _ 】 の後に、 アジア

も し く はユーロを 明記する こ と 。

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付く ださ い。

 開設部局教務係【 @ マーク 】 of fice.osaka-u.ac.jp

 multilingual【 @ マーク 】 of fice.osaka-u.ac.jp

 ※件名を 【 MLE_ 成績証明書 _ 学籍番号 _ 氏名】 と するこ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

イ ルを 送付するこ と 。

 ※ 開設部局教務係または、 MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時

点で受付完了と なり ます。 申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合

は、 問い合わせてく ださ い。

成績証明書の提出期限　 2025年 3 月 5 日（ 水） 15： 00必着

選考について

◆ 開設部局の定める方法により 履修生を選考し 、 3 月下旬に開設部局、 または MLE 事務局から

合格者のみ、 通知いたし ます。

科目履修について

◆ 選考を 経て履修生と なっ た学生は、 学期ごと に各プログラ ムの定める ルールに従っ て、 科目

履修申請や KOAN、 ある いはメ ールで所定の履修登録期間内に科目履修登録を し ます。 詳細

は MLE の HP またはメ ールでお知ら せし ます。

学部生（ 外国語学部を 除く ） 向けプロ グラ ム

レギュ ラ ープログラ ム： 24単位以上

◆対象学生： 学部の 2 ， 3 年次に在学する 正規学生

・ 英語・ 英米文化学

ショ ート プログラ ム： 12単位以上

◆対象学生： 学部の 2 年次に在学する 正規学生



－ 10 －

・ イ ン ド ネシア語・ イ ンド ネシア研究

・ タ イ 語・ タ イ 地域研究

・ ベト ナム語・ 東南アジア研究

・ ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究

・ スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究

・ ハン ガリ ー語・ ハン ガリ ー研究

・ デン マーク 語・ 北欧研究

・ イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学

・ スペイ ン 語・ スペイ ン文化学

・ ポルト ガル語・ ポルト ガル語圏文化学

履修申請について

◆ 応募希望者は、 1 つのプロ グラ ムを 選択し 、 下記の期間内に MLE 事務局宛にメ ールで申請、

も し く は外国語学部豊中分室も し く は、 外国語学部箕面事務部事務室 2 F MLE 担当に提出す

るこ と 。

◆ 「 英語・ 英米文化学」 を受講するには、 英語検定のスコ アが必要になり ます。 35頁の「 別表：

英語・ 英米文化学プロ グラ ム・ 2025年度検定試験のスコ ア提出について」 を 確認し て、 検定

試験のスコ ア画像（ 検定試験の種類、 受検年月日、 氏名、 スコ アが印字さ れている部分） を

提出するこ と 。

◆ 履修申請書の様式は、 右記 QR コ ード または、 MLE のホームページで入手でき ます。

MLE ホームページ： https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付

く ださ い。

 multilingual【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 ※ 件名を 【 MLE _ 申請 _ 学籍番号 _ 氏名】 と するこ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

イ ルを 送付するこ と 。

 ※  MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時点で受付完了と なり ます。

申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合は、 問い合わせてく ださ い。

履修申請書の提出期間　 2025年 1 月20日（ 月） ～ 2 月20日（ 木） 15： 00必着

成績証明書提出方法について

◆ 履修申請書を 申請し た後、 秋冬学期の成績が記載さ れている 成績証明書を 下記の期間内に

MLE 事務局にメ ールで提出も し く は直接所属学部の教務係に提出するこ と 。 ただし 、 文学部

生、 人間科学部生、 法学部生、 経済学部生以外の学生は、 MLE 事務局に提出する こ と 。

◆ 法学部生で、 直接成績証明書を 窓口に提出する場合は、 法学部教務係投函用ボッ ク ス（ 教務

係入口左横） に投函するこ と 。

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付く ださ い。

 multilingual【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 ※ 件名を 【 MLE _ 申請 _ 学籍番号 _ 氏名】 と するこ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

イ ルを 送付するこ と 。

2025年
学部プログラ ム

履修申請書

https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html
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 ※  MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時点で受付完了と なり ます。

申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合は、 問い合わせてく ださ い。

成績証明書の提出期限　 2025年 3 月 5 日（ 水） 15： 00必着

選考について

◆ 開設部局の定める方法により 履修生を選考し 、 3 月下旬に開設部局、 または MLE 事務局から

合格者のみ、 通知いたし ます。

科目履修について

◆ 選考を 経て履修生と なっ た学生は、 学期ごと に各プログラ ムの定める ルールに従っ て、 科目

履修申請や KOAN、 ある いはメ ールで所定の履修登録期間内に科目履修登録を し ます。 詳細

は MLE の HP またはメ ールでお知ら せし ます。

大学院プロ グラ ム

1 ． M L E 学部プログラ ム修了生（ 2 頁の図 1 参照）

副専攻プロ グラ ム： 14単位以上

・ 人文学研究科： 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）

　 　 　 　 　 　 　 　 人文学（ グローバル・ ユーロ・ スタ ディ ーズ）

　 　 　 　 　 　 　 　 言語文化学

・ 人間科学研究科： 人間科学（ 共生の生態）

・ 法学研究科： 法学・ 政治学

・ 経済学研究科： 経済学・ 経営学

・ 国際公共政策研究科： 国際公共政策学

高度副プロ グラ ム

・ 工学研究科： 大学院生のための工学入門（ 5. 2単位以上）

・ 数理・ データ 科学教育研究セン タ ー： データ サイ エン ス（ 8 単位以上）

募集対象

◆ 2025年 4 月（ または、 10月入学の場合は、 2024年10月） に大阪大学の大学院の修士も し く は

博士前期課程に入学する（ し た） 者

選考

◆ なし

申請方法

◆ 所定の履修申請書に記入し 、 MLE 事務局にメ ールで申請し てく ださ い。

◆ 履修申請書の様式は、 右記 QR コ ード または、 MLE のホームページで入手でき ます。

MLE ホームページ： https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付

く ださ い。

2025年度
大学院プログラ ム

履修申請書

https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html
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 multilingual【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 ※ 件名を 【 MLE 大学院プロ グラ ム _ 申請】 と する こ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

イ ルを 送付するこ と 。

 ※  MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時点で受付完了と なり ます。

申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合は、 問い合わせてく ださ い。

2 ． M L E 学部プログラ ム修了生以外

副専攻プロ グラ ム： 14単位以上

・ 人文学研究科： 言語文化学

募集対象

◆ 2025年 4 月（ または、 10月入学の場合は、 2024年10月） に大阪大学の大学院（ 人文学研究科

外国学専攻を 除く ） の修士も し く は博士前期課程に入学する（ し た） 者

定員

◆ 若干名

申請方法

◆ 以下の送付先に、 申請期間中に必着と なるよう 、 以下の書類を簡易書留等記録の残る方法で、

郵送または MLE 事務局にメ ールで申請する こ と 。

選考

◆ 書類選考（ 面接を 課すこ と も あり ます）

◆ 3 月下旬に MLE 事務局から 合格者のみ、 通知いたし ます。

必要書類

◆①履修申請書　 ②最終学校の成績証明書の写し 　 ③外国語の能力を 証明するも のの写し

◆履修申請書の様式は、 右記 QR コ ード または、 MLE のホームページで入手でき ます。

MLE ホームページ： https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付

く ださ い。

 multilingual【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 ※件名を【 MLE 大学院プログラ ム _ 申請】 と するこ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

イ ルを 送付するこ と 。

 ※  MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時点で受付完了と なり ます。

申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合は、 問い合わせてく ださ い。

（ 郵送の場合） 応募書類を 同封の上、 下記の宛先に郵送し てく ださ い。

　 　 　 　 　 　  〒562-8678　 大阪府箕面市船場東 3 丁目 5 -10

　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 大阪大学人文学研究科箕面事務部 MLE 担当　 宛

　 　 　 　 　 　  ※ 封筒の表に、「 マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成大学院プロ グラ ム応募書

類在中」 と 朱書き する こ と 。

2025年度
大学院プログラ ム

履修申請書

https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html
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3 ． M L E 学部プログラ ム修了生以外

副専攻プロ グラ ム： 14単位以上

・ 人文学研究科： 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 人文学（ グローバル・ ユーロ・ スタ ディ ーズ）

・ 人間科学研究科： 人間科学（ 共生の生態）

・ 法学研究科： 法学・ 政治学

・ 経済学研究科： 経済学・ 経営学

・ 国際公共政策研究科： 国際公共政策学

高度副プロ グラ ム

・ 工学研究科： 大学院生のための工学入門（ 5. 2単位以上）

・ 数理・ データ 科学教育研究セン タ ー： データ サイ エン ス（ 8 単位以上）

募集対象

◆ 2025年 4 月（ または、 10月入学の場合は、 2024年10月） に大阪大学の人文学研究科言語文化

学専攻、 外国学専攻、 日本学専攻 応用日本学コ ースの博士前期課程に入学する （ し た） 者

定員

◆ 若干名

申請方法

◆ 以下の送付先に、 申請期間中に必着と なるよう 、 以下の書類を簡易書留等記録の残る方法で、

郵送または MLE 事務局にメ ールで申請する こ と 。

選考

◆ 書類選考（ 面接を 課すこ と も あり ます）

◆ 3 月下旬に MLE 事務局から 合格者のみ、 通知いたし ます。

必要書類

◆①履修申請書　 ②最終学校の成績証明書の写し

◆履修申請書の様式は、 右記 QR コ ード または、 MLE のホームページで入手でき ます。

MLE ホームページ： https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

（ メ ールで提出の場合）  応募書類を 添付の上、 下記の E-Mail アド レ スまで送付

く ださ い。

 multilingual【 @ マーク 】 of fi  ce.osaka-u.ac.jp

 ※件名を【 MLE 大学院プログラ ム _ 申請】 と するこ と 。

 ※ 添付フ ァ イ ルにはセキュ リ ティ 対策を十分に施し たう えで添付フ ァ

イ ルを 送付するこ と 。

 ※  MLE 事務局から 受領のメ ールが届いた時点で受付完了と なり ます。

申請後、 数日たっ ても 連絡がない場合は、 問い合わせてく ださ い。

（ 郵送の場合） 応募書類を 同封の上、 下記の宛先に郵送し てく ださ い。

　 　 　 　 　 　  〒562-8678　 大阪府箕面市船場東 3 丁目 5 -10

　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 大阪大学人文学研究科箕面事務部 MLE 担当　 宛

　 　 　 　 　 　  ※ 封筒の表に、「 マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成大学院プロ グラ ム応募書

2025年度
大学院プログラ ム

履修申請書

https://mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html
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類在中」 と 朱書き する こ と 。

履修申請書の提出期間　 2025年 2 月17日（ 月） ～ 3 月 7 日（ 金） 15： 00必着

科目履修について

◆ 選考を 経て履修生と なっ た学生は、 学期ごと に開設研究科の定めるルールに従っ て、 科目履

修申請や KOAN、 あるいはメ ールで所定の履修登録期間内に科目履修登録を し ます。 詳細は

MLE の HP またはメ ールでお知ら せし ます。

（ 2 ） プログラ ム及びプログラ ム科目に関わる通知について

　 プロ グラ ムに関する 通知や、 プロ グラ ム科目の授業運営に関する 通知（ 休講、 課題等） の連

絡は、 原則、 KOAN（ 掲示板等） によ り 行います。 ただし 、 プロ グラ ムによ っ てはメ ールやホ

ームページを 使用する 場合があり ますので、 各プロ グラ ムの指示に従っ てく ださ い。

（ 3 ） プログラ ムの修了について

◆学部プログラ ム

　 学部プログラ ムの修了に必要な条件を 全て満たすと 、 所属学部の課程を 卒業する と き に学部

プログラ ムの修了認定証を 授与し ます。 修了認定証の交付は、 所属する 学部の教務担当係より

行われます。

◆大学院プロ グラ ム

　 大学院プロ グラ ムの修了に必要な条件を 全て満たすと 、 大学院副専攻プロ グラ ム、 大学院高

度副プロ グラ ムの修了認定証を 授与し ます。 修了認定証の交付は、 所属する 研究科の教務担当

係より 行われます。

◆マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成プロ グラ ム（ 全課程）

　 本プロ グラ ムの学部プログラ ムのう ち、 レ ギュ ラ ープロ グラ ムと 大学院副専攻プログラ ムの

両プログラ ムを修了し た者には、 大学院副専攻プログラ ム修了認定証に加えてマルチリ ンガル・

エキスパート 養成プロ グラ ム（ 全課程） の修了認定証を 授与し ます。 修了認定証の交付は、 所

属する 研究科の教務担当係よ り 行われます。（ 2 頁の図 1 参照）
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（ 4 ） プログラ ムの内容に関する問い合わせ先

人文学研究科箕面事務部

マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ム（ MLE）　 担当

　 　 〒562-8678　 箕面市船場東 3 丁目 5 -10

　 　 Email：  multilingual@ of fi  ce.osaka-u.ac.jp

　 　 ホームページ URL：  https://www.mle.osaka-u.ac.jp/

MLE HP MLE Email 学部プロ グラ ム

履修申請書

大学院プログラ ム

履修申請書

https://www.mle.osaka-u.ac.jp/
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5 　 補足事項

　 以下の補足事項は、 2023年度以前にプログラ ムの履修を 開始し た学生に適用さ れます。

　 2024年度以降にプログラ ムの履修を開始する学生は、 プログラ ムの要件単位数を満たすこ と でプログラ ムの修了が認

定さ れます。

（ 1 ） 単位修得方法の注意点

◆学部プログラ ム

　「 学部プログラ ム」 は、 所属学部・ 学科以外の内容や所属学科の専門性を 生かすための関連分

野を 学ぶプロ グラ ムです。 よ っ て、 プログラ ムの要件単位数を 満たし ても 、 所属学部・ 学科の

卒業要件単位と 重複する （ 内数と し て利用さ れる） 単位のみでは同プロ グラ ムを 修了し たと 認

定さ れず、【 制度上の最低修得単位数の半数以上】 は、 当該プログラ ムのための単位と し て修得

する必要があり ます。 すなわち、 レ ギュ ラ ープログラ ムにおいては【 12単位以上】、 ショ ート プ

ロ グラ ムにおいては【 6 単位以上】 は、 学部・ 学科の卒業要件ではない単位、 ある いは卒業要

件単位と なる 科目で卒業のために利用する 単位数以上の余分に追加さ れた単位である必要があ

り ます。

　 なお、 プロ グラ ム科目が所属学部・ 学科以外の構成科目でも 、 同学部が規定する 申請を 行う

こ と によ り 、 卒業要件単位に算入する こ と ができ る 場合があり ますが、 当該科目を 卒業要件の

内数と し て利用する 場合は、 それ以外に単位の上乗せが必要と なる 場合があるこ と に注意が必

要です。

図解例

修得し た単位を 下記の区分①～④に分けた場合、

① ② ③

④

主 副

他

①…学部の卒業要件科目の単位

②…学部の卒業要件科目かつ学部プロ グラ ム科目の単位

③…学部プロ グラ ム科目の単位

④…学部の卒業要件［ 外］ 科目かつ学部プログラ ム［ 外］ 科目の単位

　 所属学部の卒業要件単位数を「（ A） 単位」 と する と 、 以下の 3 つの条件を すべて満たすこ と

が必要です。

・ 条件 1 ： 学部プロ グラ ムの修了要件単位を 満たすこ と 。

・ 条件 2 ：  『 ①＋②＋③≧（ A ）＋12（ レ ギュ ラ ープロ グラ ム） ある いは 6（ ショ ート プ

ロ グラ ム）』 を 満たすこ と 。

（ 例． 学部プロ グラ ムを 申請し 、（ A）＝126の場合、「 138単位以上」）

学部プロ グラ ム科目の単位と 、 所属し ている 学部の卒業要件単位と の重複

は認めら れるが、 学部の卒業に必要な最低修得単位数以外に当該学部プロ

グラ ム修得のために必要な単位数の半数以上の単位を修得するこ と が必要。

・ 条件 3 ： 所属学部を 卒業するこ と 。

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

　 　 　 ※詳し く は、 所属の教務係にお問い合わせく ださ い。
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6 　 Q  &  A

　 履修希望者およ び実際の履修生よ り いただいた質問と その回答を 紹介し ます。

募集・ 申請

Ｑ ： 募集人員の「 若干名」 と は、 何名程度の想定ですか？

Ａ ： 募集人員「 若干名」 の人数想定と し ては、 1 ～10名程度を 想定し ており 、 各プログラ ムへ

の応募者数や応募者の成績等を 基に、 プロ グラ ムごと に決定さ れます。

Ｑ ： なぜ、 募集人員を 若干名に限る のですか？

Ａ ： 学部プロ グラ ムについては、 文学部、 人間科学部、 外国語学部、 法学部、 経済学部、 理学

部、 工学部、 基礎工学部、 数理・ データ 科学教育研究センタ ー（ 全教） の専門教育科目の

授業を 他学部の学生が履修する と いう 形で開講するも のである ため、 教室の定員や授業効

果等の観点から 、 各プロ グラ ムと も 募集人員を 「 若干名」 に限るこ と と し ています。

Ｑ ： 現在開設さ れている プロ グラ ムの採用者数は何名ですか？

Ａ ： 以下のと おり です。

2024年度（ 合計65名）

「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」 4 名

「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ スタ ディ ーズ）」 10名

「 人間科学（ 共生の生態）」 10名

「 法学・ 政治学」 8 名

「 経済学・ 経営学」 4 名

「 理学」 3 名

「 工学」 3 名

「 基礎工学」 2 名

「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」 7 名

「 イ ンド ネシア語・ イ ン ド ネシア研究」 1 名

「 ベト ナム語・ 東南アジア研究」 1 名

「 ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究」 0 名

「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究」 2 名

「 ハンガリ ー語・ ハンガリ ー研究」 1 名

「 デンマーク 語・ 北欧研究」 2 名

「 英語・ 英米文化学」 3 名

「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」 1 名

「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」 2 名

「 ポルト ガル語・ ポルト ガル語圏文化学」 1 名

2023年度（ 合計65名）

「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」 0 名

「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ スタ ディ ーズ）」 10名

「 人間科学（ 共生の生態）」 10名

「 法学・ 政治学」 8 名
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「 経済学・ 経営学」 7 名

「 理学」 4 名

「 工学」 0 名

「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」 8 名

「 英語・ 英米文化学」 8 名

「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」 2 名

「 ポルト ガル語・ ポルト ガル文学」 0 名

「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」 3 名

「 イ ンド ネシア語・ イ ン ド ネシア研究」 0 名

「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究」 2 名

「 ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究」 1 名

「 ベト ナム語・ 東南アジア研究」 0 名

「 デンマーク 語・ 北欧研究」 2 名

2022年度（ 合計46名）

「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」　 0 名

「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ スタ ディ ーズ）」　 6 名

「 人間科学（ 共生の生態）」　 11名

「 法学・ 政治学」　 7 名

「 経済学・ 経営学」　 8 名

「 工学」　 2 名

「 数理・ データ サイ エン ス・ AI」 3 名

「 英語・ 英米文化学」　 4 名

「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」　 1 名

「 ポルト ガル語・ ポルト ガル文化学」　 0  名

「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」　 1  名

「 イ ンド ネシア語・ イ ン ド ネシア研究」　 0 名

「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究」　 1 名

「 ウルド ゥ ー語・ 南アジア地域文化研究」　 2 名

「 ベト ナム語・ 東南アジア研究」　 0 名

2021年度（ 合計48名）

「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」　 6 名

「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ スタ ディ ーズ）」　 3 名

「 人間科学（ 共生の生態）」　 10名

「 法学・ 政治学」　 8 名

「 経済学・ 経営学」　 6 名

「 英語・ 英米文化学」　 7 名

「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」　 3 名

「 ポルト ガル語・ ポルト ガル文化学」　 0 名

「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」　 1 名

「 イ ンド ネシア語・ イ ン ド ネシア研究」　 4 名

「 スワヒ リ 語・ アフ リ カ 研究」　 0 名
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2020年度（ 合計70名）

「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」　 5 名

「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ スタ ディ ーズ）」　 20名

「 人間科学（ 共生の生態）」　 11名

「 法学・ 政治学」　 8 名

「 経済学・ 経営学」　 8 名

「 英語・ 英米文化学」　 11名

「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」　 4 名

「 ポルト ガル語・ ポルト ガル文化学」　 0 名

「 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学」　 3 名

2019年度（ 合計46名）

「 人文学（ グローバル・ アジア・ スタ ディ ーズ）」　 3 名

「 人文学（ グローバル・ ユーロ ・ スタ ディ ーズ）」　 6 名

「 人間科学（ 共生の生態）」　 10名

「 法学・ 政治学」　 7 名

「 経済学・ 経営学」　 9 名

「 英語・ 英米文化学」　 10名

「 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学」　 1 名

「 ポルト ガル語・ ポルト ガル文化学」　 0 名

Ｑ ： 海外渡航などで期限までに成績証明書を 取得でき ない場合はどう すればよいですか？

Ａ ： 所属学部の教務係に申し 出てく ださ い。 正当な理由と 認めら れれば、 代理で成績証明書を

取得し 当該学部に提出し ます。

Ｑ ： 今年度不採用の場合、 来年度に応募する こ と は可能ですか？

Ａ ： 2 年次を 募集対象と する プログラ ムは、 2 年次し か応募でき ません。 3 年次を 募集対象と

し ている プログラ ムでは 3 年次の応募は可能です。 し かし ながら 、 対象と なる 年次が変更

さ れる可能性があり ますので、 応募の際にはこ の点を 必ず確認し てく ださ い。

履修者の選考

Ｑ ： 履修者の選考方法や選考基準は、 具体的にはどのよう なも のですか？ 

Ａ ： 各学部プロ グラ ムの履修者は、 次の方法で選考さ れます。

 〈 人文学〉

 　  履修申請書（ 志望理由） およ び成績等の審査の結果を 総合し て選考し ます。 希望者多数

の場合は、 面接を 課すこ と も あり ます。

 〈 人間科学〉

 　  履修申請書（ 志望理由） およ び成績等の審査の結果を 総合し て選考し ます。

 〈 英語・ 英米文化学〉

 　  履修申請書（ 志望理由） およ び成績等の審査の結果を 総合し て選考し ます。 必要に応じ

て面接を 課すこ と も あり ます。

 〈 法学・ 政治学〉

 　  履修希望者多数の場合は、 入学以降の成績（ GPA） 及び履修申請書（ 志望理由） を 総合
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し て選考し 、 履修者を 決定し ます。

 〈 経済学・ 経営学〉

 　  履修申請書（ 志望理由） およ び成績等の審査の結果を 総合し て選考し ます。 希望者多数

の場合は、 面接を 課すこ と も あり ます。

 〈 理学部〉、〈 工学部〉、〈 基礎工学部〉、〈 数理・ データ 科学教育研究センタ ー〉

 　  履修希望者多数の場合は、 入学以降の成績（ GPA） 及び履修申請書（ 志望理由） を 総合

し て選考し 、 履修者を 決定し ます。

Ｑ ： 学部プロ グラ ムを 履修する のには、 どの程度の GPA が必要ですか？

Ａ ： 各プログラ ムと も GPA の基準は設けら れていません。

カ リ キュ ラ ム・ 授業

Ｑ ： プロ グラ ム科目の時間割はいつ発表さ れる のですか？

Ａ ： 各プログラ ムの科目の時間割の発表予定時期は次のと おり です。

 （ なお、 発表後に一部変更さ れる場合も あり ます。）

 2025年 3 月中旬

Ｑ ： 授業科目にⅠやⅡ、 1 や 2 がついている も のは、 ⅠやⅡから 履修し た方がよ いですか？

Ａ ：〈 人文学〉

 　  ⅠやⅡなどのロ ーマ数字は講義内容の相違を 示し ており 、 履修すべき 順を 表し ているわ

けではあり ません。

 〈 人間科学〉

 　  特にシラ バスで断り がない限り は、 Ⅱや 2 を 先に履修する こ と も 、 またⅡや 2 だけを 履

修する こ と も でき ます。

 〈 英語・ 英米文化学〉

 　  ⅠやⅡなどのロ ーマ数字は講義内容の相違を 示し ており 、 履修すべき 順を 表し ているわ

けではあり ません。

 〈 法学・ 政治学〉

 　  授業科目ごと に異なり ますので、 各自シラ バスで確認し てく ださ い。

 〈 経済学・ 経営学〉

 　  基本的に履修の順番は問いませんが、 シラ バス等により 、「 1 」 →「 2 」 の順に履修する

こ と が望まし いと さ れている 授業も あり ます。

Ｑ ： 経済学・ 経営学プロ グラ ムに置いては、 数学的知識はかなり 必要ですか？（ 理系出身では

ないので不安があり ます。）　 また、 マーケティ ン グの授業があるよ う ですが、 講義形態の

授業だけでなく 、 ワーク ショ ッ プのよ う な参加型の授業、 また実際に商品開発、 マーケテ

ィ ン グに取り 組むこ と はあり ますか？

Ａ ： 数学の知識は必要ですが、 その程度は、 授業によっ て異なり ます。 数学 A, 数学 B で使われ

ている教科書も 参照し てく ださ い。（ 石村園子『 やさ し く 学べる微分積分』（ 共立出版）（ 数

学 A）、 藤田岳彦・ 石井昌宏『 穴埋め式　 線形代数　 ら く ら く ワーク ブッ ク 』（ 講談社）（ 数

学 B）、 など）。 またマーケティ ン グは、 学部の授業では、 講義形態と なり ます。

Ｑ ： 経済学・ 経営学プロ グラ ムにおいては、 高校における 数Ⅲは必要ですか？

Ａ ： 微分積分については高校の文系数学程度の知識が必要です。 行列・ ベク ト ルについては数
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Ⅲ＋αな内容が必要な科目があり ます。 特に、 選択必修科目の統計や選択科目のエコ ノ メ

ト リ ッ ク ス関連、 金融工学系の科目を 専門に勉強し たい場合は必要です。 ミ ク ロ・ マク ロ

など経済学の基本的分野ではそれほど使う こ と はあり ません。

Ｑ ： 人間科学（ 共生の生態） プログラ ムにおいて、 基礎科目（ 概論） と その他の科目について、

履修の順番はあり ますか？

Ａ ： 構成科目の履修の順序を 特に定めていません。 ただし 、 まずは「 基礎科目」 を 履修するこ

と が望まし いと さ れます。

Ｑ ： 人間科学（ 共生の生態） プログラ ムでは、 数学の知識は必要ですか？

Ａ ： 特に必要あり ません。

Ｑ ： 箕面キャ ン パスで遠隔受講する こ と ができ る授業科目は何科目く ら いあり ますか？

Ａ ： 2021～2024年度には、 次に挙げる 遠隔配信授業が開講さ れまし た。

【 2024年度の遠隔配信授業】

〈 法学部〉

　「 行政法 1 」（ 春夏学期　 月曜 1 限）

　「 刑法 1 」（ 春夏学期　 火曜 4 限　 木曜 2 限）

〈 外国語学部〉

　「 スペイ ン 歴史・ 文化概論 a」（ 春夏学期　 火曜 1 限）

　「 イ タ リ ア言語文化概説Ⅰ a」（ 春夏学期　 金曜 2 限）

【 2023年度の遠隔配信授業】

〈 法学部〉

　「 国際私法」（ 春夏学期　 火曜 1 限）

〈 人間科学部〉

　「 比較社会学」（ 春夏学期　 火曜 2 限）

　「 共生の人間学Ⅰ」（ 春夏学期　 金曜 1 限）

〈 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学〉

　「 イ タ リ ア言語文化概説Ⅰ a、 Ⅰ b」（ 春夏学期、 秋冬学期　 金曜 2 限）

 　【 2022年度の遠隔配信授業】

 　 　〈 人文学〉

 　 　 　「 世界の中のアジア史」「 ヨ ーロ ッ パの歴史Ⅲ」（ 春夏学期、 秋冬学期、 木曜 3 限）

 　 　〈 人間科学〉

 　 　 　「 共生の人間学Ⅱ」（ 秋冬学期、 月曜 2 限）

 　 　 　「 生涯教育学」（ 秋冬学期、 火曜 3 限）

 　 　〈 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学〉

 　 　 　「 スペイ ン 語学概論」（ 春夏学期、 金曜 2 限）

 　 　 　「 スペイ ン 歴史文化概論」（ 秋冬学期、 水曜 1 限）

 　 　 　「 スペイ ン 文化概論」（ 秋冬学期、 水曜 5 限）

 　 　〈 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学〉

 　 　 　「 イ タ リ ア言語文化概説Ⅰ」（ 春夏学期、 秋冬学期、 金曜 2 限）

 　 　  オン ラ イ ン授業と し て実施し ている ため、 遠隔配信授業と し て登録し ていない科目が

あり ます。
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 　【 2021年度の遠隔配信授業】

 　 　〈 人文学〉

 　 　 　「 世界の中のアジア史」「 ヨ ーロ ッ パの歴史Ⅲ」（ 春夏学期、 秋冬学期、 木曜 3 限）

 　 　〈 人間科学〉

 　 　 　「 比較福祉論」（ 秋学期、 水曜 1 ・ 2 限）

 　 　〈 スペイ ン 語・ スペイ ン 文化学〉

 　 　 　「 スペイ ン 語学概論」（ 春夏学期、 金曜 2 限）

 　 　 　「 スペイ ン 歴史文化概論」（ 秋冬学期、 水曜 1 限）

 　 　 　「 スペイ ン 文化概論」（ 秋冬学期、 水曜 5 限）

 　 　〈 イ タ リ ア語・ イ タ リ ア文化学〉

 　 　 　「 イ タ リ ア言語文化概説Ⅰ」（ 春夏学期、 秋冬学期、 金曜 2 限）

 　 　  オン ラ イ ン授業と し て実施し ている ため、 遠隔配信授業と し て登録し ていない科目が

あり ます。

履修・ 修了要件

Ｑ ： 大阪大学在学中に 1 年間留学し たいと 考えていますが、 MLE の履修（ 申請） は可能です

か？また、 修了する こ と も 可能ですか？

Ａ ： 外国の大学に留学を 予定し ている 学生であっ ても 、 本プログラ ムの履修（ 申請） は可能で

す。（ ただし 、 2 年次の 1 学期から 留学を考えている場合は、 プログラ ムの履修申請時に担

当係に相談し てく ださ い。）

 外国の大学に留学中は、 大阪大学の授業科目（ プログラ ム科目を含む） を 履修（ 単位修得）

する こ と はでき ませんが、 卒業までの間に履修プログラ ムの修了要件を 満たすこ と ができ

れば、「 学部プロ グラ ムの修了」 と いう こ と になり ます。

 例えば、 大阪大学を休学し ないで 1 年間留学し 、 在学 4 年間での（ 学部の） 卒業を考えてい

る場合は、 2 年次から 4 年次までの間のう ち大阪大学に「 在学」 する 2 年間で、 履修プログ

ラ ムの修了要件を 満たすこ と ができ れば、 学部プログラ ムを 修了する こ と ができ ます。

 なお、 大阪大学を 「 休学」 し て留学する 場合は、 2 年次以降、 大阪大学に「 在学」 する 3

年（ 以上の） 間で、 履修プログラ ムの修了要件を 満たすこ と ができ れば、 学部プロ グラ ム

を 修了する こ と ができ ます。

Ｑ ： プロ グラ ム科目の単位を 落と し た場合、 学部プロ グラ ムの履修資格を 失う などのペナルテ

ィ はあり ますか？

Ａ ： 学部プロ グラ ムの履修が認めら れた学生については、 基本的に同一学部在学中は学部プロ

グラ ムの履修資格を 失う こ と はあり ません。

 なお、 卒業時までに学部プログラ ムの修了要件を 満たすこ と ができ なかっ た場合は、 修了

認定証の交付を 受けるこ と はでき ません。

Ｑ ： 学部プログラ ムの履修生と し て決定さ れた後に、（ 例えば、 プログラ ムの履修の途中で） プ

ロ グラ ムの履修を やめる こ と は可能ですか？

Ａ ： やむを 得ない事情で履修を 取り 下げたい場合は、 外国語学部の MLE 担当者まで連絡の上、

履修取り 下げ願を 提出し てく ださ い。

Ｑ ： 英語・ 英米文化学プログラ ムにおいて、 重複履修は可能でし ょ う か？

Ａ ： 学部プロ グラ ムの修了と し ては、 担当教員に内容を 確認し 許可を 得れば、 重複履修は可能
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です。 ただし 、 重複履修し た単位が卒業要件に含まれる かどう かについては、 所属学部の

教務係に確認し てく ださ い。

成績・ 単位

Ｑ ： MLE で履修し た授業科目の成績は、 GPA に加算さ れる のですか？

Ａ ： 所属学部の教務係に確認し てく ださ い。

 GPA の算出の対象と なる 授業科目については、「 大阪大学における グレード ・ ポイ ン ト ・

アベレ ージ制度に関する 要項」 において、 共通教育系科目、 専門教育系科目、 国際交流科

目、 コ ミ ュ ニケーショ ン デザイ ン 科目及びグロ ーバルコ ラ ボレ ーショ ン 科目のう ち 、 大阪

大学学部学則第10条の 7 第 2 項に基づく 試験の成績の評価を行う 授業科目であっ て、『 各学

部において卒業要件に算入する こ と ができ る授業科目』 と する と 定めら れています。

Ｑ ： 留学先の大学で修得し た授業科目の単位を プロ グラ ム科目の単位と し て認定し ても ら う こ

と は可能ですか？

Ａ ： 答えは「 不可」 です。

 大阪大学学部学則第10条の 3 では、「 他の大学等における授業科目の履修」 に関し て、 学部

が教育上有益と 認めると きは、 学生が外国の大学の授業科目を履修し て修得し た単位を（ 所

属学部の） 卒業に要する 単位に算入する こ と ができ る と 規定さ れています。

 学生が留学先大学で修得し た授業科目の単位（ 以下「 留学単位」 と いいます。） は､ 所属学

部の卒業要件単位（ 所属学部の専門教育科目の単位） と し ては認定する こ と は可能なので

すが、 他学部の専門教育科目の単位と し て認定するこ と はでき ません。

 MLE のプログラ ム科目は、 授業を 開設する学部（ つまり ､ 他学部） の専門教育科目と なる

ため、 留学単位は､ MLE の修了要件単位と し て認定する こ と はでき ません。

Ｑ ： たと えば「 法学・ 政治学」 プロ グラ ムの履修生が、 留学で修得し た「 法学・ 政治学」 関連

の単位は、 法学部で認定し ても ら う こ と は可能ですか？

Ａ ： 留学中に修得し た単位は、 所属学部にのみ単位互換の申請を するこ と ができ ます。 従っ て、

法学部のみなら ず、 ある学部が他学部に所属する学生の単位を認定するこ と はあり ません。

Ｑ： プログラ ム科目と し て修得し た授業科目の単位を教職課程の単位と するこ と は可能ですか？

Ａ ： 当該プロ グラ ム科目の単位が、 所属学部（ 例えば、 外国語学部） において取得する こ と が

可能な教育職員免許状に係る「 教科に関する科目」 等の単位と し て有効な場合については、

教職課程の単位と するこ と は可能です。 ただし 、 所属学部以外（ 他学部） で修得し た単位

と なるため、 教職課程の単位と する場合については、 所属学部の教務係に相談する よ う に

し てく ださ い。

履修のメ リ ッ ト

Ｑ ： MLE の修了は、 就職等において有利にはたら き ますか？

Ａ ： 自己 PR の材料になり 得る と 考えます。 就職活動の際、 希望者には修了見込証明書を 発行

し ます。

 履歴書等の必要書類に「 大阪大学マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ム・ 学部プ

ロ グラ ム（ ○○○学） 修了見込み」 と 記載でき ます。

 修了者には卒業時に大阪大学総長と 学部プログラ ムの開設部局長が連名で記載する 学部プ
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ロ グラ ム修了認定証が交付さ れます。

その他

Ｑ ： 文学部、 人間科学部、 法学部、 経済学部で学部プログラ ムを 修了し て卒業し た学生が、 人

文学研究科、 人間科学研究科、 法学研究科、 経済学研究科、 国際公共政策研究科のう ちで、

卒業学部と 異なる 研究科に進学し た場合、 大学院プロ グラ ムは履修可能でし ょ う か？

Ａ ： 可能です。

Ｑ ： 高等司法研究科へと 進学し た場合、 大学院プロ グラ ムは履修でき ないのでし ょ う か？

Ａ ： 可能です。 履修する プロ グラ ムにより 、 名称が異なり ますので、 プロ グラ ムの説明書で確

認し てく ださ い。
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4
月

3

1
0
02

47
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

学
講

義
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
3.

4
月

3

1
0
02

48
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
文

化
講

義
Ⅰ

a
2

春
～

夏
3.

4
水

4

1
0
02

50
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
文

化
講

義
Ⅱ

a
2

春
～

夏
3.

4
金

4

1
0
02

51
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
文

化
講

義
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
3.

4
金

4

1
0
02

52
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
文

化
講

義
Ⅲ

a
2

春
～

夏
3.

4
木

2

1
0
02

53
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
文

化
講

義
Ⅲ

b
2

秋
～

冬
3.

4
木

2

1
0
02

63
東

南
ア

ジ
ア

社
会

文
化

演
習

Ⅱ
b（

K
）

2
秋

～
冬

3.
4

2
02

4
年

度

不
開

講

1
0
02

66
東

南
ア

ジ
ア

社
会

文
化

演
習

Ⅱ
a（

B
）

2
春

～
夏

3.
4

火
4

1
0
02

68
東

南
ア

ジ
ア

社
会

文
化

演
習

Ⅱ
b（

B
）

2
秋

～
冬

3.
4

火
4

1
0
03

67
イ

ス
ラ

ー
ム

世
界

概
論

2
秋

～
冬

2
.3

.
4

木
2

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
02

4
年

度
を

参
考

に
作

成
し

た
も

の
で

、
変

更
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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外
国

語
学

部
【

タ
イ

語
・

タ
イ

地
域

研
究

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

タ
イ

語
・

タ
イ

地
域

研
究

英
文

T
h
a
i 
S

tu
d
ie

s

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
シ

ョ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
タ

イ
語

・
タ

イ
地

域
研

究
に

関
す

る
専

門
教

育
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

タ
イ

語
の

よ
り

高
い

運
用

能
力

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

タ
イ

地
域

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

タ
イ

語
の

運
用

能
力

に
関

し
て

、
中

級
レ

ベ
ル

の
能

力
を

有
す

る
。

②
 タ

イ
語

圏
の

言
語

、
文

化
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
異

文
化

を
正

し
く

理
解

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
授

業
科

目
の

内
、

タ
イ

語
専

攻
の

専
攻

科
目

の
内

、
語

学
科

目
（

2
単

位
の

実
習

科
目

）
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
タ

イ
語

を
習

得
し

て
将

来
国

際
社

会
で

活
躍

す
る

こ
と

に
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
各

学
部

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
動

機
）

お
よ

び
成

績
な

ど
の

審
査

の
結

果
を

統
合

し
て

選
考

し
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。
応

募
者

に
は

必
要

に
応

じ
て

面
接

を
課

す
こ

と
が

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

1
0
03

26
タ

イ
語

1
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

月
4

【
必

修
科

目
に

つ
い

て
】

・
 

「
タ

イ
語

1
」

と
「

タ
イ

語
3

」
を

1
セ

ッ
ト

、

「
タ

イ
語

2
」

と
「

タ
イ

語
4

」
を

1
セ

ッ
ト

と

し
て

授
業

を
構

成
し

て
い

ま
す

。
同

じ
年

度
内

に
必

ず
セ

ッ
ト

で
履

修
し

て
下

さ
い

。
こ

れ
ら

4
科

目
を

同
年

度
に

す
べ

て
履

修
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
別

年
度

に
分

け
て

履
修

す
る

場
合

は
、

必
ず

「
タ

イ
語

1
・

3
」

の
セ

ッ
ト

を
先

に
履

修
し

て
下

さ
い

。

・
 必

修
科

目
は

全
て

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

さ

れ
ま

す
。

1
0
03

27
タ

イ
語

2
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

火
4

1
0
03

28
タ

イ
語

3
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

水
1

1
0
03

29
タ

イ
語

4
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

木
2

1
0
03

30
タ

イ
語

5
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

金
4

【
選

択
必

修
科

目
に

つ
い

て
】

・
必

修
科

目
4

科
目

（
8

単
位

）
に

く
わ

え
て

、

必
修

選
択

科
目

の
中

か
ら

、
2

科
目

（
4

単
位

）

以
上

を
履

修
し

て
下

さ
い

。

・
 

「
タ

イ
語

1
1
」
「

タ
イ

語
1
5
」

は
「

タ
イ

語
1

」

「
タ

イ
語

3
」

の
履

修
を

済
ま

せ
て

い
る

こ
と

が

履
修

条
件

と
な

り
ま

す
。

※
①

【
人

文
】
「

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
を

知
る

H
」

は
タ

イ
国

に
関

す
る

概
説

的
な

講
義

な
の

で
、

選
択

必
修

で
す

が
、

履
修

す
る

こ
と

を
お

勧
め

し

ま
す

。（
抽

選
登

録
）

・
 

「
タ

イ
社

会
講

義
II
a
」

と
「

タ
イ

社
会

講
義

II
b
」

は
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

で
す

。

・
 

「
タ

イ
語

5
」
、「

【
人

文
】

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
を

知
る

H
」

以
外

の
科

目
は

、
全

て
箕

面
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
さ

れ
ま

す
。

1
0
03

31
タ

イ
語

1
1

2
通

年
2
.3

.
4

月
1

1
0
03

35
タ

イ
語

1
5

2
通

年
2
.3

.
4

金
2

1
3
70

52
※

①
【

人
文

】
ア

ジ
ア

の
文

化
と

社
会

を
知

る
H（

豊
中

開
講

）
2

秋
～

冬
1.

2.
3
.4

水
2

1
0
04

29
シ

ャ
ン

語
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

火
4

1
0
03

46
タ

イ
文

化
講

義
a

2
春

～
夏

3.
4

月
2

1
0
03

47
タ

イ
文

化
講

義
b

2
秋

～
冬

3.
4

月
2

1
0
03

48
タ

イ
社

会
講

義
Ⅰ

a
2

春
～

夏
3.

4
水

4

1
0
03

49
タ

イ
社

会
講

義
Ⅰ

b
2

秋
～

冬
3.

4
水

4

1
0
03

65
タ

イ
社

会
講

義
Ⅱ

a
2

春
～

夏
3.

4
金

5

1
0
03

50
タ

イ
社

会
講

義
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
3.

4
金

5

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
02

4
年

度
を

参
考

に
作

成
し

た
も

の
で

、
変

更
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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外
国

語
学

部
【

ベ
ト

ナ
ム

語
・

東
南

ア
ジ

ア
研

究
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ベ
ト

ナ
ム

語
・

東
南

ア
ジ

ア
研

究

英
文

V
ie

tn
a
m

e
s
e・

S
o
u
th

e
a
s
t 

A
s
ia

n
 S

tu
d
ie

s
 

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
ベ

ト
ナ

ム
語

・
東

南
ア

ジ
ア

研
究

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
ベ

ト
ナ

ム
語

の
よ

り
高

い
運

用
能

力
を

涵
養

す
る

と
と

も
に

、
東

南
ア

ジ
ア

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ベ
ト

ナ
ム

語
の

運
用

能
力

に
関

し
て

、
中

級
レ

ベ
ル

の
能

力
を

有
す

る
。

②
 ベ

ト
ナ

ム
語

圏
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
ベ

ト
ナ

ム
語

専
攻

の
専

攻
科

目
の

内
、

語
学

科
目

（
2

単
位

の
語

学
科

目
）
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
ベ

ト
ナ

ム
語

を
修

得
し

て
将

来
国

際
舞

台
で

活
躍

す
る

こ
と

に
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
各

学
部

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
動

機
）

お
よ

び
成

績
な

ど
の

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。
応

募
者

に
は

必
要

に
応

じ
て

面
接

を
課

す
こ

と
が

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

1
0
03

69
※

①
ベ

ト
ナ

ム
語

1
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

水
3

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

※
②

の
ベ

ト
ナ

ム
語

を
履

修
す

る
に

は
、

先
に

※

①
の

ベ
ト

ナ
ム

語
を

4
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る

こ
と

。

1
0
03

70
※

①
ベ

ト
ナ

ム
語

2
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

月
2

1
0
03

71
※

①
ベ

ト
ナ

ム
語

3
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

金
2

1
0
03

72
※

①
ベ

ト
ナ

ム
語

4
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

木
2

1
0
03

73
※

①
ベ

ト
ナ

ム
語

5
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2.

3
.4

火
2

1
0
03

74
※

②
ベ

ト
ナ

ム
語

1
1

2
通

年
2
.3

.
4

木
1

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

※
②

の
ベ

ト
ナ

ム
語

を
履

修
す

る
に

は
、

先
に

※

①
の

ベ
ト

ナ
ム

語
を

4
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る

こ
と

。

1
0
03

75
※

②
ベ

ト
ナ

ム
語

1
2

2
通

年
2
.3

.
4

月
3

1
0
03

76
※

②
ベ

ト
ナ

ム
語

1
3

2
通

年
2
.3

.
4

水
3

1
0
03

77
※

②
ベ

ト
ナ

ム
語

1
4

2
通

年
2
.3

.
4

火
4

1
0
03

78
※

②
ベ

ト
ナ

ム
語

1
5

2
通

年
2
.3

.
4

金
4

1
0
03

66
東

南
ア

ジ
ア

社
会

文
化

概
論

2
春

集
中

2
.3

.
4

集
中

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

1
0
20

33
東

南
ア

ジ
ア

地
域

研
究

概
論

a
2

春
～

夏
2
.3

.
4

木
2

1
0
20

87
東

南
ア

ジ
ア

地
域

研
究

概
論

b
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

木
2

1
0
04

55
東

南
ア

ジ
ア

歴
史

概
論

a
2

春
～

夏
2
.3

.
4

月
5

1
0
04

56
東

南
ア

ジ
ア

歴
史

概
論

ｂ
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

月
5

1
0
04

61
東

南
ア

ジ
ア

社
会

概
論

a
2

春
～

夏
2
.3

.
4

水
4

1
0
04

62
東

南
ア

ジ
ア

社
会

概
論

b
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

水
4

1
0
04

59
東

南
ア

ジ
ア

文
化

概
論

a
2

春
～

夏
2
.3

.
4

火
3

1
0
04

60
東

南
ア

ジ
ア

文
化

概
論

b
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

火
3

1
0
03

51
東

南
ア

ジ
ア

言
語

講
義

a
2

春
～

夏
3.

4
20

24
年

不
開

講

1
0
03

52
東

南
ア

ジ
ア

言
語

講
義

b
2

秋
～

冬
3.

4
20

24
年

不
開

講

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
02

4
年

度
を

参
考

に
作

成
し

た
も

の
で

、
変

更
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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外
国

語
学

部
【

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

・
南

ア
ジ

ア
地

域
文

化
研

究
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

・
南

ア
ジ

ア
地

域
文

化
研

究

英
文

U
rd

u
 L

a
n
g
u
a
g
e
 a

n
d
 R

e
g
io

n
a
l 
C

u
lt
u
re

 o
f 

S
o
u
th

 A
s
ia

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
・

南
ア

ジ
ア

地
域

文
化

研
究

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
の

よ
り

高
い

運
用

能
力

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

南
ア

ジ
ア

地
域

文
化

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

の
運

用
能

力
に

関
し

て
、

中
級

レ
ベ

ル
の

能
力

を
有

す
る

。
②

 ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

圏
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
授

業
科

目
の

内
、

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

専
攻

の
専

攻
科

目
の

内
、

語
学

科
目

（
2

単
位

の
語

学
科

目
）
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
を

修
得

し
て

将
来

国
際

舞
台

で
活

躍
す

る
こ

と
に

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。
募

集
人

員
は

各
学

部
若

干
名

で
、

履
修

申
請

書
（

志
望

動
機

）
お

よ
び

成
績

な
ど

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

応
募

者
に

は
必

要
に

応
じ

て
面

接
を

課
す

こ
と

が
あ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

10
05

25
※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
2

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
水

1
左

記
の

必
修

科
目

4
単

位
は

履
修

す
る

こ
と

。
※

②
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
を

履
修

す
る

に
は

、
先

に
※

①

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

を
4

単
位

以
上

を
修

得
し

て
い

る

こ
と

。
10

05
30

※
②

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

1
2

2
通

年
2
.
3.

4
木

1

10
05

24
※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
1

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
火

3
左

記
の

授
業

科
目

の
う

ち
か

ら
、

2
単

位
以

上
を

選
択

必
修

す
る

こ
と

。

※
②

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

を
履

修
す

る
に

は
、

先
に

※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
を

4
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る

こ
と

。

10
05

26
※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
3

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
金

4

10
05

27
※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
4

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
月

2

10
05

28
※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
5

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
月

3

10
05

29
※

②
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
1
1

2
通

年
2
.
3.

4
水

2
左

記
の

授
業

科
目

の
う

ち
か

ら
、

2
単

位
以

上
を

選
択

必
修

す
る

こ
と

。

※
②

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

を
履

修
す

る
に

は
、

先
に

※

①
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
を

4
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る

こ
と

。

10
05

31
※

②
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
1
3

2
通

年
2
.
3.

4
金

2

10
05

32
※

②
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
1
4

2
通

年
2
.
3.

4
火

3

10
05

33
※

②
ウ

ル
ド

ゥ
ー

語
1
5

2
通

年
2
.
3.

4
木

2

10
05

40
南

ア
ジ

ア
文

化
概

論
a（

A
）

2
春

～
夏

2
.
3.

4
火

2

左
記

授
業

科
目

の
う

ち
か

ら
、

2
単

位
以

上
を

選

択
必

修
す

る
こ

と
。

10
05

41
南

ア
ジ

ア
文

化
概

論
b（

A
）

2
秋

～
冬

3
.4

火
2

10
05

23
南

ア
ジ

ア
政

治
経

済
講

義
Ⅰ

a
2

春
～

夏
3
.4

月
2

10
05

42
南

ア
ジ

ア
政

治
経

済
講

Ⅰ
b

2
秋

～
冬

3
.4

月
2

10
05

68
南

ア
ジ

ア
政

治
経

済
講

義
Ⅱ

a
2

春
～

夏
3
.4

月
3

10
05

43
南

ア
ジ

ア
政

治
経

済
講

Ⅱ
b

2
秋

～
冬

3
.4

月
3

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
0
24

年
度

を
参

考
に

作
成

し
た

も
の

で
、

変
更

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

10
20

36
ス

ワ
ヒ

リ
語

初
級

a
1

春
～

夏
1.

2
.3

.4
金

3

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

「
ス

ワ
ヒ

リ
語

初
級

」
は

、
a
.b

合
わ

せ
て

履
修

す

る
こ

と
。

10
20

37
ス

ワ
ヒ

リ
語

初
級

b
1

秋
～

冬
1.

2
.3

.4
金

3

10
07

41
ス

ワ
ヒ

リ
語

1
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2
.3

.4
月

2

10
07

42
ス

ワ
ヒ

リ
語

2
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2
.3

.4
水

3

10
07

43
ス

ワ
ヒ

リ
語

3
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2
.3

.4
火

2

10
07

44
ス

ワ
ヒ

リ
語

4
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2
.3

.4
木

1

10
07

45
ス

ワ
ヒ

リ
語

5
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2
.3

.4
木

2

10
20

38
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

中
級

a
1

春
～

夏
2
.
3.

4
月

4

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

「
ス

ワ
ヒ

リ
語

中
級

」
は

、
a
.b

合
わ

せ
て

履
修

す

る
こ

と
。

※
①

ス
ワ

ヒ
リ

語
を

履
修

す
る

に
は

、
先

に
ス

ワ

ヒ
リ

語
初

級
か

ス
ワ

ヒ
リ

語
1

か
ら

5
の

単
位

を

4
単

位
以

上
履

修
し

て
い

る
こ

と
。

10
20

39
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

中
級

b
1

秋
～

冬
2
.
3.

4
木

2

10
07

46
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

1
1

2
通

年
2
.
3.

4
火

3

10
07

47
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

1
2

2
通

年
2
.
3.

4
月

1

10
07

48
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

1
3

2
通

年
2
.
3.

4
金

2

10
07

49
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

1
4

2
通

年
2
.
3.

4
水

2

10
07

50
※

①
ス

ワ
ヒ

リ
語

1
5

2
通

年
2
.
3.

4
月

3

10
07

57
ア

フ
リ

カ
地

域
論

概
説

a
2

春
～

夏
2
.
3.

4
木

1

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

10
07

58
ア

フ
リ

カ
地

域
論

概
説

b
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
金

4

10
07

59
ア

フ
リ

カ
社

会
論

概
説

a
2

春
～

夏
2
.
3.

4
火

1

10
07

60
ア

フ
リ

カ
社

会
論

概
説

b
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
火

1

10
07

61
ア

フ
リ

カ
言

語
学

概
説

a
2

春
～

夏
2
.
3.

4
火

2

10
07

62
ア

フ
リ

カ
言

語
学

概
説

b
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
水

3

10
07

63
ア

フ
リ

カ
言

語
学

講
義

a
2

春
～

夏
3
.4

木
2

10
07

64
ア

フ
リ

カ
言

語
学

講
義

b
2

秋
～

冬
3
.4

月
4

10
07

65
ア

フ
リ

カ
文

学
講

義
a

2
春

～
夏

3
.4

火
2

10
07

66
ア

フ
リ

カ
文

学
講

義
b

2
秋

～
冬

3
.4

火
2

10
07

67
ア

フ
リ

カ
文

化
講

義
a

2
春

～
夏

3
.4

月
3

10
07

68
ア

フ
リ

カ
文

化
講

義
b

2
秋

～
冬

3
.4

月
3

10
07

69
ア

フ
リ

カ
政

治
経

済
講

義
a

2
春

～
夏

3
.4

月
4

10
07

70
ア

フ
リ

カ
政

治
経

済
講

義
b

2
秋

～
冬

3
.4

金
4

10
07

71
ア

フ
リ

カ
地

域
講

義
Ⅰ

a
2

春
～

夏
3
.4

木
3

10
07

72
ア

フ
リ

カ
地

域
講

義
Ⅰ

b
2

秋
～

冬
3
.4

木
3

10
07

73
ア

フ
リ

カ
地

域
講

義
Ⅱ

a
2

春
～

夏
3
.4

金
4

10
07

74
ア

フ
リ

カ
地

域
講

義
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
3
.4

月
5

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
0
24

年
度

を
参

考
に

作
成

し
た

も
の

で
、

変
更

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

外
国

語
学

部
【

ス
ワ

ヒ
リ

語
・

ア
フ

リ
カ

研
究

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ス
ワ

ヒ
リ

語
・

ア
フ

リ
カ

研
究

英
文

S
w

a
h
il
i 
a
n
d
 A

fr
ic

a
n
 S

tu
d
ie

s

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
ス

ワ
ヒ

リ
語

・
ア

フ
リ

カ
研

究
に

関
す

る
専

門
教

育
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

ス
ワ

ヒ
リ

語
の

よ
り

高
い

運
用

能
力

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

ア
フ

リ
カ

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ス
ワ

ヒ
リ

語
の

運
用

能
力

に
関

し
て

、
中

級
レ

ベ
ル

の
能

力
を

有
す

る
。

②
 ア

フ
リ

カ
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

外
国

語
学

部
が

開
講

す
る

授
業

科
目

の
内

、
兼

修
語

学
の

ス
ワ

ヒ
リ

語
初

級
お

よ
び

ス
ワ

ヒ
リ

語
中

級
（

1
単

位
の

実
習

科
目

）
、

お
よ

び
ス

ワ
ヒ

リ
語

専
攻

の
専

攻
科

目
の

内
、

語
学

科
目

（
2

単
位

の
語

学
科

目
）
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
ス

ワ
ヒ

リ
語

を
修

得
し

て
将

来
国

際
舞

台
で

活
躍

す
る

こ
と

に
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
各

学
部

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
動

機
）

お
よ

び
成

績
な

ど
の

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。
応

募
者

に
は

必
要

に
応

じ
て

面
接

を
課

す
こ

と
が

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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外
国

語
学

部
【

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

・
ハ

ン
ガ

リ
ー

研
究

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

・
ハ

ン
ガ

リ
ー

研
究

英
文

H
u
n
g
a
ri
a
n
 a

n
d
 H

u
n
g
a
ri
a
n
 S

tu
d
ie

s

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
・

ハ
ン

ガ
リ

ー
研

究
に

関
す

る
専

門
教

育
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

の
よ

り
高

い
運

用
能

力
を

涵
養

す
る

と
と

も
に

、
ハ

ン
ガ

リ
ー

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

の
運

用
能

力
に

関
し

て
、

中
級

レ
ベ

ル
の

能
力

を
有

す
る

。
②

 ハ
ン

ガ
リ

ー
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
授

業
科

目
の

内
、

語
学

科
目

で
あ

る
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
初

級
お

よ
び

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

中
級

（
2

単
位

の
通

年
科

目
）
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

、
演

習
科

目
）

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
を

修
得

し
て

将
来

国
際

舞
台

で
活

躍
す

る
こ

と
に

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。
募

集
人

員
は

各
学

部
若

干
名

で
、

履
修

申
請

書
（

志
望

動
機

）
お

よ
び

成
績

な
ど

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

応
募

者
に

は
必

要
に

応
じ

て
面

接
を

課
す

こ
と

が
あ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
K

O
A

N
の

掲
示

板
お

よ
び

M
L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
申

請
が

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

10
08

77
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
1

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
水

1

左
記

の
授

業
科

目
の

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

2
と

ハ
ン

ガ

リ
ー

語
3

の
4

単
位

が
必

修
。

10
08

78
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
2

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
月

3

10
08

79
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
3

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
月

4

10
08

80
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
4

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
火

2

10
08

81
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
5

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
火

3

10
08

82
※

①
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
1
1

2
通

年
2
.
3.

4
木

1

左
記

の
授

業
科

目
の

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

1
2と

ハ
ン

ガ

リ
ー

語
1
3の

4
単

位
が

必
修

。

※
①

を
履

修
す

る
に

は
、

先
に

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

1

か
ら

5
の

単
位

を
4

単
位

以
上

履
修

し
て

い
る

こ

と
。

10
08

83
※

①
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
1
2

2
通

年
2
.
3.

4
火

2

10
08

84
※

①
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
1
3

2
通

年
2
.
3.

4
火

4

10
08

85
※

①
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
1
4

2
通

年
2
.
3.

4
月

2

10
08

86
※

①
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
1
5

2
通

年
2
.
3.

4
木

4

10
19

34
ハ

ン
ガ

リ
ー

研
究

入
門

Ⅰ
a

2
春

夏
集

中
2
.
3.

4
集

中

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

10
08

95
ハ

ン
ガ

リ
ー

研
究

入
門

Ⅰ
b

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
月

3

10
09

23
ハ

ン
ガ

リ
ー

研
究

入
門

Ⅱ
b

2
秋

冬
集

中
2
.
3.

4
集

中

10
08

99
ハ

ン
ガ

リ
ー

文
化

演
習

Ⅳ
a

2
春

～
夏

3
.4

火
2

10
09

00
ハ

ン
ガ

リ
ー

文
化

演
習

Ⅳ
b

2
秋

～
冬

3
.4

火
2

1
0
A

90
1

ハ
ン

ガ
リ

ー
文

化
講

義
Ⅱ

a
2

不
開

講
3
.4

不
開

講

1
0
A

90
3

ハ
ン

ガ
リ

ー
文

化
講

義
Ⅲ

a
2

春
夏

集
中

3
.4

集
中

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
こ

の
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
02

4年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
開

講
日

時
、

科
目

等
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

10
09

28

初 級

デ
ン

マ
ー

ク
語

1
（

豊
中

開
講

）
2

通
年

1.
2
.3

.4
水

2

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

修
得

す
る

こ
と

。

※
①

デ
ン

マ
ー

ク
語

2
．

3
も

し
く

は
、

※
②

デ
ン

マ
ー

ク
語

4
．

5
の

履
修

に
際

し
て

は
、

デ
ン

マ
ー

ク
語

2
と

3
の

セ
ッ

ト
、

そ
し

て
デ

ン
マ

ー
ク

語

4
と

5
の

セ
ッ

ト
で

履
修

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

そ
れ

が
無

理
な

場
合

は
、

教
員

に
要

相
談

。

10
09

29
※

①
デ

ン
マ

ー
ク

語
2

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
火

4

10
09

30
※

①
デ

ン
マ

ー
ク

語
3

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
木

2

10
09

31
※

②
デ

ン
マ

ー
ク

語
4

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
火

2

10
09

32
※

②
デ

ン
マ

ー
ク

語
5

（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2
.3

.4
木

4

19
29

51
特

別
外

国
語

演
習

（
デ

ン
マ

ー
ク

語
）

Ⅰ
2

春
～

夏
1.

2
.3

.4
火

5

10
09

33

中 級

デ
ン

マ
ー

ク
語

11
2

通
年

2
.
3.

4
水

3
左

記
の

授
業

科
目

の
う

ち
か

ら
、

4
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。

※
③

デ
ン

マ
ー

ク
語

1
4．

15
の

履
修

に
際

し
て

は
、

デ
ン

マ
ー

ク
語

14
と

1
5の

セ
ッ

ト
で

履
修

す
る

こ

と
が

望
ま

れ
る

。
そ

れ
が

無
理

な
場

合
は

、
教

員

に
要

相
談

。

※
 中

級
の

デ
ン

マ
ー

ク
語

を
履

修
す

る
に

は
、

初

級
の

デ
ン

マ
ー

ク
語

4
単

位
以

上
を

修
得

し
て

い
る

こ
と

。

10
09

34
デ

ン
マ

ー
ク

語
12

2
通

年
2
.
3.

4
火

2

10
09

35
デ

ン
マ

ー
ク

語
13

2
通

年
2
.
3.

4
月

3

10
09

36
※

③
デ

ン
マ

ー
ク

語
1
4

2
通

年
2
.
3.

4
水

4

10
09

37
※

③
デ

ン
マ

ー
ク

語
1
5

2
通

年
2
.
3.

4
木

4

10
09

38
デ

ン
マ

ー
ク

語
Ⅰ

a
2

春
～

夏
3
.4

月
2

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
4

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

10
09

39
デ

ン
マ

ー
ク

語
Ⅰ

b
2

秋
～

冬
3
.4

水
2

10
09

42
デ

ン
マ

ー
ク

語
Ⅱ

a（
B

）
2

春
～

夏
3
.4

月
3

10
09

43
デ

ン
マ

ー
ク

語
Ⅱ

b（
B

）
2

秋
～

冬
3
.4

月
3

10
09

88
【

専
攻

科
目

】
北

欧
文

化
講

義
Ⅰ

a
2

秋
～

冬
3
.4

火
2

10
09

79
【

専
攻

科
目

】
北

欧
現

代
社

会
概

説
b

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
水

2

10
09

80
【

専
攻

科
目

】
北

欧
文

学
概

論
a

2
春

～
夏

2
.
3.

4
火

1

10
09

82
【

専
攻

科
目

】
北

欧
史

概
説

a
2

春
～

夏
2
.
3.

4
火

3

10
09

83
【

専
攻

科
目

】
北

欧
史

概
説

b
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
火

3

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
0
24

年
度

を
参

考
に

作
成

し
た

も
の

で
、

変
更

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

外
国

語
学

部
【

デ
ン

マ
ー

ク
語

・
北

欧
研

究
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

デ
ン

マ
ー

ク
語

・
北

欧
研

究

英
文

D
a
n
is

h
 a

n
d
 N

o
rd

ic
 S

tu
d
ie

s
 

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
デ

ン
マ

ー
ク

語
・

北
欧

研
究

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
デ

ン
マ

ー
ク

語
の

よ
り

高
い

運
用

能
力

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

北
欧

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

デ
ン

マ
ー

ク
語

の
運

用
能

力
に

関
し

て
、

中
級

レ
ベ

ル
の

能
力

を
有

す
る

。
②

 デ
ン

マ
ー

ク
語

圏
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
デ

ン
マ

ー
ク

語
専

攻
の

専
攻

科
目

の
内

、
語

学
科

目
（

2
単

位
の

語
学

科
目

）
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
、

お
よ

び
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

教
育

セ
ン

タ
ー

提
供

の
特

別
外

国
語

（
デ

ン
マ

ー
ク

語
Ⅰ

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
デ

ン
マ

ー
ク

語
を

修
得

し
て

将
来

国
際

舞
台

で
活

躍
す

る
こ

と
に

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。
募

集
人

員
は

各
学

部
若

干
名

で
、

履
修

申
請

書
（

志
望

動
機

）
お

よ
び

成
績

な
ど

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

応
募

者
に

は
必

要
に

応
じ

て
面

接
を

課
す

こ
と

が
あ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

開
講

状
況

必 修
選 必

選 択

1
01

2
32

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
B

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
34

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
C

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
5

1
01

2
35

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
D

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
36

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
E

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
4

1
01

2
37

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
F

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
38

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
G

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

金
4

1
01

2
39

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
H

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
2

1
01

2
40

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

学
Ⅰ

b（
A

）
2

秋
～

冬
2.

3.
4

金
3

1
01

2
41

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
B

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

木
3

20
2
4不

開
講

1
01

2
43

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
C

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
5

1
01

2
44

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
D

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
45

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
E

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
4

1
01

2
46

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
F

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
47

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
G

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

金
4

1
01

2
48

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
H

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
2

1
01

2
49

〈
兼

修
〉

英
語

学
Ⅰ

a（
A

）
2

春
～

夏
2.

3.
4

金
3

1
01

2
50

〈
兼

修
〉

英
語

会
話

Ⅱ
a（

A
）

2
春

～
夏

2.
3.

4
月

6

1
01

2
51

〈
兼

修
〉

英
米

文
化

Ⅳ
a（

A
）（

豊
中

開
講

）
2

春
～

夏
2.

3.
4

金
3

20
2
4不

開
講

1
01

2
52

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

学
）

a（
A

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

月
3

1
01

2
53

〈
兼

修
〉

英
米

文
化

Ⅲ
a（

A
）（

豊
中

開
講

）
2

春
～

夏
2.

3.
4

金
5

1
01

2
54

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

学
）

a（
B

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
55

〈
兼

修
〉

英
語

（
語

学
）

a（
A

）（
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2.
3.

4
月

2

1
01

2
56

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

学
）

a（
C

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

月
4

1
01

2
57

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

学
）

a（
D

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

火
3

1
01

2
59

〈
兼

修
〉

英
語

学
Ⅰ

a（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
春

～
夏

2.
3.

4
水

3
20

2
4不

開
講

1
01

2
60

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

会
話

Ⅱ
b（

A
）

2
秋

～
冬

2.
3.

4
月

6

1
01

2
61

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
米

文
化

Ⅲ
b（

A
）（

豊
中

開
講

）
2

秋
～

冬
2.

3.
4

金
5

1
01
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62

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

学
）

b（
A

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

月
3

1
01
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63

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
米

文
化

Ⅳ
b（

A
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豊
中

開
講
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2

秋
～

冬
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3.
4

20
2
4不

開
講
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〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

学
）
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B

）
1

秋
～

冬
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3.
4

20
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4不

開
講

1
01
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65

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
語

学
）

b（
A

）（
豊

中
開

講
）

1
秋

～
冬
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4
月

2

1
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〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語
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文

学
）
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C
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1

秋
～

冬
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3.
4

月
4
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〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

学
）

b（
D

）
1

秋
～

冬
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3.
4

火
3
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01
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〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

学
Ⅰ

b（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
秋

～
冬
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3.

4
水

3

1
01

2
70

〈
兼

修
〉

英
米

文
化

Ⅱ
a（

A
）

2
春

～
夏

2.
3.

4
火

3

1
01

2
71

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
A
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1

春
～

夏
2.
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20
2
4不

開
講

1
01

2
72

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
B

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

火
3

1
01

2
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〈
兼

修
〉

英
米

文
化

Ⅰ
a（

A
）

2
春

～
夏

2.
3.

4
金

4

1
01

2
74

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
C
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1

春
～

夏
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
75

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
D

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

木
1

1
01

2
76

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
E

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
3

1
01

2
77

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
F

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
4

1
01

2
78

〈
兼

修
〉

英
語

（
文

化
）

a（
G

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
79

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
米

文
化

Ⅱ
b（

A
）

2
秋

～
冬

2.
3.

4
火

3

1
01

2
80

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

化
）

b（
A

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

20
2
4不

開
講

1
01

2
81

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

化
）

b（
B

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

火
3

外
国

語
学

部
【

英
語

・
英

米
文

化
学

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

英
語

・
英

米
文

化
学

英
文

E
n
g
li
s
h
 a

n
d
 A

n
g
lo

-A
m

e
ri
c
a
n
 C

u
lt
u
re

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、

英
語

・
英

米
文

化
学

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
読

み
、

書
き

、
聞

き
、

話
す

国
際

的
な

場
面

で
通

用
す

る
総

合
的

な
高

い
英

語
能

力
を

涵
養

す
る

と
と

も
に

、
英

語
圏

の
言

語
、

政
治

、
経

済
、

社
会

、
歴

史
、

思
想

に
通

暁
し

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

 英
語

の
四

技
能

（
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

、
リ

ス
ニ

ン
グ

、
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
）

に
関

し
て

、
別

表
に

あ
る

所
定

の
外

部
検

定
試

験
ス

コ
ア

相
当

の
高

い
運

用
能

力
を

有
す

る
。

②
 英

語
圏

の
言

語
、

政
治

、
経

済
、

社
会

、
歴

史
、

思
想

を
深

く
理

解
す

る
と

と
も

に
、

英
語

で
関

連
テ

ー
マ

に
つ

い
て

高
度

な
レ

ベ
ル

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

設
す

る
授

業
科

目
の

内
、

兼
修

語
学

の
英

語
の

中
級

科
目

（
1

単
位

の
実

習
）
、

上
級

科
目

（
2

単
位

の
演

習
）

お
よ

び
学

部
共

通
科

目
の

英
語

科
目

（
2

単
位

の
演

習
）

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
英

語
を

修
得

し
て

将
来

国
際

舞
台

で
活

躍
す

る
こ

と
に

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。
募

集
人

員
は

各
学

部
若

干
名

で
、

履
修

申
請

書
（

志
望

理
由

）
お

よ
び

成
績

な
ど

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
者

を
決

定
す

る
。

応
募

者
に

は
必

要
に

応
じ

て
面

接
を

課
す

こ
と

が
あ

る
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
構

成
科

目
の

履
修

の
際

に
は

、
別

表
を

参
照

し
、

所
定

の
い

ず
れ

か
の

外
部

検
定

試
験

の
そ

れ
ぞ

れ
の

科
目

の
基

準
を

満
た

す
ス

コ
ア

の
写

し
（

画
像

）
を

期
限

ま
で

に
提

出
す

る
必

要
が

あ
る

。
有

効
取

得
日

、
提

出
期

限
に

注
意

の
う

え
、

遺
漏

の
な

い
よ

う
手

続
き

を
す

る
こ

と
。

な
お

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
履

修
申

請
に

あ
た

っ
て

は
、

特
定

の
外

部
検

定
試

験
の

ス
コ

ア
提

出
は

不
要

と
す

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

登
録

が
認

め
ら

れ
な

が
ら

も
科

目
履

修
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
ス

コ
ア

の
提

出
が

困
難

な
者

に
つ

い
て

は
、

別
途

設
置

さ
れ

た
準

備
コ

ー
ス

（
課

外
補

習
ク

ラ
ス

）
を

受
講

す
る

こ
と

に
よ

り
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
開

始
年

度
の

秋
～

冬
学

期
以

降
の

科
目

履
修

を
目

指
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
K

O
A

N
の

掲
示

板
お

よ
び

M
L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
申

請
が

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

開
講

状
況

必 修
選 必

選 択

1
01

28
2

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
米

文
化

Ⅰ
b（

A
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
金

4

1
01

28
3

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

化
）

b（
C

）
1

秋
～

冬
2
.
3.

4
20

24
不

開
講

1
01

28
4

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

（
文

化
）

b（
D

）
1
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文

Ⅰ
a（

A
）

2
春

～
夏

2.
3.

4
木

2

1
01

3
77

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

作
文

Ⅰ
b（

A
）

2
秋

～
冬

2.
3.

4
木

2

1
01

3
78

〈
兼

修
〉

英
語

作
文

Ⅱ
a（

B
）

2
春

～
夏

2.
3.

4
木

1
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時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

開
講

状
況

必 修
選 必

選 択

1
01

37
9

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

作
文

Ⅱ
b（

B
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
木

1

1
01

39
2

〈
兼

修
〉

英
文

学
Ⅱ

a（
D

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
火

5

1
01

39
3

〈
兼

修
〉

英
米

文
化

Ⅲ
a（

C
）

2
春

～
夏

2
.
3.

4
火

4

1
01

39
4

〈
兼

修
〉

英
語

作
文

Ⅰ
a（

B
）

2
春

～
夏

2
.
3.

4
金

2
遠

隔
授

業
可

1
01

39
5

〈
兼

修
〉

英
語

作
文

Ⅱ
a（

C
）

2
春

～
夏

2
.
3.

4
木

4

1
01

39
6

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

学
Ⅱ

b（
E

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
20

24
不

開
講

1
01

39
7

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
文

学
Ⅱ

b（
D

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
火

5

1
01

39
8

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
米

文
化

Ⅲ
b（

C
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
火

4

1
01

39
9

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

作
文

Ⅰ
b（

B
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
金

2
遠

隔
授

業
可

1
01

40
0

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

作
文

Ⅱ
b（

C
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
木

4

1
01

40
1

〈
兼

修
〉

英
語

学
Ⅰ

a（
D

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
20

24
不

開
講

1
01

40
2

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

学
Ⅰ

b（
D

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
20

24
不

開
講

1
01

40
3

〈
兼

修
〉

英
語

作
文

Ⅰ
a（

C
）

2
春

～
夏

2
.
3.

4
木

1

1
01

40
4

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

作
文

Ⅰ
b（

C
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
木

1

1
01

41
5

〈
兼

修
〉

英
語

学
Ⅰ

a（
G

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
金

5

1
01

41
6

〈
兼

修
（

高
度

）
〉

英
語

学
Ⅰ

b（
G

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
金

5

1
01

81
1

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e（
C

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
金

1

1
01

81
2

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e（
D

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
金

1

1
01

81
5

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e（
F

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
木

2

1
01

81
6

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e（
G

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
木

2

1
01

81
7

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e（
H

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
金

2

1
01

81
8

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
se

n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e（
E

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
金

2

1
01

81
9

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 W

ri
ti
n
g
 C

o
u
rs

e（
E

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
月

5

1
01

82
0

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 W

ri
ti
n
g
 C

o
u
rs

e（
D

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
月

5

1
01

82
1

（
学

共
－方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 W

ri
ti
n
g
 C

o
u
rs

e（
F

）
2

春
～

夏
2
.
3.

4
水

1

1
01

82
2

（
学

共
－
方

法
論

）
A

c
a
d
e
m

ic
 W

ri
ti
n
g
 C

o
u
rs

e（
G

）
2

秋
～

冬
2
.
3.

4
水

1

1
01

82
7

（
学

共
－
方

法
論

）
W

o
rl
d
 E

n
g
li
sh

 S
e
m

in
a
r（

E
）

2
春

～
夏

2
.
3.

4
木

1

1
01

82
8

（
学

共
－
方

法
論

）
W

o
rl
d
 E

n
g
li
sh

 S
e
m

in
a
r（

F
）

2
秋

～
冬

2
.
3.

4
木

1

合
計

24
単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
構

成
科

目
表

は
2
02

4年
度

を
参

考
に

作
成

し
た

も
の

で
、

変
更

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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別
表

：
英

語
・

英
米

文
化

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
2
0
2
5
年

度
検

定
試

験
ス

コ
ア

の
提

出
に

つ
い

て

「
英

語
・

英
米

文
化

学
構

成
科

目
」

の
履

修
に

つ
い

て
は

、
所

定
の

検
定

試
験

の
い

ず
れ

か
を

受
検

し
、

基
準

を
満

た
す

ス
コ

ア
の

写
し

（
画

像
）

を
期

限
ま

で
に

提
出

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

有
効

取
得

日
、

提
出

期
限

に
注

意
の

う
え

、
遺

漏
の

な
い

よ
う

手
続

き
し

て
く

だ
さ

い
。

履
修

・
修

得
科

目
各

種
要

件
等

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
要

件
有

効
取

得
日

提
出

期
限

・
英

語
（

語
学

・
文

学
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

a

2
0
2
5
年

度
春

～
夏

学
期

履
修

登
録

要
件

入
学

以
後

に
取

得
し

た
も

の
履

修
申

請
時

に
メ

ー
ル

添
付

最
終

期
限

：
2
0
2
5
年

4
月

1
8
日

㈮

2
0
2
5
年

度
春

～
夏

学
期

単
位

修
得

要
件

入
学

以
後

で
、

な
お

か
つ

2
0
2
4
年

4
月

1
日

以
降

単
位

修
得

年
度

の
1

月
末

日

・
英

語
（

語
学

・
文

学
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

b

2
0
2
5
年

度
秋

～
冬

学
期

履
修

登
録

要
件

入
学

以
後

に
取

得
し

た
も

の
履

修
申

請
時

に
メ

ー
ル

添
付

最
終

期
限

：
2
0
2
5
年

1
0
月

1
7
日

㈮

2
0
2
5
年

度
秋

～
冬

学
期

単
位

修
得

要
件

入
学

以
後

で
、

な
お

か
つ

2
0
2
4
年

4
月

1
日

以
降

単
位

修
得

年
度

の
1

月
末

日
2
0
2
6
年

1
月

2
3
日

㈮

・
（

英
語

学
・

英
文

学
・

英
語

会
話

・
英

語
作

文
）

Ⅰ
a

・
（

英
語

学
・

英
文

学
・

英
語

会
話

・
英

語
作

文
）

Ⅱ
a

・
英

米
文

化
（

Ⅰ
、
Ⅱ

、
Ⅲ

、
Ⅳ

、
Ⅴ

、
Ⅵ

）
a

2
0
2
5
年

度
春

～
夏

学
期

履
修

登
録

要
件

入
学

以
後

に
取

得
し

た
も

の
履

修
申

請
時

に
メ

ー
ル

添
付

最
終

期
限

：
2
0
2
5
年

4
月

1
8
日

㈮

・
（

英
語

学
・

英
文

学
・

英
語

会
話

・
英

語
作

文
）

Ⅰ
b

・
（

英
語

学
・

英
文

学
・

英
語

会
話

・
英

語
作

文
）

Ⅱ
b

・
英

米
文

化
（

Ⅰ
、
Ⅱ

、
Ⅲ

、
Ⅳ

、
Ⅴ

、
Ⅵ

）
b

2
0
2
5
年

度
秋

～
冬

学
期

履
修

登
録

要
件

入
学

以
後

に
取

得
し

た
も

の
履

修
申

請
時

に
メ

ー
ル

添
付

最
終

期
限

：
2
0
2
5
年

1
0
月

1
7
日

㈮

2
0
2
5
年

度
秋

～
冬

学
期

単
位

修
得

目
安

入
学

以
後

で
、

な
お

か
つ

2
0
2
4
年

4
月

1
日

以
降

単
位

修
得

年
度

の
1

月
末

日
2
0
2
6
年

1
月

2
3
日

㈮

・
A

c
a
d
e
m

ic
 W

ri
ti
n
g
 C

o
u
rs

e
 a

/
b

・
A

c
a
d
e
m

ic
 P

re
s
e
n
ta

ti
o
n
 C

o
u
rs

e
 a

/
b

・
W

o
rl
d
 E

n
g
li
s
h
 S

e
m

in
a
r 

a
/
b

2
0
2
5
年

度
春

～
夏

学
期

履
修

登
録

要
件

入
学

以
後

に
取

得
し

た
も

の
履

修
申

請
時

に
メ

ー
ル

添
付

最
終

期
限

：
2
0
2
5
年

4
月

1
8
日

㈮

2
0
2
5
年

度
秋

～
冬

学
期

履
修

登
録

要
件

入
学

以
後

に
取

得
し

た
も

の
履

修
申

請
時

に
メ

ー
ル

添
付

最
終

期
限

：
2
0
2
5
年

1
0
月

1
7
日

㈮

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
要

件
入

学
以

後
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
年

度
の

前
年

度
ま

た
は

当
該

年
度

に
取

得
し

た
も

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

年
度

の
1

月
末

日

試 験 種 類

実
用

英
語

技
能

検
定

準
1

級
以

上
準

1
級

以
上

準
1

級
以

上
―

※
基

準
を

満
た

す
有

効
取

得
日

内
の

ス
コ

ア
を

過
去

に
提

出
済

み
の

場
合

は
、

再
度

の
提

出
は

不
要

で
す

。
※

 実
用

英
語

技
能

検
定

は
更

新
制

で
は

な
い

た
め

、
入

学
以

後
に

取
得

し
た

も
の

で
あ

れ
ば

特
に

有
効

期
限

を
定

め
な

い
も

の
と

し
ま

す
。

※
学

内
で

実
施

さ
れ

る
団

体
試

験
（

T
O

E
IC

-I
P

, 
T

O
E

F
L
-I
T

P
）

の
ス

コ
ア

も
有

効
と

し
ま

す
。

※
 

「
（

英
語

学
・

英
文

学
・

英
米

文
化

・
英

語
会

話
・

英
語

作
文

）
Ⅰ

b・
Ⅱ

b
」

の
単

位
修

得
要

件
中

に
提

示
し

た
点

数
は

あ
く

ま
で

目
安

（
単

位
修

得
に

必
要

と
想

定
さ

れ
る

点
数

、
目

標
と

す
べ

き
点

数
）

で
あ

り
、

基
準

点
（

必
要

条
件

）
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

提
出

さ
れ

た
ス

コ
ア

を
参

考
に

し
た

う
え

で
成

績
評

価
が

な
さ

れ
ま

す
。

T
O

E
IC

（
L
&

R
）

5
8
0
点

以
上

6
3
0
点

以
上

7
3
0
点

以
上

8
2
0
点

以
上

T
O

E
F

L
-I
T

P
5
0
0
点

以
上

5
2
0
点

以
上

5
5
0
点

以
上

5
8
0
点

以
上

T
O

E
F

L（
iB

T
）

6
1
点

以
上

6
8
点

以
上

8
2
点

以
上

9
2
点

以
上

IE
L
T

S（
A

c
a
d
e
m

ic
）

5
.
0
以

上
5
.
5
以

上
6
.
0
以

上
6
.
5
以

上

【
提

出
方

法
】
　
〈

履
修

申
請

時
〉

　
　

　
　

　
　

 
 科

目
履

修
申

請
時

に
ス

コ
ア

を
証

明
す

る
箇

所
（

検
定

試
験

の
種

類
、

受
検

年
月

日
、

氏
名

、
ス

コ
ア

が
印

字
さ

れ
て

い
る

部
分

）
の

画
像

を
、

メ
ー

ル
に

添
付

し
て

履
修

科
目

と
と

も
に

送
付

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

　
 
送

付
先

ア
ド

レ
ス

　
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
M

L
E

）
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
、

詳
細

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
le

.o
s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/
）

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

　
　
〈

単
位

修
得

時
お

よ
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
時

〉
　

　
　

　
　

　
 
 表

中
の

提
出

期
限

ま
で

に
、

ス
コ

ア
を

証
明

す
る

箇
所

（
検

定
試

験
の

種
類

、
受

検
年

月
日

、
氏

名
、

ス
コ

ア
が

印
字

さ
れ

て
い

る
部

分
）

の
画

像
を

、
メ

ー
ル

に
添

付
し

て
送

付
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

　
　

 
送

付
先

ア
ド

レ
ス

　
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
M

L
E

）
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
、

詳
細

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
le

.o
s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/
）

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。
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外
国

語
学

部
【

イ
タ

リ
ア

語
・

イ
タ

リ
ア

文
化

学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

イ
タ

リ
ア

語
・

イ
タ

リ
ア

文
化

学

英
文

It
a
li
a
n
 a

n
d
 I
ta

li
a
n
 C

u
lt
u
re

 

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
イ

タ
リ

ア
語

・
イ

タ
リ

ア
文

化
学

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
イ

タ
リ

ア
語

の
よ

り
高

い
運

用
能

力
を

涵
養

す
る

と
と

も
に

、
イ

タ
リ

ア
語

圏
研

究
に

関
す

る
幅

広
い

知
識

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

イ
タ

リ
ア

語
の

運
用

能
力

に
関

し
て

、
中

級
レ

ベ
ル

の
能

力
を

有
す

る
。

②
 イ

タ
リ

ア
語

圏
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

外
国

語
学

部
が

開
講

す
る

授
業

科
目

の
内

、
兼

修
語

学
の

イ
タ

リ
ア

語
初

級
お

よ
び

イ
タ

リ
ア

語
中

級
（

1
単

位
の

実
習

科
目

）
、

お
よ

び
イ

タ
リ

ア
語

専
攻

の
専

攻
科

目
の

内
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。
ま

た
、

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
教

育
セ

ン
タ

ー
提

供
の

イ
タ

リ
ア

語
初

級
Ⅰ

．
Ⅱ

、
中

級
1

．
2

は
豊

中
開

講
と

な
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
イ

タ
リ

ア
語

を
修

得
し

て
将

来
国

際
舞

台
で

活
躍

す
る

こ
と

に
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
各

学
部

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
動

機
）

お
よ

び
成

績
な

ど
の

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。
応

募
者

に
は

必
要

に
応

じ
て

面
接

を
課

す
こ

と
が

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

1
0
15

47
イ

タ
リ

ア
語

初
級

a（
A

）
1

春
～

夏
2
.3

.
4

火
2

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

、
初

級
か

ら
2

単
位

以

上
を

選
択

必
修

。

春
～

夏
学

期
と

秋
～

冬
学

期
は

同
じ

ク
ラ

ス
を

履

修
す

る
こ

と
。

1
0
15

51
イ

タ
リ

ア
語

初
級

b（
A

）
1

秋
～

冬
2
.3

.
4

火
2

1
0
15

48
イ

タ
リ

ア
語

初
級

a（
B

）
1

春
～

夏
2
.3

.
4

水
2

1
0
15

52
イ

タ
リ

ア
語

初
級

b（
B

）
1

秋
～

冬
2
.3

.
4

水
2

1
0
15

49
イ

タ
リ

ア
語

初
級

a（
C

）
1

春
～

夏
2
.3

.
4

月
4

1
0
15

53
イ

タ
リ

ア
語

初
級

b（
C

）
1

秋
～

冬
2
.3

.
4

月
4

1
0
15

50
イ

タ
リ

ア
語

初
級

a（
D

）（
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2
.3

.
4

火
5

1
0
15

54
イ

タ
リ

ア
語

初
級

b（
D

）（
豊

中
開

講
）

1
秋

～
冬

2
.3

.
4

火
5

1
9
16

37
イ

タ
リ

ア
語

初
級

Ⅰ
（

豊
中

開
講

）
1

春
～

夏
2
.3

.
4

月
1

1
9
26

37
イ

タ
リ

ア
語

初
級

Ⅱ
（

豊
中

開
講

）
1

秋
～

冬
2
.3

.
4

月
1

1
0
15

43
イ

タ
リ

ア
語

中
級

a（
A

）
1

春
～

夏
2
.3

.
4

木
2

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

、
中

級
か

ら
2

単
位

以

上
を

選
択

必
修

。

春
～

夏
学

期
と

秋
～

冬
学

期
は

同
じ

ク
ラ

ス
を

履

修
す

る
こ

と
。

イ
タ

リ
ア

語
初

級
を

先
に

2
単

位
以

上
履

修
す

る

こ
と

。

1
0
15

45
イ

タ
リ

ア
語

中
級

b（
A

）
1

秋
～

冬
2
.3

.
4

木
2

1
0
15

44
イ

タ
リ

ア
語

中
級

a（
B

）
1

春
～

夏
2
.3

.
4

月
3

1
0
15

46
イ

タ
リ

ア
語

中
級

b（
B

）
1

秋
～

冬
2
.3

.
4

月
3

1
9
36

37
イ

タ
リ

ア
語

中
級

（
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2
.3

.
4

月
2

1
9
46

37
イ

タ
リ

ア
語

中
級

（
豊

中
開

講
）

1
秋

～
冬

2
.3

.
4

月
2

1
0
15

23
イ

タ
リ

ア
言

語
文

化
概

説
Ⅰ

a
2

春
～

夏
2
.3

.
4

金
2

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

、
4

単
位

以
上

を
選

択

必
修

す
る

こ
と

。

1
0
15

24
イ

タ
リ

ア
言

語
文

化
概

説
Ⅰ

b
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

金
2

1
0
15

25
イ

タ
リ

ア
言

語
文

化
概

説
Ⅱ

a
2

春
～

夏
2
.3

.
4

木
1

1
0
15

26
イ

タ
リ

ア
言

語
文

化
概

説
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

木
1

1
0
20

93
イ

タ
リ

ア
語

学
講

義
a

2
春

～
夏

3.
4

火
3

1
0
20

94
イ

タ
リ

ア
語

学
講

義
b

2
秋

～
冬

3.
4

火
3

1
0
21

03
イ

タ
リ

ア
文

学
講

義
a

2
春

～
夏

3.
4

月
1

1
0
21

04
イ

タ
リ

ア
文

学
講

義
b

2
秋

～
冬

3.
4

月
1

1
0
21

07
イ

タ
リ

ア
歴

史
講

義
a

2
春

～
夏

3.
4

水
5

1
0
21

08
イ

タ
リ

ア
歴

史
講

義
b

2
秋

～
冬

3.
4

水
5

1
0
20

99
イ

タ
リ

ア
社

会
講

義
a

2
春

～
夏

3.
4

月
2

1
0
21

00
イ

タ
リ

ア
社

会
講

義
b

2
秋

～
冬

3.
4

月
2

1
0
15

31
イ

タ
リ

ア
文

化
講

義
Ⅰ

a
2

春
～

夏
3.

4
木

4

1
0
15

32
イ

タ
リ

ア
文

化
講

義
Ⅰ

b
2

秋
～

冬
3.

4
木

4

1
0
15

33
イ

タ
リ

ア
文

化
講

義
Ⅱ

a
2

春
～

夏
3.

4
水

2

1
0
15

34
イ

タ
リ

ア
文

化
講

義
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
3.

4
水

2

1
0
15

35
イ

タ
リ

ア
文

化
講

義
Ⅲ

a
2

春
～

夏
3.

4
月

4

1
0
15

36
イ

タ
リ

ア
文

化
講

義
Ⅲ

b
2

秋
～

冬
3.

4
金

2

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※「
イ

タ
リ

ア
語

初
級

Ⅰ
、

Ⅱ
」
「

イ
タ

リ
ア

語
中

級
」

に
つ

い
て

は
、

文
学

部
の

学
生

は
、

卒
業

要
件

単
位

と
な

り
、

1
年

次
で

修
得

し
た

場
合

も
当

プ
ロ

グ

ラ
ム

の
修

了
要

件
と

し
て

認
め

ま
す

。

※
文

学
部

の
学

生
で

第
2

外
国

語
と

し
て

で
は

な
く

、
全

学
共

通
教

育
科

目
の

履
修

を
希

望
す

る
場

合
、

お
よ

び
人

間
科

学
部

、
法

学
部

、
経

済
学

部
の

学
生

で
全

学
共

通
教

育
科

目
と

し
て

履
修

を
希

望
す

る
場

合
は

、
事

前
に

申
し

込
み

が
必

要
で

、
認

め
ら

れ
た

場
合

は
履

修
出

来
ま

す
。

※
イ

タ
リ

ア
語

中
級

を
履

修
す

る
に

は
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
イ

タ
リ

ア
語

初
級

（
2

単
位

）
か

全
学

共
通

教
育

科
目

の
イ

タ
リ

ア
語

初
級

（
2

単
位

）
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

※
こ

の
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

20
2
4年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
、

開
講

日
時

、
科

目
等

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

10
1
64

3
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

a（
A

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
3

左
記

の
授

業
科

目
の

初
級

レ
ベ

ル
か

ら
2

単
位

以

上
を

選
択

必
修

す
る

こ
と

。

※
 春

夏
学

期
と

秋
冬

学
期

は
同

じ
ク

ラ
ス

を
履

修

す
る

こ
と

。

10
1
64

9
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

b（
A

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
3

10
1
64

4
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

a（
B

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

火
2

10
1
65

0
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

b（
B

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

火
2

10
1
64

5
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

a（
C

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

金
2

10
1
65

1
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

b（
C

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

金
2

10
1
64

6
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

a（
D

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

火
4

10
1
65

2
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

b（
D

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

火
4

10
1
64

7
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

a（
E

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
2

10
1
65

3
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

b（
E

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
2

10
1
64

8
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

a（
F

）（
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2.
3.

4
水

4

10
1
65

4
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

b（
F

）（
豊

中
開

講
）

1
秋

～
冬

2.
3.

4
水

4

19
1
62

9
※

①
②

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
Ⅰ

（
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2.
3.

4
月

1

19
2
62

9
※

①
②

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
Ⅱ

（
豊

中
開

講
）

1
秋

～
冬

2.
3.

4
月

1

10
1
63

3
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅰ

a（
A

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
4

左
記

の
授

業
科

目
の

中
級

Ⅰ
レ

ベ
ル

か
ら

2
単

位

以
上

を
選

択
必

修
。

※
 春

夏
学

期
と

秋
冬

学
期

は
同

じ
ク

ラ
ス

を
履

修

す
る

こ
と

。

10
1
63

6
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅰ

b（
A

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
4

10
1
63

4
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅰ

a（
B

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
3

10
1
63

7
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅰ

b（
B

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
3

10
1
63

9
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅱ

a（
A

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

水
5

左
記

の
授

業
科

目
の

中
級

Ⅱ
レ

ベ
ル

か
ら

2
単

位

を
選

択
必

修
。

※
 春

夏
学

期
と

秋
冬

学
期

は
同

じ
ク

ラ
ス

を
履

修

す
る

こ
と

。

10
1
64

1
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅱ

b（
A

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

水
5

10
1
64

0
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅱ

a（
B

）
1

春
～

夏
2.

3.
4

火
3

10
1
64

2
※

③
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅱ

b（
B

）
1

秋
～

冬
2.

3.
4

火
3

10
1
59

9
ス

ペ
イ

ン
歴

史
・

文
化

概
論

a
2

春
～

夏
2.

3.
4

火
1

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
6

単
位

以
上

を

選
択

必
修

。

10
1
60

0
ス

ペ
イ

ン
歴

史
・

文
化

概
論

b
2

秋
～

冬
2.

3.
4

水
4

10
1
60

1
ス

ペ
イ

ン
語

学
概

論
a

2
春

～
夏

2.
3.

4
火

1

10
1
60

2
ス

ペ
イ

ン
文

学
概

論
2

秋
～

冬
2.

3.
4

水
4

19
3
62

9
※

⑤
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

 （
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2.
3.

4
月

2

左
記

の
授

業
科

目
は

、
選

択
科

目
と

す
る

。
19

3
63

0
※

⑤
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

 （
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2.
3.

4
金

1

19
3
63

1
※

⑤
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

 （
豊

中
開

講
）

1
春

～
夏

2.
3.

4
月

2

19
4
63

1
※

⑤
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

 （
豊

中
開

講
）

1
秋

～
冬

2.
3.

4
月

2

合
計

12
単

位
以

上
で

修
了

留
意

事
項

※
①

 
「

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
Ⅰ

、
Ⅱ

」
に

つ
い

て
は

、
文

学
部

、
人

間
科

学
部

の
学

生
は

、
卒

業
要

件
単

位
と

な
り

、
1

年
次

で
修

得
し

た
場

合
も

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
要

件
と

し
て

認
め

ま
す

。

※
②

 
「

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
Ⅰ

、
Ⅱ

」
に

つ
い

て
は

、
文

学
部

、
人

間
科

学
部

の
学

生
で

第
2

外
国

語
と

し
て

で
は

な
く

、
全

学
共

通
教

育
科

目
の

履
修

を
希

望
す

る
場

合
、

お
よ

び
法

学
部

、
経

済
学

部
の

学
生

で
全

学
共

通
教

育
科

目
と

し
て

履
修

を
希

望
す

る
場

合
は

、
事

前
に

申
し

込
み

が
必

要
で

、
認

め
ら

れ
た

場
合

は
履

修
で

き
ま

す
。

※
③

 ス
ペ

イ
ン

語
中

級
を

履
修

す
る

に
は

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
（

2
単

位
）

か
全

学
共

通
教

育
科

目
の

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
Ⅰ

，
Ⅱ

（
2

単
位

）

を
修

得
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
す

。

※
④

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
Ⅰ

と
Ⅱ

は
ど

ち
ら

か
ら

履
修

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

※
構

成
科

目
は

2
02

4
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
、

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

※
⑤

 
「

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
」

に
つ

い
て

は
、

文
学

部
、

人
間

科
学

部
の

学
生

は
、

卒
業

要
件

単
位

と
な

り
、

1
年

次
ま

た
は

2
年

次
で

修
得

し
た

場
合

も
当

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

修
了

要
件

と
し

て
認

め
ま

す
。

外
国

語
学

部
【

ス
ペ

イ
ン

語
・

ス
ペ

イ
ン

文
化

学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ス
ペ

イ
ン

語
・

ス
ペ

イ
ン

文
化

学

英
文

S
p
a
n
is

h
 a

n
d
 S

p
a
n
is

h
 C

u
lt
u
re

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上

本
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
所

定
の

履
修

方
法

に
従

っ
て

1
2
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

ま
た

、
全

学
共

通
教

育
科

目
の

ス
ペ

イ
ン

語
初

級
の

単
位

を
修

得
し

て
い

る
者

に
は

、
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

を
免

除
し

ス
ペ

イ
ン

語
中

級
4

単
位

と
講

義
6

単
位

以
上

の
修

得
で

修
了

と
み

な
す

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
ス

ペ
イ

ン
語

・
ス

ペ
イ

ン
文

化
学

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
ス

ペ
イ

ン
語

の
よ

り
高

い
運

用
能

力
を

涵
養

す
る

と
と

も
に

、
ス

ペ
イ

ン
語

圏
研

究
に

関
す

る
幅

広
い

知
識

を
も

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

 ス
ペ

イ
ン

語
の

運
用

能
力

に
関

し
て

、
中

級
レ

ベ
ル

(C
E

F
R

/
A

2
も

し
く

は
B

1
相

当
)
の

能
力

を
有

す
る

。
②

 ス
ペ

イ
ン

語
圏

の
言

語
、

文
学

、
歴

史
に

つ
い

て
、

基
礎

的
な

知
識

を
幅

広
く

身
に

つ
け

、
異

文
化

を
正

し
く

理
解

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
授

業
科

目
の

内
、

兼
修

語
学

の
ス

ペ
イ

ン
語

初
級

お
よ

び
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

（
1

単
位

の
実

習
科

目
）
、

お
よ

び
ス

ペ
イ

ン
語

専
攻

の
専

攻
科

目
の

内
、

概
論

に
該

当
す

る
講

義
科

目
（

2
単

位
の

講
義

科
目

）
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
ス

ペ
イ

ン
語

を
修

得
し

て
将

来
国

際
舞

台
で

活
躍

す
る

こ
と

に
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
各

学
部

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
理

由
）

お
よ

び
成

績
な

ど
の

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

者
を

決
定

す
る

。
応

募
者

に
は

必
要

に
応

じ
て

面
接

を
課

す
こ

と
が

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
で

申
請

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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外
国

語
学

部
【

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

文
化

学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

文
化

学

英
文

P
o
rt

u
g
u
e
s
e
 l
a
n
g
u
a
g
e
 a

n
d
 L

u
s
o
-B

ra
z
il
ia

n
 c

u
lt
u
re

開
設

学
部

外
国

語
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
大

阪
大

学
の

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
・

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

化
学

に
関

す
る

専
門

教
育

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
の

よ
り

高
い

運
用

能
力

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
研

究
に

関
す

る
幅

広
い

知
識

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
運

用
能

力
に

関
し

て
、

中
級

レ
ベ

ル
の

能
力

を
有

す
る

。
②

 ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
の

言
語

、
文

学
、

歴
史

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
、

異
文

化
を

正
し

く
理

解
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
外

国
語

学
部

が
開

講
す

る
授

業
科

目
の

内
、

兼
修

語
学

の
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
初

級
お

よ
び

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

中
級

（
1

単
位

の
実

習
科

目
）
、

お
よ

び
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
専

攻
の

専
攻

科
目

の
内

、
概

論
に

該
当

す
る

講
義

科
目

（
2

単
位

の
講

義
科

目
）

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
を

修
得

し
て

将
来

国
際

舞
台

で
活

躍
す

る
こ

と
に

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。
募

集
人

員
は

各
学

部
若

干
名

で
、

履
修

申
請

書
（

志
望

動
機

）
お

よ
び

成
績

な
ど

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

応
募

者
に

は
必

要
に

応
じ

て
面

接
を

課
す

こ
と

が
あ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
K

O
A

N
の

掲
示

板
お

よ
び

M
L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。
履

修
申

請
は

メ
ー

ル
で

行
う

こ
と

。
※

 メ
ー

ル
申

請
が

出
来

な
い

場
合

に
限

り
、

外
国

語
学

部
豊

中
分

室
も

し
く

は
人

文
学

研
究

科
箕

面
事

務
部

M
L
E

担
当

に
提

出
す

る
こ

と
。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
　

　
考

必 修
選 必

選 択

1
0
17

26
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
初

級
a（

A
）（

豊
中

開
講

）
1

春
～

夏
1.

2.
3
.4

木
3

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
合

計
4

単
位

以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。

1
0
17

28
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
初

級
b（

A
）（

豊
中

開
講

）
1

秋
～

冬
1.

2.
3
.4

木
3

1
0
17

27
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
初

級
a（

B
）

1
春

～
夏

1.
2.

3
.4

月
4

1
0
17

29
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
初

級
b（

B
）

1
秋

～
冬

1.
2.

3
.4

月
4

1
0
16

65
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
1

（
A

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

月
3

1
0
17

38
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
1

（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

月
4

1
0
16

66
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
2

（
A

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

水
3

1
0
17

39
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
2

（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

20
24

不
開

講

1
0
16

67
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
3

（
A

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

月
4

1
0
16

68
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
3

（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

月
3

1
0
16

69
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
4

（
A

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

火
3

1
0
16

70
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
4

（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

火
4

1
0
16

71
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
5

（
A

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

金
3

1
0
16

72
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
5

（
B

）（
豊

中
開

講
）

2
通

年
1.

2.
3
.4

金
2

1
9
19

43
※

①
特

別
外

国
語

演
習

（
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
）

Ⅰ
（

豊
中

開
講

）
2

春
～

夏
2
.3

.
4

水
5

1
9
29

55
※

①
特

別
外

国
語

演
習

（
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
）

Ⅱ
（

豊
中

開
講

）
2

秋
～

冬
2
.3

.
4

月
5

1
0
17

30
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
中

級
a

1
春

～
夏

2
.3

.
4

月
3

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
2

単
位

以
上

を

修
得

す
る

こ
と

。
1
0
17

31
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
中

級
b

1
秋

～
冬

2
.3

.
4

月
3

1
0
16

92
※

②
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

文
化

概
論

a
2

春
～

夏
2
,3

,
4

月
4

文
化

概
論

a
b
、

語
学

概
論

a
b
、

文
学

概
論

a
b

か

ら
4

単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と
。

1
0
19

29
※

②
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

文
化

概
論

b
2

秋
～

冬
2
,3

,
4

月
4

1
0
16

93
※

②
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

語
学

概
論

a
2

春
～

夏
2
,3

,
4

火
4

1
0
16

94
※

②
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

語
学

概
論

b
2

秋
～

冬
2
,3

,
4

火
4

1
0B

6
9
5

※
②

（
地

域
系

科
目

）
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

文
学

概
論

a
2

春
～

夏
2
,3

,
4

水
2

1
0B

6
9
6

※
②

（
地

域
系

科
目

）
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
圏

文
学

概
論

b
2

秋
～

冬
2
,3

,
4

火
1

合
計

1
2単

位
以

上
で

修
了

※
①

 特
別

外
国

語
演

習
（

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

）
Ⅰ

、
Ⅱ

に
つ

い
て

は
、

文
、

人
、

法
の

学
生

は
卒

業
要

件
単

位
と

な
り

、
1

年
次

に
修

得
し

た
場

合
も

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
要

件
と

し
て

認
め

る
。

　
　

 特
別

外
国

語
演

習
（

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

）
Ⅱ

に
つ

い
て

は
、「

特
別

外
国

語
演

習
（

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

）
Ⅰ

」
を

履
修

し
た

学
生

、
あ

る
い

は
、

同
程

度
の

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

力
を

有
す

る
学

生
の

み
受

講
可

能
。

※
②

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
語

学
概

論
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

圏
文

学
概

論
に

つ
い

て
は

、
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
初

級
を

2
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る
者

の
み

履
修

を
認

め
る

。

※
こ

の
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

20
2
4年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
、

開
講

日
時

、
科

目
等

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期

（
4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

0
0
Z

0
02

世
界

の
中

の
ア

ジ
ア

史
2

春
～

夏
学

期
3
、4

年
木

3
①

左
記

の
「

必
修

科
目

」
1

科
目

2
単

位
を

修

得
す

る
こ

と
。

同
一

科
目

の
重

複
履

修
可

（
担

当
教

員
に

確
認

す
る

こ
と

）
。

2
単

位
を

超
え

て
修

得
し

た
場

合
は

、
超

過

し
た

単
位

を
「

選
択

必
修

科
目

」
の

単
位

と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

0
0
Z

0
03

世
界

の
中

の
ア

ジ
ア

史
2

秋
～

冬
学

期
3
、4

年
木

3
①

0
0
Z

0
01

グ
ロ

ー
バ

ル
フ

ィ
ロ

ソ
フ

ィ
ー

2
春

～
夏

学
期

2、
3、

4
年

水
1

②

左
記

の
「

選
択

必
修

科
目

」
の

う
ち

2
2単

位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

同
一

科
目

の
重

複
履

修
可

（
担

当
教

員
に

確
認

す
る

こ
と

）
。

0
0
Z

0
04

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
研

究
Ⅰ

2
不

開
講

3
、4

年
②

0
0
Z

0
05

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
研

究
Ⅱ

2
不

開
講

2、
3、

4
年

②

0
0
Z

0
06

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
研

究
Ⅲ

2
不

開
講

2、
3、

4
年

②

0
0
Z

0
14

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅰ
2

春
～

夏
学

期
2、

3、
4
年

月
5

③

0
0
Z

0
15

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅱ
2

秋
～

冬
学

期
3
、4

年
月

5
③

0
0
Z

0
16

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅲ
2

春
～

夏
学

期
3
、4

年
金

4
③

0
0
Z

0
17

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅳ
2

不
開

講
2、

3、
4
年

③

0
0
Z

0
18

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅴ
2

秋
～

冬
学

期
2、

3、
4
年

火
2

③

0
0
Z

0
08

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

2、
3、

4
年

火
4

③

0
0
Z

0
09

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

2、
3、

4
年

木
2

③

0
0
Z

0
31

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅲ

2
秋

～
冬

学
期

2、
3、

4
年

金
2

③

0
0
Z

0
32

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅲ

2
秋

～
冬

学
期

2、
3、

4
年

未
定

③

0
0
Z

0
20

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅳ

2
秋

～
冬

学
期

2、
3、

4
年

月
5

③

0
0
Z

0
10

ア
ジ

ア
の

芸
術

史
2

秋
～

冬
学

期
2、

3、
4
年

水
4

③

0
0
Z

0
21

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
Ⅰ

2
不

開
講

2、
3、

4
年

③

0
0
Z

0
22

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
Ⅱ

2
春

～
夏

学
期

2、
3、

4
年

金
2

③

0
0
Z

0
23

中
国

語
圏

文
学

Ⅰ
2

春
～

夏
学

期
2、

3、
4
年

火
5

③
④

0
0
Z

0
24

中
国

語
圏

文
学

Ⅱ
2

不
開

講
2、

3、
4
年

③
④

0
0
Z

0
25

中
国

語
圏

文
学

Ⅲ
2

秋
～

冬
学

期
2、

3、
4
年

金
5

③
④

0
0
Z

0
26

中
国

語
圏

文
学

Ⅳ
2

不
開

講
2、

3、
4
年

③
④

0
0
Z

0
27

中
国

語
圏

文
学

Ⅴ
2

不
開

講
2、

3、
4
年

③
④

0
0
Z

0
28

中
国

の
文

化
と

社
会

Ⅰ
2

不
開

講
3
、4

年
③

0
0
Z

0
29

中
国

の
文

化
と

社
会

Ⅱ
2

春
～

夏
学

期
3
、4

年
月

3
③

0
0
Z

0
30

中
国

の
文

化
と

社
会

Ⅲ
2

秋
～

冬
学

期
3
、4

年
月

3
③

合
計

24
単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

  
 構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
02

4年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

文
学

部
【

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）

英
文

H
u
m

a
n
it
ie

s（
G

lo
b
a
l 
A

s
ia

n
 S

tu
d
ie

s
）

開
設

学
部

文
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

・
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

2
4
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
2
4単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

学
部

学
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

外
国

語
学

部
外

国
語

学
科

の
学

生
に

対
し

て
、

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ア
ジ

ア
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

全
般

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

②
ア

ジ
ア

の
文

化
・

歴
史

・
思

想
を

研
究

す
る

た
め

の
方

法
を

習
得

し
て

い
る

。
③

ア
ジ

ア
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

の
個

別
主

題
に

つ
い

て
の

専
門

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

④
ア

ジ
ア

諸
言

語
の

高
度

な
運

用
能

力
を

習
得

し
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

・
「

グ
ロ

ー
バ

ル
フ

ィ
ロ

ソ
フ

ィ
ー

」「
世

界
の

中
の

ア
ジ

ア
史

」「
グ

ロ
ー

バ
ル

ア
ジ

ア
研

究
」「

広
域

ア
ジ

ア
史

」
「

ア
ジ

ア
の

思
想

史
」
「

ア
ジ

ア
の

芸
術

史
」
「

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
」
「

中
国

語
圏

文
学

」「
中

国
の

文
化

と
社

会
」

の
科

目
群

を
設

け
、

科
目

群
ご

と
に

1
～

5
の

科
目

を
配

置
す

る
。

・
豊

富
な

選
択

肢
の

な
か

か
ら

自
由

に
組

み
合

わ
せ

て
選

択
で

き
る

た
め

、
履

修
者

の
関

心
に

応
じ

て
、

一
般

性
（

地
域

横
断

的
な

知
と

分
野

横
断

的
な

知
）
（

上
記

①
に

対
応

）
、

専
門

性
（

上
記

③
に

対
応

）
の

い
ず

れ
に

も
焦

点
化

が
可

能
で

あ
る

。
・

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

の
養

成
の

た
め

、
文

献
講

読
も

開
講

す
る

（
上

記
④

に
対

応
）
。

・
上

記
②

に
つ

い
て

は
、

各
科

目
群

の
基

礎
的

な
科

目
を

も
っ

て
対

応
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件
募

集
人

員
は

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
理

由
）

及
び

成
績

等
の

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

者
を

決
定

す
る

。
希

望
者

多
数

の
場

合
は

、
面

接
を

課
す

こ
と

も
あ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
ア

ジ
ア

を
対

象
と

し
た

思
想

、
歴

史
、

文
学

、
芸

術
な

ど
の

人
文

学
に

つ
い

て
、

学
部

1
年

生
程

度
の

基
礎

知
識

を
有

し
て

い
る

こ
と

。

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
「

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
の

用
紙

は
、

K
O

A
N

の
掲

示
板

お
よ

び
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。

問
合

せ
先

人
文

学
研

究
科

豊
中

事
務

部
教

務
係

T
E

L
: 
0
6
-
6
8
5
0
-
5
0
8
5
/
5
0
8
4
　

F
A

X
: 
0
6
-
6
8
5
0
-
5
0
8
7

E
m

a
il
: 
ji
n
b
u
n
-k

y
o
u
m

u
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期

（
4学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

0
0Z

20
1

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
思

想
史

2
春

～
夏

学
期

2
,
3,

4年
木

2

左
記

の
「

必
修

科
目

」
2

科
目

4
単

位
を

修
得

す

る
こ

と
。

同
一

科
目

の
重

複
履

修
可

（
担

当
教

員
に

確
認

す

る
こ

と
）。

4
単

位
を

超
え

て
修

得
し

た
場

合
は

、
超

過
し

た

単
位

を
「

選
択

必
修

科
目

」
の

単
位

と
す

る
こ

と

が
で

き
る

。

①

0
0Z

20
2

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
芸

術
史

2
春

～
夏

学
期

2
,
3,

4年

0
0Z

20
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

I
2

春
～

夏
学

期

2
,
3,

4年

月
5

左
記

の
「

選
択

必
修

科
目

」
の

う
ち

か
ら

、
2
0単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

同
一

科
目

の
重

複
履

修
可

（
担

当
教

員
に

確
認

す

る
こ

と
）。

②
③

④

0
0Z

20
4

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

II
2

秋
～

冬
学

期
月

3

0
0Z

20
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

II
I

2
春

～
夏

学
期

水
3

0
0Z

20
6

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

IV
2

春
～

夏
学

期
月

4

0
0Z

20
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

V
2

秋
～

冬
学

期
水

3

0
0Z

20
8

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

V
I

2
秋

～
冬

学
期

月
5

0
0Z

20
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

I
2

不
開

講
3,

4
年

0
0Z

21
0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

I
2

不
開

講

0
0Z

21
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

II
2

秋
～

冬
学

期
2
,
3,

4年
木

2

0
0Z

21
2

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

II
I

2
春

～
夏

学
期

3,
4
年

木
3

0
0Z

21
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

II
I

2
秋

～
冬

学
期

木
3

0
0Z

21
6

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

I
2

春
～

夏
学

期

2
,
3,

4年

金
2

0
0Z

21
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

I
2

秋
～

冬
学

期
金

2

0
0Z

21
8

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

II
2

夏
集

中

0
0Z

21
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

II
I

2
春

～
夏

学
期

金
3

0
0Z

22
0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

IV
2

春
～

夏
学

期
木

4

0
0Z

22
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
2

春
～

夏
学

期
木

2

0
0Z

22
2

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
I

2
秋

～
冬

学
期

木
2

0
0Z

22
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II

2
春

～
夏

学
期

月
4

0
0Z

24
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II

2
秋

～
冬

学
期

未
定

0
0Z

23
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II
I

2
春

～
夏

学
期

木
3

0
0Z

22
4

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II
I

2
秋

～
冬

学
期

木
3

0
0Z

22
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

IX
2

春
～

夏
学

期
未

定

0
0Z

22
6

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
2

春
～

夏
学

期
未

定

0
0Z

22
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
2

秋
～

冬
学

期
未

定

0
0Z

22
8

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
I

2
春

～
夏

学
期

未
定

0
0Z

22
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
I

2
秋

～
冬

学
期

未
定

0
0Z

23
0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
II

2
春

～
夏

学
期

月
3

0
0Z

24
2

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
II
I

2
春

～
夏

学
期

木
4

0
0Z

24
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
II
I

2
秋

～
冬

学
期

木
4

0
0Z

23
2

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

I
2

春
～

夏
学

期
月

2

0
0Z

23
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

II
2

春
～

夏
学

期
火

1

0
0Z

23
4

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

II
I

2
秋

～
冬

学
期

未
定

0
0Z

23
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

IV
2

春
～

夏
学

期
水

3

0
0Z

24
0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

IV
2

秋
～

冬
学

期
水

2

0
0Z

23
6

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

I
2

春
～

夏
学

期
木

1

0
0Z

23
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

II
2

秋
～

冬
学

期
木

1

0
0Z

23
8

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

II
I

2
秋

～
冬

学
期

月
3

0
0Z

23
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

IV
2

不
開

講

合
計

2
4単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

  
 構

成
科

目
の

一
覧

は
、

20
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

文
学

部
【

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）

英
文

H
u
m

a
n
it
ie

s（
G

lo
b
a
l 
E

u
ro

 S
tu

d
ie

s
）

開
設

学
部

文
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

・
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

2
4
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
2
4単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

学
部

学
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

外
国

語
学

部
外

国
語

学
科

の
学

生
に

対
し

て
、

人
文

学
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

展
す

る
今

日
に

お
い

て
、

ひ
と

つ
の

国
や

地
域

に
関

す
る

専
門

的
知

識
を

も
ち

な
が

ら
、

そ
れ

を
含

む
広

い
領

域
に

関
す

る
複

数
の

学
問

分
野

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

は
、

ま
す

ま
す

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
古

代
か

ら
現

代
ま

で
の

あ
ら

ゆ
る

時
代

に
関

わ
る

思
想

、
歴

史
、

文
学

、
芸

術
な

ど
の

人
文

学
の

基
礎

知
識

、
理

論
、

方
法

論
を

学
び

、
幅

広
い

人
文

学
的

教
養

と
高

度
な

専
門

性
を

備
え

た
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

教
育

目
標

と
す

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

全
般

の
基

礎
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
②

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

を
研

究
す

る
た

め
の

方
法

を
習

得
し

て
い

る
。

③
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
文

化
・

歴
史

・
思

想
の

個
別

主
題

に
つ

い
て

専
門

的
な

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

④
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
言

語
の

高
度

な
運

用
能

力
を

習
得

し
て

い
る

。
＊

構
成

科
目

の
備

考
欄

①
～

④
と

対
応

し
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
以

下
の

科
目

群
を

配
置

し
、

系
統

的
履

修
を

促
す

。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

思
想

と
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

芸
術

に
関

す
る

概
説

講
義

を
必

修
科

目
と

し
（

①
）
、
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

」「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
歴

史
」「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

」「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
芸

術
」

な
ら

び
に

「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
現

代
」

と
い

う
5

つ
の

科
目

群
を

選
択

必
修

科
目

と
位

置
づ

け
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
履

修
者

の
関

心
に

応
じ

て
、

ひ
と

つ
の

学
問

分
野

に
お

い
て

地
域

横
断

的
な

知
見

を
得

る
（

②
）

と
と

も
に

、
ひ

と
つ

の
国

や
地

域
に

関
す

る
分

野
横

断
的

な
知

識
の

習
得

（
③

）
が

可
能

と
な

る
。

さ
ら

に
は

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

を
ア

ジ
ア

（
と

日
本

）
と

の
関

係
の

な
か

に
位

置
づ

け
る

科
目

も
配

し
、

世
界

全
体

か
ら

見
た

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

特
殊

性
へ

の
意

識
を

も
涵

養
す

る
。

ま
た

、
英

・
独

・
仏

語
の

文
献

講
読

授
業

や
、

ネ
イ

テ
ィ

ブ
教

員
に

よ
る

英
・

独
・

仏
語

の
授

業
も

組
み

込
み

、
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力
の

習
得

を
促

す
（

④
）
。

履
修

資
格

・
条

件

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

と
現

代
、

な
ら

び
に

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

・
歴

史
・

文
学

・
芸

術
に

関
心

が
あ

り
、

そ
れ

ら
の

領
域

に
関

わ
る

専
門

研
究

に
従

事
す

る
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
若

干
名

で
、

履
修

申
請

書
（

志
望

理
由

）
及

び
成

績
等

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
者

を
決

定
す

る
。

希
望

者
多

数
の

場
合

は
、

面
接

を
課

す
こ

と
も

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
英

語
に

加
え

て
、

ド
イ

ツ
語

、
フ

ラ
ン

ス
語

、
イ

タ
リ

ア
語

な
ど

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
言

語
の

少
な

く
と

も
一

言
語

に
関

す
る

基
礎

的
な

文
法

事
項

を
修

得
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
「

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
の

用
紙

は
、

K
O

A
N

の
掲

示
板

お
よ

び
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。

問
合

せ
先

人
文

学
研

究
科

豊
中

事
務

部
教

務
係

T
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0
6
-
6
8
5
0
-
5
0
8
7

E
m

a
il
: 
ji
n
b
u
n
-k

y
o
u
m

u
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p



－ 41 －

人
間

科
学

部
【

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）

英
文

H
u
m

a
n
  

S
c
ie

n
c
e
s（

E
c
o
lo

g
y
 o

f 
L
iv

in
g
 T

o
g
e
th

e
r）

開
設

学
部

人
間

科
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

2
4
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
2
4単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

学
部

学
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

外
国

語
学

部
外

国
語

学
科

の
学

生
に

対
し

て
、

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）
に

関
す

る
専

門
教

育
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

多
様

な
文

化
的

・
社

会
的

背
景

を
も

っ
た

人
々

が
国

内
外

で
出

会
う

状
況

が
生

ま
れ

て
い

る
こ

ん
に

ち
、

日
常

生
活

、
あ

る
い

は
、

災
害

や
紛

争
と

い
っ

た
状

況
下

に
お

い
て

、
共

生
を

模
索

し
、

そ
の

あ
り

方
を

問
う

て
い

く
こ

と
が

ま
す

ま
す

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
人

間
科

学
部

の
多

様
な

専
門

性
を

活
か

し
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

角
度

か
ら

共
生

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
、

共
生

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
得

た
方

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
複

眼
的

な
思

考
を

持
ち

、
人

々
の

多
様

性
を

理
解

で
き

る
。

②
 人

々
と

対
話

し
関

係
を

築
き

協
働

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
共

生
に

関
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
応

用
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
6

つ
の

科
目

群
を

配
置

し
、

共
生

に
つ

い
て

多
面

的
な

履
修

を
促

す
。

共
生

そ
の

も
の

を
テ

ー
マ

と
し

て
と

り
上

げ
る

授
業

と
、

共
生

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

を
扱

う
授

業
が

あ
る

。
◦

基
礎

科
目

群
　

人
間

科
学

部
で

学
ぶ

た
め

の
基

礎
的

な
科

目
群

◦
行

動
学

科
目

群
　

心
理

学
、

行
動

学
、

死
生

学
な

ど
に

関
わ

る
科

目
群

◦
社

会
学

科
目

群
　

社
会

学
、

文
化

人
類

学
、

福
祉

、
思

想
な

ど
に

関
わ

る
科

目
群

◦
教

育
学

科
目

群
　

教
育

学
の

理
論

と
教

育
現

場
に

関
わ

る
科

目
群

◦
共

生
学

科
目

群
　

共
生

そ
の

も
の

を
考

え
る

科
目

群
◦

G
3
0
科

目
群

　
英

語
に

よ
る

科
目

群

履
修

資
格

・
条

件
募

集
人

員
は

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
理

由
）

及
び

成
績

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

者
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
前

提
知

識
は

不
要

。

履
修

申
請

本
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
履

修
を

希
望

す
る

者
は

、
所

定
の

期
日

ま
で

に
、

人
間

科
学

部
教

務
係

へ
、

「
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

申
請

書
」

お
よ

び
大

阪
大

学
の

「
成

績
証

明
書

」
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
「

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
の

用
紙

は
、

K
O

A
N

の
掲

示
板

お
よ

び
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
ま

す
。

問
合

せ
先

人
間

科
学

研
究

科
教

務
係

T
E

L
: 
0
6
-
6
8
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8
0
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A
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0
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

0
1
06

67
人

間
科

学
概

論
2

春
～

夏
学

期
2年

次
春

学
期

以
降

月
・

4
①

②
③

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
2

科
目

4
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
1
07

29
行

動
学

概
論

（
心

理
学

概
論

）
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

月
・

4
①

②
③

0
1
06

69
社

会
学

概
論

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
水

・
2

①
②

③

0
1
06

70
教

育
学

概
論

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
火

・
5

①
②

③

0
1
06

71
共

生
学

概
論

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
火

・
2

①
②

③

〈
行

動
学

科
目

〉

0
1
07

34
臨

床
死

生
学

・
老

年
行

動
学

（
福

祉
心

理
学

）
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

木
・

2
①

②
③

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
2

科
目

4
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
1
06

63
人

間
環

境
論

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
木

・
3

①
②

③

0
1
06

64
生

活
環

境
論

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
月

・
4

①
②

③

0
1
07

40
発

達
臨

床
心

理
学

（
障

害
者

・
障

害
児

心
理

学
）

2
不

開
講

2年
次

秋
学

期
以

降
①

②
③

0
1
02

64
集

団
力

学
2

春
～

夏
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

水
・

2
①

②
③

0
1
06

02
霊

長
類

心
理

学
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

月
・

3
①

②
③

〈
社

会
学

科
目

〉

0
1
07

70
日

本
の

現
代

思
想

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
火

・
3

①
②

③

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
2

科
目

4
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
1
05

56
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

文
化

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
水

・
4

①
②

③

0
1
03

78
比

較
社

会
学

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
火

・
2

①
②

③

0
1
01

70
現

代
社

会
学

2
不

開
講

2年
次

秋
学

期
以

降
火

・
4，

火
・

5
①

②
③

〈
教

育
学

科
目

〉

0
1
06

23
比

較
教

育
制

度
学

2
夏

学
期

（
集

中
C

）
2年

次
秋

学
期

以
降

他
①

②
③

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
2

科
目

4
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
1
00

36
外

国
教

育
史

2
不

開
講

2年
次

秋
学

期
以

降
①

②
③

0
1
06

54
人

権
教

育
論

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
木

・
3

①
②

③

0
1
04

97
生

涯
教

育
学

2
不

開
講

2年
次

秋
学

期
以

降
①

②
③

0
1
07

86
シ

テ
ィ

ズ
ン

シ
ッ

プ
と

教
育

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
未

定
①

②
③

0
1
07

52
臨

床
心

理
学

概
論

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
金

・
2

①
②

③

0
1
07

53
心

理
学

的
支

援
法

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
火

・
2

①
②

③

0
1
06

48
教

育
哲

学
2

春
～

夏
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

木
・

2
①

②
③

〈
共

生
学

科
目

〉

0
1
06

84
共

生
の

人
間

学
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
金

・
1

①
②

③

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
3

科
目

6
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
1
06

85
共

生
の

人
間

学
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
木

・
2

①
②

③

0
1
08

03
福

祉
社

会
論

2
秋

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
月

・
1，

月
・

2
①

②
③

0
1
06

88
共

生
社

会
論

Ⅰ
2

春
～

夏
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

火
・

5
①

②
③

0
1
06

90
共

生
社

会
論

Ⅲ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

火
・

5
①

②
③

0
1
06

93
共

生
行

動
論

Ⅰ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

火
・

2
①

②
③

0
1
06

94
共

生
行

動
論

Ⅱ
2

春
～

夏
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

火
・

2
①

②
③

0
1
06

97
共

生
教

育
論

Ⅰ
2

春
～

夏
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

水
・

1
①

②
③

0
1
06

98
共

生
教

育
論

Ⅱ
2

不
開

講
2年

次
秋

学
期

以
降

①
②

③

0
1
07

02
国

際
協

力
学

Ⅱ
2

不
開

講
2年

次
秋

学
期

以
降

①
②

③

0
1
07

05
多

文
化

共
生

学
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

2年
次

秋
学

期
以

降
木

・
2

①
②

③

0
1
07

10
地

域
創

生
論

Ⅱ
2

不
開

講
2年

次
秋

学
期

以
降

①
②

③

0
1
07

13
コ

ン
フ

リ
ク

ト
と

共
生

Ⅰ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

水
・

3
①

②
③

0
1
07

14
コ

ン
フ

リ
ク

ト
と

共
生

Ⅱ
2

春
～

夏
学

期
2年

次
秋

学
期

以
降

水
・

3
①

②
③

〈
G

3
0科

目
〉

Z
26

02
1

Is
s
u
e
s
 i
n
 G

e
ro

n
to

lo
g
y

2
春

～
夏

学
期

3年
次

春
学

期
以

降
木

・
3

①
②

③

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
1

科
目

2
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

※
 

「
G

lo
b
a
l 

H
e
a
lt
h
 a

n
d
 E

d
u
c
a
ti
o
n
」

と
「

G
e
n
d
e
r 

a
n
d
 E

d
u
c
a
ti
o
n
」

は
、

交
互

に
隔

年
開

講
す

る
。

Z
26

0
68

G
lo

ba
l 
H

ea
lth

 a
nd

 E
du

ca
ti
on

 ※
備

考
2

秋
～

冬
学

期
3年

次
春

学
期

以
降

火
・

2
①

②
③

Z
26

0
02

G
e
n
d
e
r 

a
n
d
 E

d
u
c
a
ti
o
n

2
不

開
講

3年
次

春
学

期
以

降
①

②
③

Z
26

0
08

G
e
n
d
e
r 

a
n
d
 D

e
v
e
lo

p
m

e
n
t

2
不

開
講

3年
次

秋
学

期
以

降
木

・
4

①
②

③

Z
26

0
67

S
oc

ia
l S

ci
en

ce
 J

ap
an

es
e 

Te
xt

s 
R

ea
di

ng
2

秋
～

冬
学

期
3年

次
秋

学
期

以
降

火
・

2
①

②
③

Z
26

0
24

P
sy

c
h
o
lo

g
y
 o

f 
A

g
in

g
2

秋
～

冬
学

期
3年

次
秋

学
期

以
降

水
・

1
①

②
③

合
計

2
4単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
2

　
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

20
2
4年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
、

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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法
学

部
【

法
学

・
政

治
学

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

法
学

・
政

治
学

英
文

L
a
w

 a
n
d
 P

o
li
ti
c
s

開
設

学
部

法
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

2
4
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
2
4単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

学
部

学
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

外
国

語
学

部
外

国
語

学
科

の
学

生
に

対
し

て
、

法
学

・
政

治
学

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

学
生

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
法

学
・

政
治

学
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

②
法

学
・

政
治

学
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
法

学
・

政
治

学
を

応
用

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
2
4
単

位
以

上
の

修
得

に
よ

っ
て

法
学

・
政

治
学

の
中

心
部

分
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。
履

修
者

に
は

外
国

語
に

よ
る

法
学

の
学

習
機

会
も

提
供

す
る

。
学

習
に

必
要

な
ス

キ
ル

を
学

ぶ
た

め
、〈

法
学

系
基

本
科

目
〉
、〈

国
際

法
系

科
目

〉
、〈

政
治

学
系

基
本

科
目

〉
、〈

外
国

語
に

よ
る

授
業

科
目

〉
な

ど
の

選
択

必
修

科
目

（
1
0
単

位
以

上
）

が
設

定
さ

れ
、

修
得

し
た

能
力

を
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
た

め
、
〈

法
学

系
〉
、
〈

政
治

学
系

〉
な

ど
の

選
択

科
目

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。
選

択
必

修
要

件
以

外
の

1
4
単

位
（

以
上

）
は

、
選

択
必

修
科

目
、

選
択

科
目

を
問

わ
ず

、
科

目
表

中
の

ど
の

科
目

の
履

修
に

よ
っ

て
も

満
た

す
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、
〈

国
際

法
系

科
目

〉
と

〈
外

国
語

に
よ

る
授

業
科

目
〉

だ
け

で
2
4
単

位
以

上
を

と
っ

て
も

修
了

要
件

を
満

た
す

こ
と

に
は

な
ら

な
い

。

履
修

資
格

・
条

件

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

み
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
上

で
不

可
欠

な
、

法
学

・
政

治
学

の
専

門
的

な
知

識
の

中
核

と
な

る
部

分
を

獲
得

し
、

法
学

・
政

治
学

の
領

域
に

か
か

わ
る

外
国

語
能

力
を

高
め

る
よ

う
と

い
う

意
欲

の
あ

る
学

生
を

歓
迎

す
る

。
募

集
人

員
は

、
若

干
名

。
履

修
希

望
者

多
数

の
場

合
は

、
入

学
以

降
の

成
績

（
G

P
A

）
及

び
履

修
申

請
書

（
志

望
理

由
）

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
者

を
決

定
す

る
。

前
提

知
識

の
目

安
法

学
・

政
治

学
に

関
す

る
大

学
初

等
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

履
修

申
請

下
記

問
合

せ
先

の
法

学
部

教
務

係
宛

に
メ

ー
ル

に
て

申
請

す
る

こ
と

。

問
合

せ
先

法
学

部
教

務
係

E
-m

a
il
: 
h
o
u
k
o
u
-h

o
u
g
a
k
u
k
y
o
u
m

u
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

〈
法

学
系

基
本

科
目

〉

左
記

の
選

択
必

修
科

目
の

う
ち

か
ら

、
1
0単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
2
60

01
法

学
の

基
礎

2
春

～
夏

1
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
63

10
憲

法
1

4
秋

～
冬

1
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

09
憲

法
2

4
春

～
夏

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

10
行

政
法

1
2

春
～

夏
2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

11
行

政
法

2
2

秋
～

冬
2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
63

11
民

法
1

4
秋

～
冬

1
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

23
民

法
2

4
春

～
夏

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

56
民

法
3

4
秋

～
冬

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

〈
国

際
法

系
〉

0
2
02

20
国

際
法

1
2

春
～

夏
2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

21
国

際
法

2
2

秋
～

冬
2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
03

01
国

際
法

3
2

春
～

夏
3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

47
国

際
経

済
法

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
03

02
国

際
取

引
法

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

〈
政

治
学

系
基

本
科

目
〉

0
2
60

04
政

治
学

の
基

礎
2

春
～

夏
1
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
60

05
国

際
関

係
論

入
門

2
秋

～
冬

1
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

63
政

治
学

原
論

4
春

～
夏

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

34
西

洋
政

治
思

想
史

4
秋

～
冬

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

69
日

本
政

治
史

4
秋

～
冬

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

〈
外

国
語

に
よ

る
授

業
科

目
〉

0
2
06

86
特

別
講

義
（

In
to

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

La
w

）
2

春
～

夏
3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
06

85
特

別
講

義
（

In
tro

du
ct

io
n 

to
 C

om
pa

ra
tiv

e 
La

w
）

2
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
06

88
特

別
講

義
（

P
ri
va

te
 L

a
w

 i
n
 J

a
p
a
n
）

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
06

89
特

別
講

義
（

In
tro

du
ct

io
n 

to
 C

om
m

on
 L

aw
）

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
06

43
特

別
講

義
（

日
本

法
に

お
け

る
公

法
と

私
法

の
争

点
）

2
（

不
開

講
）

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

〈
法

学
系

〉

0
2
02

12
行

政
法

3
2

春
～

夏
3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

13
行

政
法

4
2

秋
～

冬
3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

18
刑

法
1

4
春

～
夏

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

19
刑

法
2

4
秋

～
冬

2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

21
刑

事
訴

訟
法

4
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

25
民

法
4

2
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

57
商

法
1

（
会

社
法

）
4

秋
～

冬
2
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

58
商

法
2

（
総

則
・

商
行

為
）

2
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

34
民

事
訴

訟
法

4
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

32
経

済
法

2
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
01

11
労

働
法

4
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

31
国

際
私

法
2

春
～

夏
3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
63

01
国

際
環

境
法

2
不

開
講

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
63

02
国

際
人

権
法

2
不

開
講

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
03

23
中

国
法

4
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

96
日

本
の

法
制

度
2

春
～

夏
1
年

次
以

降

留学
生対

象・
大学

院同
時開

講
時

間
割

参
照

〈
政

治
学

系
〉

02
00

64
政

治
過

程
論

4
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

68
西

洋
政

治
史

4
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
00

73
行

政
学

4
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

36
地

方
行

政
論

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
02

37
比

較
政

治
4

秋
～

冬
3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

01
外

交
政

策
論

2
春

～
夏

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

03
平

和
学

2
（

不
開

講
）

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

04
現

代
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

政
治

2
（

不
開

講
）

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

05
国

際
行

動
論

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

0
2
64

06
国

際
機

構
論

2
秋

～
冬

3
年

次
以

降
時

間
割

参
照

合
計

2
4単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
0
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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経
済

学
部

【
経

済
学

・
経

営
学

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

経
済

学
・

経
営

学

英
文

E
c
o
n
o
m

ic
s
 a

n
d
 B

u
s
in

e
s
s
 A

d
m

in
is

tr
a
ti
o
n

開
設

学
部

経
済

学
部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

2
4
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
24

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
外

国
語

学
部

外
国

語
学

科
の

学
生

に
対

し
て

、
経

済
学

・
経

営
学

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
経

済
学

・
経

営
学

の
基

礎
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

②
経

済
学

・
経

営
学

の
理

論
を

現
実

の
経

済
・

経
営

問
題

に
応

用
で

き
る

。
③

現
実

の
経

済
・

経
営

問
題

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

持
ち

、
論

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
全

学
共

通
教

育
科

目
・

基
盤

教
養

教
育

科
目

の
「

マ
ク

ロ
経

済
学

の
考

え
方

」
お

よ
び

「
ミ

ク
ロ

経
済

学
の

考
え

方
」

の
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
専

門
教

育
科

目
か

ら
2
4
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

を
要

件
と

し
ま

す
。

そ
の

際
に

は
、

経
済

学
部

の
正

規
学

生
と

同
様

に
、

基
礎

的
な

科
目

群
（
「

マ
ク

ロ
経

済
」
「

ミ
ク

ロ
経

済
」
「

経
済

史
」
「

経
営

計
算

シ
ス

テ
ム

」
「

統
計

」
）

か
ら

3
科

目
1
2
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

を
必

修
と

し
ま

す
（

選
択

必
修

科
目

）
。

こ
れ

に
よ

り
、

経
済

学
・

経
営

学
の

基
本

的
な

考
え

方
を

身
に

付
け

ま
す

。
加

え
て

、
そ

の
他

の
関

連
科

目
（

選
択

科
目

）
か

ら
1
2
単

位
、

合
計

2
4
単

位
以

上
を

履
修

す
る

こ
と

で
、

応
用

力
も

涵
養

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
募

集
人

員
は

若
干

名
と

し
ま

す
。

履
修

申
請

書
（

志
望

理
由

）
及

び
成

績
等

の
審

査
の

結
果

を
総

合
し

て
選

考
し

、
履

修
者

を
決

定
し

ま
す

。
応

募
者

多
数

の
場

合
は

、
面

接
を

課
す

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

選
考

面
接

の
日

時
等

に
つ

い
て

は
、

別
途

連
絡

し
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安

全
学

共
通

教
育

科
目

・
基

盤
教

養
教

育
科

目
の

「
マ

ク
ロ

経
済

学
の

考
え

方
」

お
よ

び
「

ミ
ク

ロ
経

済
学

の
考

え
方

」
の

知
識

を
前

提
と

し
ま

す
。

な
お

、
全

学
共

通
教

育
科

目
・

専
門

基
礎

教
育

科
目

の
「

解
析

学
入

門
」

お
よ

び
「

線
形

代
数

学
入

門
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

で
す

。

履
修

申
請

本
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
履

修
を

希
望

す
る

者
は

、
所

定
の

期
日

ま
で

に
、

経
済

学
部

教
務

係
へ

、
「

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
お

よ
び

大
阪

大
学

の
「

成
績

証
明

書
」

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

「
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

申
請

書
」

の
用

紙
は

、
K

O
A

N
の

掲
示

板
お

よ
び

M
L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
ま

す
。

問
合

せ
先

経
済

学
研

究
科

 教
務

係
E

-m
a
il
: 
o
u
e
c
o
n
-k

y
o
u
m

u
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必
修

選
必

選
択

〈
選

択
必

修
科

目
〉

03
01

01
マ

ク
ロ

経
済

4
春

～
夏

2,
3
,4

年
火

1
,金

3

左
記

の
授

業
科

目
の

う
ち

か
ら

、
3

科
目

1
2
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。

0
3
01

02
ミ

ク
ロ

経
済

4
秋

～
冬

1
,2

,3
,
4年

月
2
,水

3

0
3
01

03
経

済
史

4
春

～
夏

2,
3,

4
年

水
4
,金

2

0
3
01

06
経

営
計

算
シ

ス
テ

ム
4

秋
～

冬
1
,2

,3
,
4年

月
4
,水

2

0
3
01

05
統

計
4

春
～

夏
2,

3,
4
年

月
2
,水

3

〈
選

択
科

目
〉

0
3
02

01
財

政
4

秋
～

冬
2,

3,
4
年

火
1
,木

2

0
3
02

02
金

融
4

秋
～

冬
2,

3,
4
年

金
1
,金

2

0
3
02

03
国

際
経

済
4

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

05
労

働
経

済
4

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

75
経

済
学

史
4

秋
～

冬
2,

3,
4
年

月
2
,水

3

0
3
02

06
応

用
ミ

ク
ロ

経
済

4
2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

08
経

済
発

展
4

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

09
公

共
経

済
4

秋
～

冬
2,

3,
4
年

水
1
,金

3

0
3
02

10
計

量
経

済
4

秋
～

冬
2,

3,
4
年

火
1
,木

2

0
3
02

16
日

本
経

済
史

1
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

17
日

本
経

済
史

2
2

秋
～

冬
2,

3,
4
年

水
3

0
3
02

18
西

洋
経

済
史

1
2

秋
～

冬
2,

3,
4
年

金
2

0
3
02

19
西

洋
経

済
史

2
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

23
経

営
管

理
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

24
組

織
論

2
秋

～
冬

2,
3,

4
年

火
3

0
3
02

71
経

営
戦

略
2

秋
～

冬
2,

3,
4
年

水
4

0
3
02

72
財

務
会

計
4

秋
～

冬
2,

3,
4
年

月
1
,水

4

0
3
02

15
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
4

春
～

夏
3
,4

年
火

4
,木

1

0
3
02

25
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

1
2

秋
～

冬
2,

3,
4
年

水
2

0
3
02

26
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

2
2

春
～

夏
3
,4

年
火

2

0
3
02

73
経

営
科

学
基

礎
2

秋
～

冬
2,

3,
4
年

金
3

0
3
02

74
応

用
経

営
科

学
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

32
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

21
経

営
史

1
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
02

22
経

営
史

2
2

秋
～

冬
2,

3,
4
年

木
2

0
3
03

04
数

理
経

済
2

秋
～

冬
3
,4

年
火

4

0
3
03

44
技

術
経

営
2

秋
～

冬
3
,4

年
月

2

0
3
03

06
管

理
会

計
2
02

4年
度

不
開

講

0
3
03

45
企

業
金

融
2

2
02

4年
度

不
開

講

0
3
03

22
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

2
秋

～
冬

3
,4

年
火

1

0
3
03

21
経

済
地

理
2

秋
～

冬
3
,4

年
木

1

0
3
03

46
上

級
マ

ク
ロ

経
済

1
2

春
～

夏
3
,4

年
火

1

0
3
03

47
上

級
マ

ク
ロ

経
済

2
2

秋
～

冬
3
,4

年
火

4

0
3
03

48
上

級
ミ

ク
ロ

経
済

1
2

春
～

夏
3
,4

年
木

1

0
3
03

49
上

級
ミ

ク
ロ

経
済

2
2

秋
～

冬
3
,4

年
火

2

0
3
03

50
上

級
計

量
経

済
1

2
春

～
夏

3
,4

年
火

2

0
3
03

51
上

級
計

量
経

済
2

2
秋

～
冬

3
,4

年
月

3

0
3
03

09
上

級
統

計
2

春
～

夏
3
,4

年
火

4

各
論

2
又

は
4

特
殊

講
義

2
又

は
4

合
計

2
4
単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
0
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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理
学

部
【

理
学

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

理
学

英
文

S
C

IE
N

C
E

開
設

学
部

理
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

学
部

学
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

外
国

語
学

部
外

国
語

学
科

の
学

生
に

対
し

て
、

理
学

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

学
生

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
理

学
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
②

 理
学

の
基

礎
に

つ
い

て
自

ら
調

査
し

、
資

料
を

作
成

し
、

そ
れ

を
も

と
に

議
論

、
発

表
等

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
が

獲
得

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
1
2
単

位
以

上
の

修
得

に
よ

っ
て

理
学

の
基

礎
部

分
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。
豊

富
な

選
択

肢
の

中
か

ら
自

由
に

組
み

合
わ

せ
て

選
択

で
き

る
。

履
修

者
の

関
心

に
応

じ
て

、
・

物
理

学
科

・
化

学
科

・
生

物
科

学
科

・
理

学
部

の
4

つ
の

学
科

目
事

に
分

類
し

て
い

る
。

合
計

1
2
単

位
以

上
を

履
修

す
る

こ
と

で
、

基
礎

力
を

涵
養

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

み
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
上

で
不

可
欠

な
、

理
学

の
基

礎
教

養
と

な
る

部
分

を
獲

得
し

、
理

学
の

領
域

に
か

か
わ

る
外

国
語

能
力

を
高

め
る

よ
う

と
い

う
意

欲
の

あ
る

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
、

若
干

名
。

履
修

希
望

者
多

数
の

場
合

は
、

入
学

以
降

の
成

績
（

G
P

A
）

及
び

履
修

申
請

書
（

志
望

理
由

）
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

者
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
理

学
に

関
す

る
大

学
初

等
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

履
修

申
請

「
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

申
請

書
」

の
用

紙
は

、
K

O
A

N
の

掲
示

板
お

よ
び

M
L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。

問
合

せ
先

理
学

研
究

科
教

務
係

：
ri
-g

a
k
u
m

u
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

M
L
E

事
務

局
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

la
n
g
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

〈
物

理
学

科
〉

04
05

24
宇

宙
地

球
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
1

1
春

学
期

集
中

2
年

次
以

上
春

学
期

集
中

04
05

25
宇

宙
地

球
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
2

1
秋

学
期

集
中

2
年

次
以

上
秋

学
期

集
中

04
04

21
地

球
惑

星
物

質
学

 
2

春
夏

学
期

2
年

次
以

上
金

2

04
02

50
惑

星
科

学
概

論
2

春
夏

学
期

3
年

次
以

上
水

2

04
04

19
宇

宙
物

理
学

2
秋

冬
学

期
3
年

次
以

上
月

3

04
04

44
地

球
科

学
概

論
 

2
秋

冬
学

期
2
年

次
以

上
木

4

04
05

48
熱

物
理

学
 

2
秋

冬
学

期
2
年

次
以

上
水

1

04
05

64
物

理
実

験
学

2
秋

冬
学

期
2
年

次
以

上
水

3

04
06

16
現

代
物

理
学

入
門

 
2

秋
冬

学
期

1
年

次
以

上
水

2

04
02

58
生

物
物

理
学

概
論

2
春

夏
学

期
2
年

次
以

上
月

5

04
05

74
先

端
物

理
学

・
宇

宙
地

球
科

学
輪

講
2

秋
冬

学
期

3
年

次
以

上
金

4

〈
化

学
科

〉

04
05

29
化

学
発

展
セ

ミ
ナ

ー
1

春
夏

学
期

2
年

次
以

上
水

1

04
05

30
化

学
へ

の
道

程
と

私
た

ち
1

秋
冬

学
期

3
年

次
以

上
月

4
,火

6
,

木
6,

金
6

〈
生

物
科

学
科

〉

04
02

93
生

物
学

特
別

講
義

A
1

春
学

期
集

中
3
年

次
以

上
春

学
期

集
中

偶
数

年
度

開
講

集
中

講
義

他
部

局
学

生
の

受
入

可
能

人
数

は
5

名

04
02

94
生

物
学

特
別

講
義

B
1

春
学

期
集

中
3
年

次
以

上
春

学
期

集
中

生
物

学
特

別
講

義
C

1

生
物

学
特

別
講

義
D

1

04
02

97
生

物
学

特
別

講
義

E
1

春
学

期
集

中
3
年

次
以

上
春

学
期

集
中

奇
数

年
度

開
講

集
中

講
義

他
部

局
学

生
の

受
入

可
能

人
数

は
5

名

04
02

98
生

物
学

特
別

講
義

F
1

春
学

期
集

中
3
年

次
以

上
春

学
期

集
中

生
物

学
特

別
講

義
G

1

生
物

学
特

別
講

義
H

1

04
00

46
系

統
進

化
学

2
秋

冬
学

期
1
年

次
以

上
月

4
他

部
局

学
生

の
受

入
可

能
人

数
は

5
名

〈
理

学
部

〉

04
05

91
科

学
技

術
論

Ａ
1

1
春

学
期

3
年

次
以

上
木

5
隔

年
開

講
（

基
礎

工
と

共
同

開
講

）

04
05

92
科

学
技

術
論

Ａ
2

1
夏

学
期

3
年

次
以

上
木

5
隔

年
開

講
（

基
礎

工
と

共
同

開
講

）

04
05

93
科

学
技

術
論

Ｂ
1

1
春

学
期

3
年

次
以

上
木

5
隔

年
開

講
（

基
礎

工
と

共
同

開
講

）

04
05

94
科

学
技

術
論

Ｂ
2

1
夏

学
期

3
年

次
以

上
木

5
隔

年
開

講
（

基
礎

工
と

共
同

開
講

）

04
04

54
科

学
英

語
基

礎
1

春
夏

学
期

3
年

次
以

上
月

5

04
95

89
科

学
英

語
基

礎
1

秋
冬

学
期

2
年

次
以

上
月

5

04
05

99
将

来
展

望
特

論
Ａ

※
0.

5
秋

学
期

集
中

2
年

次
以

上
木

3
隔

年
開

講

04
06

24
将

来
展

望
特

論
Ｂ

※
0.

5
秋

学
期

集
中

2
年

次
以

上
木

3
隔

年
開

講

合
計

1
2
単

位
で

修
了

※
将

来
展

望
特

論
A

及
び

将
来

展
望

特
論

B
は

「
積

重
ね

科
目

」
と

な
り

ま
す

。
授

業
概

要
等

に
は

数
字

を
省

略
し

た
科

目
名

で
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
修

得
成

績
は

単
位

を
修

得
し

た
順

に
「

将
来

展
望

特
論

A
1

、
A

2
」
「

将
来

展
望

特
論

B
1

、
B

2
」

と
自

動
的

に
数

字
が

付
番

さ
れ

ま
す

。

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

20
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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工
学

部
【

工
学

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

工
学

英
文

E
N

G
IN

E
E

R
IN

G

開
設

学
部

工
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
外

国
語

学
部

外
国

語
学

科
の

学
生

に
対

し
て

、
工

学
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

学
生

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
工

学
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
②

 工
学

の
基

礎
を

も
と

に
、

自
ら

調
査

し
資

料
を

作
成

で
き

る
能

力
、

議
論

、
発

表
等

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

獲
得

し
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

工
学

部
（

応
用

自
然

科
学

科
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

科
、

地
球

総
合

工
学

科
、

学
科

共
通

）
が

開
講

す
る

科
目

よ
り

1
2
単

位
を

提
供

し
、

工
学

に
つ

い
て

幅
広

い
知

識
の

習
得

を
促

す
。

履
修

資
格

・
条

件

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

み
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
上

で
不

可
欠

な
、

工
学

の
専

門
的

な
知

識
の

基
礎

と
な

る
部

分
を

獲
得

し
、

工
学

の
領

域
に

か
か

わ
る

外
国

語
能

力
を

高
め

よ
う

と
い

う
意

欲
の

あ
る

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
、

若
干

名
。

履
修

希
望

者
多

数
の

場
合

は
、

選
考

の
う

え
、

履
修

者
が

決
定

さ
れ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
工

学
に

関
す

る
大

学
初

等
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
「

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
の

用
紙

は
、

K
O

A
N

の
掲

示
板

お
よ

び
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。

問
合

せ
先

工
学

研
究

科
教

務
課

学
生

支
援

係
E

-m
a
il
: 
k
o
u
-k

y
o
m

u
-g

s
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

《
応

用
自

然
科

学
科

　
開

講
科

目
》

08
0
00

5
先

端
科

学
序

論
Ⅱ

2
秋

～
冬

1年
次

以
上

月
4

豊
中

開
講

08
0
36

9
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

概
論

2
春

～
夏

2年
次

以
上

水
1

吹
田

開
講

《
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
科

　
開

講
科

目
》

08
5
01

2
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
概

論
Ⅰ

2
春

～
夏

1年
次

以
上

金
3

（
注

1
）
（

注
2

）

08
5
01

3
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
概

論
Ⅱ

2
秋

～
冬

1年
次

以
上

月
2

（
注

1
）
（

注
2

）
（

注
3

）

《
地

球
総

合
工

学
科

　
開

講
科

目
》

08
3
22

0
地

球
総

合
工

学
概

論
Ⅰ

2
春

～
夏

1年
次

以
上

金
3

豊
中

開
講

《
工

学
部

学
科

共
通

　
開

講
科

目
》

08
4
01

0
総

合
科

目
Ⅰ

1
春

4年
次

以
上

火
5

吹
田

開
講

08
4
02

0
総

合
科

目
Ⅱ

1
夏

4年
次

以
上

火
5

吹
田

開
講

合
計

12
単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
は

変
更

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

（
注

1
）

M
L
E

で
の

受
入

は
若

干
名

と
す

る
。

（
注

2
）

 全
学

教
育

推
進

機
構

の
講

義
室

で
行

い
、

受
講

人
数

に
上

限
が

あ
り

ま
す

。
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
科

生
の

必
修

科
目

で
も

あ
る

た
め

、
年

度
に

よ

っ
て

は
M

L
E

で
の

受
講

を
制

限
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

（
注

3
）

 環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

概
論

Ⅰ
を

必
ず

受
講

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

概
論

Ⅱ
を

受
講

す
る

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

科
の

学
生

に
対

し
て

は
、

ク
ラ

ス
研

修
（

9
月

末
）

の
出

席
と

レ
ポ

ー
ト

提
出

に
よ

り
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
概

論
Ⅱ

の
出

席
点

を
カ

ウ
ン

ト
し

て
い

る
。
 

外
国

語
学

部
生

は
、

ク
ラ

ス
研

修
に

参
加

で
き

な
い

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
ク

ラ
ス

研
修

に
関

す
る

レ
ポ

ー
ト

は
課

さ
な

い
。
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基
礎

工
学

部
【

基
礎

工
学

】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

基
礎

工
学

英
文

E
n
g
in

e
e
ri
n
g
 S

c
ie

n
c
e

開
設

学
部

基
礎

工
学

部

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
構

成
科

目
の

単
位

か
ら

1
2
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
外

国
語

学
部

外
国

語
学

科
の

学
生

に
対

し
て

、
基

礎
工

学
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

学
生

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
基

礎
工

学
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
②

 基
礎

工
学

の
基

礎
を

も
と

に
、

自
ら

調
査

し
資

料
を

作
成

で
き

る
能

力
、

議
論

、
発

表
等

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

獲
得

し
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

基
礎

工
学

部
が

開
講

す
る

科
目

を
提

供
し

、
基

礎
工

学
に

つ
い

て
幅

広
い

知
識

の
習

得
を

促
す

。

履
修

資
格

・
条

件

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

み
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
上

で
不

可
欠

な
、

基
礎

工
学

の
専

門
的

な
知

識
の

基
礎

と
な

る
部

分
を

獲
得

し
、

基
礎

工
学

の
領

域
に

か
か

わ
る

外
国

語
能

力
を

高
め

よ
う

と
い

う
意

欲
の

あ
る

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
、

若
干

名
。

履
修

希
望

者
多

数
の

場
合

は
、

選
考

の
う

え
、

履
修

者
が

決
定

さ
れ

る
。

前
提

知
識

の
目

安
基

礎
工

学
に

関
す

る
大

学
初

等
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
ま

た
、

学
部

初
年

次
の

「
解

析
学

入
門

」「
線

形
代

数
学

入
門

」
水

準
の

数
学

能
力

を
身

に
つ

け
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

履
修

申
請

8
-
1
1
頁

を
参

照
の

こ
と

。
「

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
の

用
紙

は
、

M
L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。

問
合

せ
先

基
礎

工
学

研
究

科
教

務
係

E
-m

a
il
: 
k
i-
k
y
o
m

u
@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

09
0
44

8
物

理
数

学
2

春
～

夏
学

期
2年

次
以

上
水

2

単
位

取
得

を
必

須
と

は
し

な
い

が
、

本
科

目
水

準

の
数

学
的

能
力

が
他

の
科

目
履

修
に

も
最

低
限

求

め
ら

れ
る

。

09
0
64

5
基

礎
工

学
の

た
め

の
量

子
物

理
学

1
  （

※
1

）
1

秋
学

期
2年

次
以

上
金

5

基
礎

工
学

部
学

生
の

必
修

科
目

で
も

あ
る

た
め

、

原
則

と
し

て
定

員
に

空
き

が
あ

る
科

目
の

み
履

修

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

＊
 「（

※
1

）（
※

2
）（

※
3

）
」

の
科

目
に

つ
い

て

は
、

い
ず

れ
か

1
科

目
の

み
修

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

09
0
64

6
基

礎
工

学
の

た
め

の
量

子
物

理
学

2
 （

※
1

）
1

冬
学

期
2年

次
以

上
金

5

09
0
64

7
基

礎
工

学
の

た
め

の
化

学
1

（
※

2
）

1
秋

学
期

2年
次

以
上

火
5

09
0
64

8
基

礎
工

学
の

た
め

の
化

学
2

（
※

2
）

1
冬

学
期

2年
次

以
上

火
5

09
0
64

9
基

礎
工

学
の

た
め

の
力

学
1

冬
学

期
2年

次
以

上
火

5

09
0
65

0
基

礎
工

学
の

た
め

の
知

能
シ

ス
テ

ム
学

1
秋

学
期

2年
次

以
上

水
5

09
0
65

1
基

礎
工

学
の

た
め

の
生

命
科

学
1

冬
学

期
2年

次
以

上
水

5

09
0
65

2
基

礎
工

学
の

た
め

の
サ

イ
バ

ネ
テ

ィ
ク

ス
1

冬
学

期
2年

次
以

上
火

5

09
0
65

3
基

礎
工

学
の

た
め

の
情

報
学

1
 （

※
3

）
1

秋
学

期
2年

次
以

上
水

5

09
0
65

4
基

礎
工

学
の

た
め

の
情

報
学

2
 （

※
3

）
1

冬
学

期
2年

次
以

上
水

5

09
0
65

5
基

礎
工

学
の

た
め

の
数

理
1

秋
学

期
2年

次
以

上
水

5

09
0
53

1
技

術
経

営
学

2
秋

～
冬

学
期

4年
次

以
上

集
中

＊
集

中
講

義

09
0
56

3
科

学
技

術
論

A
1

1
春

学
期

4年
次

以
上

木
5

「
科

学
技

術
論

A
1

・
A

2
」

と
「

科
学

技
術

論

B
1

・
B

2
」

は
、

年
度

ご
と

に
交

互
に

開
講

す
る

。

09
0
56

4
科

学
技

術
論

A
2

1
夏

学
期

4年
次

以
上

木
5

09
0
56

5
科

学
技

術
論

B
1

1
春

学
期

4年
次

以
上

木
5

09
0
56

6
科

学
技

術
論

B
2

1
夏

学
期

4年
次

以
上

木
5

〈
電

子
物

理
科

学
科

〉

09
0
66

3
回

路
理

論
Ⅰ

1
春

学
期

2年
次

以
上

金
3

09
0
10

9
ア

ナ
ロ

グ
電

子
回

路
Ⅰ

1
秋

学
期

2年
次

以
上

金
2

09
0
57

0
情

報
理

論
Ⅰ

1
春

学
期

2年
次

以
上

水
3

09
0
57

2
電

磁
気

学
Ⅰ

1
春

学
期

2年
次

以
上

月
1

09
0
57

8
量

子
物

理
学

Ⅰ
1

春
学

期
2年

次
以

上
水

5

09
0
58

1
統

計
力

学
基

礎
Ⅰ

1
秋

学
期

2年
次

以
上

火
4

09
0
58

3
固

体
物

理
Ⅰ

1
秋

学
期

2年
次

以
上

金
3

09
0
37

2
量

子
力

学
Ａ

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

木
1

09
0
31

3
統

計
物

理
学

Ⅰ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
水

1

09
0
37

3
量

子
力

学
Ｂ

2
春

～
夏

学
期

3年
次

以
上

火
1

09
0
50

1
量

子
情

報
科

学
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
月

3

〈
化

学
応

用
科

学
科

〉

09
0
07

9
化

学
工

学
概

論
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
月

3

09
0
54

2
反

応
工

学
A

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

火
1

09
0
33

4
物

理
化

学
C

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

火
4

09
0
33

6
物

理
化

学
D

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

火
3

09
0
35

0
分

離
工

学
A

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

木
2

09
0
36

0
有

機
化

学
B

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

月
3

09
0
54

4
移

動
現

象
A

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

木
1
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時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

必 修
選 必

選 択

〈
シ

ス
テ

ム
科

学
科

〉

0
90

23
2

数
値

解
析

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

水
3

0
90

27
0

設
計

工
学

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

火
4

0
90

31
8

熱
工

学
Ａ

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

水
4

0
90

66
0

機
械

力
学

Ｂ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
金

2

0
90

60
2

材
料

力
学

Ａ
2

春
～

夏
学

期
2年

次
以

上
水

3

0
90

60
3

機
械

力
学

Ａ
2

春
～

夏
学

期
2年

次
以

上
金

2

0
90

60
4

流
体

工
学

Ａ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
月

4

0
90

61
1

材
料

力
学

Ｂ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
木

1

0
90

69
6

制
御

理
論

Ａ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
火

3

0
90

48
7

医
用

画
像

論
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
水

4

0
90

48
8

脳
科

学
入

門
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
月

3

0
90

48
6

シ
ス

テ
ム

基
礎

論
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
火

3

0
90

39
5

分
子

細
胞

生
物

学
Ｂ

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

月
4

0
90

39
2
 

神
経

生
物

学
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
金

2

0
90

39
8
 

シ
ス

テ
ム

生
物

学
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
木

2

〈
情

報
科

学
科

〉

0
90

04
7

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

月
4

0
90

13
4

計
算

機
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

月
2

0
90

37
5

論
理

設
計

2
秋

～
冬

学
期

2年
次

以
上

水
4

0
90

14
2

計
算

機
言

語
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
水

3

0
90

18
7

情
報

解
析

Ａ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
火

3

0
99

00
8

数
学

Ｃ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
火

2

0
99

00
7

数
学

Ｃ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
火

2

0
90

22
6

数
学

Ｃ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
火

2

0
99

00
9

数
学

Ｄ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
木

3

0
90

22
9

数
学

Ｄ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
月

5

0
90

10
3

基
礎

数
理

Ｂ
2

秋
～

冬
学

期
2年

次
以

上
金

3

0
90

06
8

応
用

数
理

Ａ
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
月

1

0
90

07
0
 

応
用

数
理

Ｃ
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
水

2

0
90

10
4
 

基
礎

数
理

Ｃ
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
火

3

0
90

44
0
 

数
値

計
算

2
夏

学
期

3年
次

以
上

金
5

・
6

0
90

47
3
 

計
算

数
理

Ａ
2

春
～

夏
学

期
3年

次
以

上
月

5

合
計

1
2単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
02

4
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
、

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

【
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
A

I】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I

英
文

M
a
th

e
m

a
ti
c
s・

D
a
ta

 S
c
ie

n
c
e・

A
I

開
設

学
部

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

募
集

対
象

者
2
0
2
5
年

度
（

令
和

7
年

度
）

に
外

国
語

学
部

の
2

、
3

年
次

に
在

学
す

る
正

規
学

生

修
了

要
件

1
2
単

位
以

上
本

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
を

所
定

の
履

修
方

法
に

従
っ

て
12

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
学

部
学

生
向

け
の

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

シ
ョ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

外
国

語
学

部
の

学
生

に
対

し
て

、
情

報
学

に
関

す
る

基
礎

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
情

報
学

の
幅

広
い

知
識

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

 現
代

の
A

I技
術

を
そ

の
可

能
性

と
限

界
を

踏
ま

え
た

上
で

正
し

く
理

解
し

、
統

計
情

報
を

正
し

く
解

釈
で

き
る

デ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

を
身

に
付

け
る

。
②

 実
社

会
の

問
題

解
決

に
数

理
的

思
考

・
手

法
が

有
効

で
あ

る
こ

と
を

学
び

、
理

系
的

な
発

想
を

加
え

て
デ

ー
タ

・
A

Iを
日

常
生

活
や

仕
事

な
ど

で
活

用
で

き
る

能
力

を
身

に
付

け
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
全

学
教

育
推

進
機

構
が

開
講

す
る

基
盤

教
養

教
育

科
目

お
よ

び
外

国
語

学
部

開
講

科
目

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
。

履
修

資
格

・
条

件

各
自

の
専

門
分

野
の

み
な

ら
ず

、
情

報
学

を
修

得
し

て
将

来
社

会
で

活
躍

す
る

こ
と

に
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

募
集

人
員

は
各

学
部

若
干

名
で

、
履

修
申

請
書

（
志

望
動

機
）

お
よ

び
成

績
な

ど
の

審
査

の
結

果
を

総
合

し
て

選
考

し
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。
応

募
者

に
は

必
要

に
応

じ
て

面
接

を
課

す
こ

と
が

あ
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

履
修

申
請

案
内

冊
子

を
参

照
の

こ
と

。
履

修
申

請
書

は
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
入

手
で

き
る

。

問
合

せ
先

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者

E
m

a
il
: 
m

u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
学

期
（

4
学

期
制

）
配

当
学

年
曜

日
・

時
限

備
考

開
講

部
局

必 修
選 必

選 択

必
修

科
目

1
3
53

35
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

月
1

左
記

の
「

必
修

科
目

」
2

単
位

を
修

得
す

る
こ

と
。

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

37
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

火
1

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

39
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

木
1

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

41
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

金
2

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

02
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

月
5

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

04
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

水
5

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

05
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

火
5

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

06
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

木
5

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

09
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

金
4

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

12
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

金
5

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

16
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

火
4

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

18
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅰ

2
春

夏
学

期
全

学
年

木
4

全
学

教
育

推
進

機
構

選
択

必
修

科
目

1
3
72

63
文

理
融

合
に

向
け

た
数

理
科

学
Ⅱ

2
秋

冬
学

期
2
.3

.
4

オ
ン

デ
マ

ン
ド

左
記

の
「

選
択

必
修

科

目
」

の
う

ち
6

単
位

を
修

得
す

る
こ

と
。

6
単

位
を

超
え

て
修

得
し

た
場

合
は

、
超

過
し

た
単

位
を

「
選

択
科

目
」

の
単

位
に

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
72

59
デ

ー
タ

科
学

に
よ

る
課

題
解

決
入

門
2

秋
冬

学
期

2
.3

.
4

火
5

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

10
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

　
Ⅰ

2
春

夏
学

期
2
.3

.
4

水
3

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
72

68
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

　
Ⅱ

2
秋

冬
学

期
2
.3

.
4

水
3

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
53

14
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
A

I活
用

P
B

L
2

通
年

2
.3

.
4

集
中

講
義

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
52

93
デ

ー
タ

科
学

の
た

め
の

数
理

2
秋

冬
学

期
2
.3

.
4

オ
ン

デ
マ

ン
ド

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
72

48
デ

ー
タ

・
A

Iエ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

基
礎

2
秋

冬
学

期
2
.3

.
4

オ
ン

デ
マ

ン
ド

全
学

教
育

推
進

機
構

選
択

科
目

1
3
52

75
数

理
モ

デ
リ

ン
グ

の
基

礎
2

春
夏

学
期

2
.3

.
4

金
1

左
記

の
「

選
択

科
目

」
の

う
ち

4
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

。

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
52

97
デ

ー
タ

解
析

の
実

際
2

春
夏

学
期

2
.3

.
4

水
1

全
学

教
育

推
進

機
構

1
3
72

15
【

総
合

】
情

報
探

索
入

門
2

秋
冬

学
期

1.
2.

3.
4.

5.
6

オ
ン

デ
マ

ン
ド

全
学

教
育

推
進

機
構

1
0
21

65
（

学
共

・
方

法
論

）
言

語
統

計
学

a（
豊

中
開

講
）

2
春

夏
学

期
3,

 4
金

3
外

国
語

学
部

1
0
21

66
（

学
共

・
方

法
論

）
言

語
統

計
学

b（
豊

中
開

講
）

2
秋

冬
学

期
3,

 4
金

3
外

国
語

学
部

合
計

1
2単

位
で

修
了

※
原

則
と

し
て

学
生

は
上

位
学

年
に

配
当

さ
れ

て
い

る
科

目
を

履
修

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

科
目

構
成

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
0
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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2
02

5
年

度
　

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

（
M

L
E

）
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
紹

介

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

英
文

H
u
m

a
n
it
ie

s（
G

lo
b
a
l 
A

s
ia

n
 S

tu
d
ie

s
）（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
人

文
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
学

際
融

合
・

社
会

連
携

を
指

向
し

た
双

翼
型

大
学

院
教

育
シ

ス
テ

ム
（

D
o
u
b
le

-W
in

g
 A

c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
で

き
る

よ
う

、
様

々
な

分
野

に
も

視
野

を
向

け
、

ア
ジ

ア
の

古
代

～
現

代
の

あ
ら

ゆ
る

時
代

に
関

わ
る

思
想

、
歴

史
、

文
学

、
芸

術
な

ど
の

人
文

学
の

基
礎

知
識

、
理

論
、

方
法

論
を

学
ぶ

た
め

の
授

業
を

提
供

す
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

を
通

じ
て

、
幅

広
い

人
文

学
的

教
養

と
高

度
な

専
門

性
を

備
え

た
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ア
ジ

ア
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

全
般

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

②
ア

ジ
ア

の
文

化
・

歴
史

・
思

想
を

研
究

す
る

た
め

の
方

法
を

習
得

し
て

い
る

。
③

ア
ジ

ア
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

の
個

別
主

題
に

つ
い

て
の

専
門

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

④
ア

ジ
ア

諸
言

語
の

高
度

な
運

用
能

力
を

習
得

し
て

い
る

。
D

W
A

A
の

到
達

目
標

◎
異

な
る

分
野

に
も

視
野

を
向

け
知

的
地

平
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
新

た
な

知
識

や
技

術
の

組
み

合
わ

せ
を

試
み

る
創

造
的

な
活

動
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

・
 

「
グ

ロ
ー

バ
ル

フ
ィ

ロ
ソ

フ
ィ

ー
」「

世
界

の
中

の
ア

ジ
ア

史
」「

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

ジ
ア

研
究

」「
広

域
ア

ジ
ア

史
」
「

ア
ジ

ア
の

思
想

史
」
「

ア
ジ

ア
の

芸
術

史
」
「

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
」
「

中
国

語
圏

文
学

」「
中

国
の

文
化

と
社

会
」

の
科

目
群

を
設

け
、

科
目

群
ご

と
に

1
～

5
の

科
目

を
配

置
す

る
。

・
 豊

富
な

選
択

肢
の

な
か

か
ら

自
由

に
組

み
合

わ
せ

て
選

択
で

き
る

た
め

、
履

修
者

の
関

心
に

応
じ

て
、

一
般

性
（

地
域

横
断

的
な

知
と

分
野

横
断

的
な

知
）
（

上
記

①
に

対
応

）
、

専
門

性
（

上
記

③
に

対
応

）
の

い
ず

れ
に

も
焦

点
化

が
可

能
で

あ
る

。
・

 高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

の
養

成
の

た
め

、
文

献
講

読
も

開
講

す
る

（
上

記
④

に
対

応
）
。

・
 上

記
②

に
つ

い
て

は
、

各
科

目
群

の
基

礎
的

な
科

目
を

も
っ

て
対

応
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
 マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

、「
人

文
学

（
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ア

ジ
ア

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
）
」

の
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
ア

ジ
ア

の
人

文
学

に
関

す
る

学
部

レ
ベ

ル
の

専
門

知
識

を
有

す
る

こ
と

。
ア

ジ
ア

諸
地

域
の

言
語

、
文

化
、

歴
史

、
芸

術
、

思
想

に
関

心
が

あ
り

、
独

自
に

問
題

を
設

定
し

て
、

そ
れ

に
つ

い
て

粘
り

強
く

探
求

す
る

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。

特
記

事
項

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
時

に
履

修
し

た
同

じ
名

称
の

科
目

の
履

修
を

原
則

と
し

て
認

め
る

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

程
備

考
必 修

選 必
選 択

45
Y

0A
A

世
界

の
中

の
ア

ジ
ア

史
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

①

4
5Y

0
0
1

世
界

の
中

の
ア

ジ
ア

史
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

①

4
5Y

0
0
3

グ
ロ

ー
バ

ル
フ

ィ
ロ

ソ
フ

ィ
ー

 （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
②

2
0
Z

0
03

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
研

究
Ⅰ

 （
M

）
2

不
定

期
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

②

2
0
Z

0
04

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
研

究
Ⅱ

 （
M

）
2

不
定

期
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

②

2
0
Z

0
05

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
研

究
Ⅲ

 （
M

）
2

不
定

期
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

②

4
5Y

0
1
1

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅰ
 （

M
）

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

4
5Y

0
1
3

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅱ
 （

M
）

2
隔

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

4
5Y

0
1
5

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅲ
 （

M
）

2
隔

年
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

2
0
Z

0
09

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅳ
 （

M
）

2
不

定
期

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

4
5Y

0
1
9

広
域

ア
ジ

ア
史

Ⅴ
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

4
5Y

0
2
1

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅰ

 （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

4
5Y

0
2
3

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅱ

 （
M

）
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

4
5Y

0
2
5

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅲ

 （
M

）
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

45
Y

0A
Y

ア
ジ

ア
の

思
想

史
Ⅲ

 （
M

）
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

4
5
84

01
ア

ジ
ア

の
思

想
史

Ⅳ
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

4
5Y

0
2
9

ア
ジ

ア
の

芸
術

史
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

4
5Y

0
3
1

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
Ⅰ

 （
M

）
2

隔
年

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

未
定

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
Ⅱ

 （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

4
5Y

0
3
5

中
国

語
圏

文
学

Ⅰ
（

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③
④

4
5Y

0
3
7

中
国

語
圏

文
学

Ⅱ
 （

M
）

2
隔

年
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③
④

4
5Y

0
3
9

中
国

語
圏

文
学

Ⅲ
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③
④

4
5Y

0
4
1

中
国

語
圏

文
学

Ⅳ
 （

M
）

2
毎

年
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③
④

2
0
Z

0
22

中
国

語
圏

文
学

Ⅴ
 （

M
）

2
毎

年
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③
④

2
0
Z

0
23

中
国

の
文

化
と

社
会

Ⅰ
 （

M
）

2
不

定
期

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
③

4
5Y

0
4
7

中
国

の
文

化
と

社
会

Ⅱ
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

4
5Y

0
4
9

中
国

の
文

化
と

社
会

Ⅲ
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

③

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
2
02

4
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。



－ 50 －

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

英
文

H
u
m

a
n
it
ie

s（
G

lo
b
a
l 
E

u
ro

s
tu

d
ie

s
）（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
人

文
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
学

際
融

合
・

社
会

連
携

を
指

向
し

た
双

翼
型

大
学

院
教

育
シ

ス
テ

ム
（

D
o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
で

き
る

よ
う

、
様

々
な

分
野

に
も

視
野

を
向

け
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

古
代

～
現

代
の

あ
ら

ゆ
る

時
代

に
関

わ
る

思
想

、
歴

史
、

文
学

、
芸

術
な

ど
の

人
文

学
の

基
礎

知
識

、
理

論
、

方
法

論
を

学
ぶ

た
め

の
授

業
を

提
供

す
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

を
通

じ
て

、
幅

広
い

人
文

学
的

教
養

と
高

度
な

専
門

性
を

備
え

た
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

全
般

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

②
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
文

化
・

歴
史

・
思

想
を

研
究

す
る

た
め

の
方

法
を

習
得

し
て

い
る

。
③

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

の
個

別
主

題
に

つ
い

て
の

専
門

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

④
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
言

語
の

高
度

な
運

用
能

力
を

習
得

し
て

い
る

。
D

W
A

A
の

到
達

目
標

◎
異

な
る

分
野

に
も

視
野

を
向

け
知

的
地

平
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
新

た
な

知
識

や
技

術
の

組
み

合
わ

せ
を

試
み

る
創

造
的

な
活

動
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

・
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

」「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
歴

史
」「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

」「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
芸

術
」「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

」
の

科
目

群
を

設
け

、
科

目
群

ご
と

に
3

～
1
3
の

科
目

を
配

置
す

る
。

・
豊

富
な

選
択

肢
の

な
か

か
ら

自
由

に
組

み
合

わ
せ

て
選

択
で

き
る

た
め

、
履

修
者

の
関

心
に

応
じ

て
、

一
般

性
（

地
域

横
断

的
な

知
と

分
野

横
断

的
な

知
）
（

上
記

①
に

対
応

）
、

専
門

性
（

上
記

③
に

対
応

）
の

い
ず

れ
に

も
焦

点
化

が
可

能
で

あ
る

。
・

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

の
養

成
の

た
め

、
文

献
講

読
、

ネ
イ

テ
ィ

ブ
教

員
に

よ
る

英
・

独
・

仏
語

授
業

も
開

講
す

る
（

上
記

④
に

対
応

）
。

・
上

記
②

に
つ

い
て

は
、

各
科

目
群

の
基

礎
的

な
科

目
を

も
っ

て
対

応
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

 マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
、「

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）
」

の
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
人

文
学

に
関

す
る

学
部

レ
ベ

ル
の

専
門

知
識

を
有

す
る

こ
と

。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
地

域
の

言
語

、
文

化
、

歴
史

、
芸

術
、

思
想

に
関

心
が

あ
り

、
独

自
に

問
題

を
設

定
し

て
、

そ
れ

に
つ

い
て

粘
り

強
く

探
求

す
る

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

す
る

。

特
記

事
項

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
時

に
履

修
し

た
同

じ
名

称
の

科
目

の
履

修
を

原
則

と
し

て
認

め
る

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p

◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

程
備

考
必 修

選 必
選 択

4
5Y

1
0
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

I （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

①
②

③
④

2
0
Z

2
01

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

II
 （

M
）
 

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
02

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

II
I （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
03

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

IV
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
04

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

V
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
05

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

哲
学

Ⅵ
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
1
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

I （
M

）
2

不
定

期
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

45
Y

1A
M

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

I （
M

）
2

不
定

期
不

開
講

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
1
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

II
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

45
Y

1A
Q

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

II
I （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
1
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

II
I （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
1
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

I （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

45
Y

1A
S

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

I （
M

）
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

4
5Y

1
2
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

II
 （

M
）

2
毎

年
夏

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
14

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

II
I （

M
）

2
不

定
期

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

4
5Y

1
2
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

IV
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
2
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
2
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
I （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
18

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II
 （

M
）

2
不

定
期

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

4
5Y

1
3
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
19

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II
I （

M
）

2
不

定
期

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

4
5Y

1
3
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

V
II
I （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
3
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

IX
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
3
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

45
Y

1B
A

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

未
定

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
I （

M
）

2
不

定
期

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

未
定

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
I （

M
）

2
不

定
期

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

未
定

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
II
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
4
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
II
I （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

45
Y

1B
G

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
学

X
II
I （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
4
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

I （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

4
5Y

1
4
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

II
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

未
定

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

II
I （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
5
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

IV
 （

M
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

45
Y

1B
O

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

IV
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
5
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

I （
M

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

4
5Y

1
5
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

II
 （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

4
5Y

1
5
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

II
I （

M
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

2
0
Z

2
35

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

IV
 （

M
）

2
不

定
期

不
開

講
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
2
02

4
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
考

必
修

選
必

選
択

4
5
07

01
ア

イ
ヌ

語
2

毎
年

集
中

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

02
現

代
チ

ベ
ッ

ト
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

03
現

代
チ

ベ
ッ

ト
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

04
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

05
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

06
カ

レ
ン

語
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

07
シ

ャ
ン

語
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

08
オ

セ
ア

ニ
ア

諸
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

09
オ

セ
ア

ニ
ア

諸
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

10
サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

語
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

11
サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

語
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

12
パ

ー
リ

語
Ａ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

13
パ

ー
リ

語
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

14
ベ

ン
ガ

ル
語

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

15
ウ

ィ
グ

ル
語

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

16
カ

ザ
フ

語
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

17
カ

ザ
フ

語
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

18
ヘ

ブ
ラ

イ
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

19
ヘ

ブ
ラ

イ
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

20
ア

ラ
ム

語
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

21
ア

フ
ロ

ア
ジ

ア
諸

語
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

22
西

ア
フ

リ
カ

諸
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

23
西

ア
フ

リ
カ

諸
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

24
東

･
南

ア
フ

リ
カ

諸
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

25
東

･
南

ア
フ

リ
カ

諸
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

26
古

代
教

会
ス

ラ
ブ

語
Ａ

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

27
古

代
教

会
ス

ラ
ブ

語
Ｂ

2
隔

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

28
ウ

ク
ラ

イ
ナ

語
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

29
ウ

ク
ラ

イ
ナ

語
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

30
ポ

ー
ラ

ン
ド

語
Ａ

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

31
ポ

ー
ラ

ン
ド

語
Ｂ

2
隔

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

32
リ

ト
ア

ニ
ア

語
Ａ

2
毎

年
集

中
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

33
リ

ト
ア

ニ
ア

語
Ｂ

2
毎

年
集

中
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

34
エ

ス
ペ

ラ
ン

ト
語

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

35
ラ

テ
ン

語
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

36
ラ

テ
ン

語
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

37
セ

ル
ビ

ア
語

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

38
セ

ル
ビ

ア
語

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
07

39
チ

ェ
コ

語
Ａ

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

40
チ

ェ
コ

語
Ｂ

2
隔

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

41
マ

ル
タ

語
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

42
マ

ル
タ

語
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

43
ブ

ル
ガ

リ
ア

語
Ａ

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
07

44
ブ

ル
ガ

リ
ア

語
Ｂ

2
隔

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

01
研

究
基

礎
（

外
国

学
専

攻
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

02
広

域
言

語
実

践
論

Ⅰ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

02
広

域
言

語
実

践
論

Ⅰ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

03
広

域
言

語
実

践
論

Ⅰ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

04
広

域
言

語
実

践
論

Ⅱ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

05
広

域
言

語
実

践
論

Ⅱ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

06
広

域
言

語
実

践
論

Ⅲ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
40

07
広

域
言

語
実

践
論

Ⅲ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

言
語

文
化

学

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

言
語

文
化

学
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

英
文

L
a
n
g
u
a
g
e
 a

n
d
 C

u
lt
u
re
（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

そ
の

な
か

で
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
大

学
院

生
向

け
に

実
施

す
る

も
の

で
あ

り
、

学
際

融
合

・
社

会
連

携
を

指
向

し
た

双
翼

型
大

学
院

教
育

シ
ス

テ
ム

（
D

o
u
b
le

-W
in

g
 A

c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
す

る
。

学
生

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

に
際

し
あ

ら
か

じ
め

専
攻

語
を

一
つ

選
択

し
、

そ
の

専
攻

語
お

よ
び

専
攻

語
圏

の
文

化
学

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
成

す
る

専
門

教
育

科
目

を
履

修
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

読
み

、
書

き
、

聞
き

、
話

す
国

際
的

な
場

面
で

通
用

す
る

総
合

的
な

高
い

言
語

運
用

能
力

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

当
該

言
語

文
化

圏
の

言
語

、
政

治
、

経
済

、
社

会
、

歴
史

、
思

想
に

通
暁

し
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

 専
攻

語
の

四
技

能
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

、
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
、

リ
ス

ニ
ン

グ
、

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

）
に

関
し

て
、

国
際

的
な

場
面

で
通

用
す

る
高

い
運

用
能

力
を

有
す

る
。

②
 専

攻
語

圏
の

言
語

、
政

治
、

経
済

、
社

会
、

歴
史

、
思

想
を

深
く

理
解

す
る

と
と

も
に

、
専

攻
語

で
関

連
テ

ー
マ

に
つ

い
て

高
度

な
レ

ベ
ル

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
③

 異
な

る
分

野
に

も
視

野
を

向
け

知
的

地
平

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
④

新
た

な
知

識
や

技
術

の
組

み
合

わ
せ

を
試

み
る

創
造

的
な

活
動

が
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

が
開

講
す

る
以

下
の

5
つ

の
科

目
群

を
配

置
し

、
各

専
攻

語
学

お
よ

び
専

攻
語

圏
の

文
化

学
に

つ
い

て
系

統
的

な
履

修
を

促
す

。
・

専
攻

科
目

（
広

域
言

語
論

・
地

域
言

語
論

）
　

 
　

・
地

域
言

語
社

会
特

論
科

目
・

複
合

領
域

特
論

科
目

　
　

・
専

攻
言

語
科

目
・

関
連

研
究

言
語

科
目

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
大

阪
大

学
大

学
院

（
人

文
学

研
究

科
外

国
学

専
攻

を
除

く
）

の
修

士
も

し
く

は
博

士
前

期
課

程
に

入
学

す
る

（
し

た
）

者
。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
 マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
外

国
語

学
部

開
設

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
修

了
生

以
外

は
、

あ
ら

か
じ

め
申

請
す

る
専

攻
言

語
に

つ
い

て
、

大
学

院
で

研
究

す
る

に
ふ

さ
わ

し
い

レ
ベ

ル
が

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
を

提
出

し
、

選
考

の
う

え
履

修
生

を
決

定
す

る
。
（

例
／

英
語

専
攻

：
T

O
E

IC
で

あ
れ

ば
8
2
0
点

以
上

な
ど

。
専

攻
す

る
言

語
以

外
の

運
用

能
力

に
つ

い
て

の
証

明
書

は
不

可
。
）

前
提

知
識

の
目

安

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

成
す

る
専

攻
言

語
科

目
の

履
修

に
あ

た
っ

て
は

、
当

該
専

攻
言

語
の

学
部

レ
ベ

ル
で

の
運

用
能

力
並

び
に

、
大

学
院

で
研

究
す

る
に

ふ
さ

わ
し

い
運

用
能

力
を

有
す

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
。

例
え

ば
「

英
語

特
別

演
習

A
・

B
」

お
よ

び
「

英
語

特
別

演
習

C
・

D
」

に
つ

い
て

は
、

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

「
英

語
・

英
米

文
化

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
修

了
の

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
外

部
検

定
試

験
の

基
準

ス
コ

ア
程

度
の

英
語

運
用

能
力

が
履

修
の

際
に

求
め

ら
れ

る
。

特
記

事
項

・
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
成

科
目

の
う

ち
専

攻
言

語
科

目
に

つ
い

て
は

、
優

先
的

に
履

修
す

る
こ

と
を

推
奨

す
る

。
・

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

外
国

語
学

部
開

設
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

修
了

生
以

外
は

、
履

修
を

希
望

す
る

専
攻

言
語

科
目

に
関

す
る

運
用

能
力

が
大

学
院

で
研

究
す

る
に

ふ
さ

わ
し

い
一

定
の

水
準

に
達

し
て

い
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
（

例
：

IE
L
T

S
（

A
c
a
d
e
m

ic
）

6
.
5
以

上
な

ど
）

を
所

定
の

期
限

ま
で

に
提

出
す

る
こ

と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p



－ 52 －

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
考

必
修

選
必

選
択

4
54

00
8

広
域

言
語

実
践

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

00
9

広
域

言
語

実
践

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
0

広
域

言
語

実
践

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
1

広
域

言
語

実
践

論
Ⅵ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
2

広
域

言
語

文
化

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
3

広
域

言
語

文
化

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
4

広
域

言
語

文
化

論
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
5

広
域

言
語

文
化

論
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
6

広
域

言
語

文
化

論
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
7

広
域

言
語

文
化

論
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
8

広
域

言
語

文
化

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

01
9

広
域

言
語

文
化

論
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
0

広
域

言
語

文
化

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
1

広
域

言
語

文
化

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
2

広
域

対
照

言
語

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
3

広
域

対
照

言
語

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
4

広
域

対
照

言
語

論
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
5

広
域

対
照

言
語

論
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
6

広
域

対
照

言
語

論
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
7

広
域

対
照

言
語

論
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
8

広
域

対
照

言
語

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

02
9

広
域

対
照

言
語

論
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

03
0

広
域

対
照

言
語

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

03
1

広
域

対
照

言
語

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

10
1

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅰ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
2

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅰ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
3

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅱ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
4

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅱ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
5

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅲ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
6

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅲ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
7

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅳ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
8

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅳ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

10
9

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅴ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
0

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅴ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
1

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅵ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
2

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅵ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
3

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅶ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
4

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅶ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
5

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅷ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
6

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅷ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
7

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅸ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
8

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅸ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

11
9

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

12
0

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

12
1

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
2

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
3

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
4

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
5

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
6

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
7

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
8

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

12
9

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

13
0

ア
ジ

ア
言

語
構

造
論

Ⅹ
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
考

必
修

選
必

選
択

4
5
41

31
ア

ジ
ア

言
語

構
造

論
Ⅹ

Ⅵ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

32
ア

ジ
ア

言
語

構
造

論
Ⅹ

Ⅵ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

33
ア

ジ
ア

言
語

構
造

論
Ⅹ

Ⅶ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

34
ア

ジ
ア

言
語

構
造

論
Ⅹ

Ⅶ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

35
ア

フ
リ

カ
言

語
構

造
論

Ⅰ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

36
ア

フ
リ

カ
言

語
構

造
論

Ⅰ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

37
ア

フ
リ

カ
言

語
構

造
論

Ⅱ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

38
ア

フ
リ

カ
言

語
構

造
論

Ⅱ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

39
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

40
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

41
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

42
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

43
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

44
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

45
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

46
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

47
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

48
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

49
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅵ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

50
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅵ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

51
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅶ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

52
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅶ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

53
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅷ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

54
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅷ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

55
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅸ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

56
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

構
造

論
Ⅸ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

57
ア

メ
リ

カ
言

語
構

造
論

Ⅰ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

58
ア

メ
リ

カ
言

語
構

造
論

Ⅰ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

59
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

60
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

61
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

62
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

63
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

64
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

65
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

66
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

67
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

68
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

69
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅵ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

70
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅵ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

71
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅶ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

72
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅶ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

73
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅷ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

74
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅷ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

75
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅸ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

76
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅸ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

77
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅹ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

78
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅹ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

79
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
X

IＡ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

80
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
X

IＢ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
41

81
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
X

Ⅱ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

82
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
X

Ⅱ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

83
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅹ

Ⅲ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
41

84
ア

ジ
ア

言
語

文
化

表
象

論
Ⅹ

Ⅲ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程
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時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
考

必
修

選
必

選
択

4
54

18
5

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

18
6

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

18
7

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

18
8

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

18
9

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅵ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

19
0

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅵ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

19
1

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅶ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

19
2

ア
ジ

ア
言

語
文

化
表

象
論

Ⅹ
Ⅶ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

19
3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅰ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

19
4

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅰ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

19
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅱ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

19
6

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅱ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

19
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅲ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

19
8

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅲ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

19
9

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅳ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

20
0

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅳ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

20
1

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
文

化
表

象
論

Ⅴ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研
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毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

63
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

64
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

65
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

66
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

67
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

68
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

69
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

70
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

71
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

72
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

73
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅵ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

74
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅵ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

75
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅶ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

76
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅶ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

77
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅷ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

78
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅷ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

79
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

80
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

81
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅱ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

82
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅱ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

83
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅲ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

84
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅲ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

85
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅳ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

86
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅳ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

87
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅴ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

88
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅴ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

89
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅵ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

90
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅵ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

91
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅶ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
42

92
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅶ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程
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時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
考

必
修

選
必

選
択

4
54

29
3

ヨ
ー

ロ
ッ

バ
言

語
社

会
動

態
論

Ⅷ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

29
4

ヨ
ー

ロ
ッ

バ
言

語
社

会
動

態
論

Ⅷ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

29
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
社

会
動

態
論

Ⅸ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

29
6

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
社

会
動

態
論

Ⅸ
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

29
7

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
言

語
社

会
動

態
論

Ⅹ
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

29
8

イ
ギ

リ
ス

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

29
9

イ
ギ

リ
ス

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

30
0

ア
メ

リ
カ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

30
1

ア
メ

リ
カ

言
語

社
会

動
態

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

30
2

ア
メ

リ
カ

言
語

社
会

構
造

論
Ⅰ

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

30
3

ア
メ

リ
カ

言
語

社
会

構
造

論
Ⅰ

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

40
1

世
界

文
学

･
文

化
論

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

40
2

現
代

英
米

政
治

外
交

史
特

殊
研

究
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

40
3

英
米

言
語

社
会

論
（

A
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

40
4

G
lo

b
a
l 
A

re
a
 S

tu
d
ie

s 
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

40
5

G
lo

b
a
l 
A

re
a
 S

tu
d
ie

s 
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

40
6

グ
ロ

ー
バ

ル
地

域
社

会
論

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

40
7

グ
ロ

ー
バ

ル
地

域
社

会
論

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

40
8

グ
ロ

ー
バ

ル
地

域
研

究
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

40
9

グ
ロ

ー
バ

ル
地

域
研

究
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

41
0

グ
ロ

ー
バ

ル
地

域
研

究
方

法
論

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

41
1

世
界

の
言

語
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

41
2

世
界

の
言

語
事

情
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

41
3

英
米

言
語

社
会

論
（

B
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

41
4

英
米

言
語

社
会

論
（

C
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

41
5

英
米

言
語

社
会

論
（

D
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

41
6

英
米

言
語

社
会

論
（

E
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

45
1

言
語

文
化

資
源

の
活

用
と

情
報

処
理

研
究

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

45
2

通
訳

翻
訳

学
特

講
Ａ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

45
3

通
訳

翻
訳

学
特

講
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

45
4

多
言

語
共

生
社

会
演

習
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

45
5

グ
ロ

ー
バ

ル
共

生
実

践
演

習
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

50
1

中
国

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
2

中
国

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
3

朝
鮮

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
4

朝
鮮

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
5

モ
ン

ゴ
ル

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
6

モ
ン

ゴ
ル

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
7

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
8

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

50
9

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

51
0

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

51
1

タ
イ

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

51
2

タ
イ

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

51
3

ベ
ト

ナ
ム

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

51
4

ベ
ト

ナ
ム

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

51
5

ビ
ル

マ
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

51
6

ビ
ル

マ
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

51
7

ヒ
ン

デ
ィ

ー
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

51
8

ヒ
ン

デ
ィ

ー
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

51
9

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

52
0

ウ
ル

ド
ゥ

ー
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
54

52
1

ア
ラ

ビ
ア

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
54

52
2

ア
ラ

ビ
ア

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
考

必
修

選
必

選
択

4
5
45

23
ペ

ル
シ

ア
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

24
ペ

ル
シ

ア
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

25
ト

ル
コ

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

26
ト

ル
コ

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

27
ス

ワ
ヒ

リ
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

28
ス

ワ
ヒ

リ
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

29
ロ

シ
ア

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

30
ロ

シ
ア

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

31
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

32
ハ

ン
ガ

リ
ー

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

33
デ

ン
マ

ー
ク

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

34
デ

ン
マ

ー
ク

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

35
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

36
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

37
ド

イ
ツ

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

38
ド

イ
ツ

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

39
英

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

40
英

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

41
英

語
特

別
演

習
Ｃ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

42
英

語
特

別
演

習
Ｄ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

43
フ

ラ
ン

ス
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

44
フ

ラ
ン

ス
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

45
イ

タ
リ

ア
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

46
イ

タ
リ

ア
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

47
ス

ペ
イ

ン
語

特
別

演
習

Ａ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

48
ス

ペ
イ

ン
語

特
別

演
習

Ｂ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

文
学

研
究

科
（

外
国

学
専

攻
）

博
士

前
期

課
程

4
5
45

49
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
特

別
演

習
Ａ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

4
5
45

50
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
特

別
演

習
Ｂ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

（
外

国
学

専
攻

）
博

士
前

期
課

程

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
2
02

4
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必

修
選

必
選

択

〈
行

動
学

系
科

目
〉

2
1
19

40
比

較
発

達
心

理
学

特
講

（
心

理
的

ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
理

論
と

実
践

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

2
1
17

33
環

境
行

動
学

特
講

Ⅰ
2

隔
年

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

〈
社

会
学

・
人

間
学

系
科

目
〉

2
1
12

23
比

較
思

想
史

特
講

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

2
1
07

06
人

類
学

理
論

特
講

2
不

開
講

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

2
1
11

81
※

⑥
現

代
社

会
学

特
講

（
a
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

2
1
91

81
※

⑦
現

代
社

会
学

特
講

（
b
）

2
毎

年
不

開
講

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

社
会

デ
ー

タ
科

学
特

講
A

2
隔

年
20

25
年

不
開

講
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

社
会

デ
ー

タ
科

学
特

講
B

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

〈
教

育
学

系
科

目
〉

2
1
12

65
教

育
制

度
学

特
講

2
毎

年
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

2
1
12

70
生

涯
教

育
学

特
講

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

2
1
18

70
教

育
分

野
に

関
す

る
理

論
と

支
援

の
展

開
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

2
1
12

41
教

育
人

間
学

特
定

演
習

Ⅱ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

〈
共

生
学

系
科

目
〉

2
1
18

08
地

域
創

生
論

特
講

Ⅰ
2

不
開

講
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

2
1
18

09
地

域
創

生
論

特
講

Ⅱ
2

隔
年

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

2
1
17

94
国

際
協

力
学

特
講

Ⅰ
2

不
開

講
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

2
1
17

95
国

際
協

力
学

特
講

Ⅱ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

2
1
18

01
多

文
化

共
生

学
特

講
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

共
生

行
動

論
特

講
Ⅰ

（
家

族
関

係
・

集
団

・
地

域
社

会
に

お
け

る
心

理
支

援
に

関
す

る
理

論
と

実
践

）
2

毎
年

春
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

福
祉

と
人

間
学

特
講

Ⅱ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
②

③
④

⑤

環
境

共
生

学
特

講
Ⅰ

2
隔

年
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

環
境

共
生

学
特

講
Ⅱ

2
隔

年
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

②
③

④
⑤

※
最

新
の

開
講

科
目

一
覧

表
は

、
M

L
E

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
⑥

⑦
の

重
複

履
修

は
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

（
両

方
と

も
履

修
し

た
場

合
は

、
4

単
位

で
は

な
く

、
2

単
位

の
み

認
め

ら
れ

ま
す

。
）

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
0
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

英
文

H
u
m

a
n
 S

c
ie

n
c
e
s （

E
c
o
lo

g
y 

o
f 

L
iv

in
g
 T

o
g
e
th

e
r）

 （
M

u
lt
il
in

g
u
a
l 

E
xp

e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
人

間
科

学
研

究
科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
大

学
院

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、

学
際

融
合

・
社

会
連

携
を

指
向

し
た

双
翼

型
大

学
院

教
育

シ
ス

テ
ム

（
D

o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

が
学

修
で

き
る

よ
う

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）
に

関
す

る
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

多
様

な
文

化
的

・
社

会
的

背
景

を
も

っ
た

人
々

が
、

国
内

外
で

出
会

う
状

況
が

生
ま

れ
て

い
る

今
日

の
社

会
に

お
い

て
、

災
害

や
紛

争
と

い
っ

た
状

況
下

で
は

も
ち

ろ
ん

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

共
生

の
あ

り
方

を
模

索
し

、
問

う
て

い
く

こ
と

が
ま

す
ま

す
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

人
間

科
学

研
究

科
の

多
様

な
専

門
性

を
生

か
し

て
、

共
生

に
つ

い
て

複
数

の
学

問
領

域
に

わ
た

っ
て

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
、

社
会

的
公

正
の

あ
り

方
を

問
い

、
社

会
課

題
の

解
決

に
取

り
組

み
、

共
生

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
得

た
方

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
複

眼
的

な
思

考
を

持
ち

、
人

々
の

多
様

性
を

理
解

で
き

る
。

②
 人

々
と

対
話

し
関

係
を

築
き

協
働

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
 共

生
に

関
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
実

践
に

応
用

し
た

り
、

課
題

解
決

の
た

め
に

生
か

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

④
異

な
る

分
野

に
も

視
野

を
向

け
知

的
地

平
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

⑤
新

た
な

知
識

や
技

術
の

組
み

合
わ

せ
を

試
み

る
創

造
的

な
活

動
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
4

つ
の

学
系

か
ら

提
供

さ
れ

る
科

目
群

を
配

置
し

、
共

生
に

つ
い

て
多

面
的

な
履

修
を

促
す

。
  

共
生

そ
の

も
の

を
テ

ー
マ

と
し

て
と

り
上

げ
る

授
業

と
、

共
生

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

を
扱

う
授

業
が

あ
る

。
　

行
動

学
系

科
目

群
　

　
　

　
　

心
理

学
、

行
動

学
、

死
生

学
な

ど
に

関
わ

る
科

目
群

　
社

会
学

・
人

間
学

系
科

目
群

　
社

会
学

、
文

化
人

類
学

、
福

祉
、

思
想

な
ど

に
関

わ
る

科
目

群
　

教
育

学
系

科
目

群
　

　
　

　
　

教
育

学
の

理
論

と
教

育
現

場
に

関
わ

る
科

目
群

　
共

生
学

系
科

目
群

　
　

　
　

　
共

生
そ

の
も

の
を

考
え

る
科

目
群

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
）

の
い

ず
れ

か
に

入
学

す
る

（
し

た
）

者
。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
 マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
「

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）
」

の
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
前

提
知

識
は

不
要

。

特
記

事
項

特
に

な
し

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必

修
選

必
選

択

22
0
42

7
公

法
の

基
礎

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
29

8
民

法
の

基
礎

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
36

8
国

際
政

治
学

概
論

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
36

9
法

政
情

報
処

理
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
43

4
日

本
法

総
合

演
習

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
留

学
生

限
定

22
0
43

5
日

本
政

治
総

合
演

習
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

留
学

生
限

定

22
0
49

5
政

治
学

概
論

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
40

2
憲

法
1

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
40

3
憲

法
2

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
30

1
行

政
法

1
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
30

2
行

政
法

2
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
30

3
税

法
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
30

6
刑

法
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
31

1
刑

事
訴

訟
法

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
31

6
国

際
法

1
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
31

7
国

際
法

2
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
30

4
民

法
1

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
30

5
民

法
2

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
30

8
商

法
1

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
30

9
商

法
2

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
49

7
経

済
法

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
31

0
民

事
訴

訟
法

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
41

3
裁

判
外

紛
争

処
理

法
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
43

3
裁

判
学

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
33

9
社

会
保

障
法

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
31

5
国

際
私

法
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
34

3
国

際
取

引
法

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
32

0
日

本
法

史
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
32

5
比

較
法

史
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
32

3
ロ

ー
マ

法
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
32

2
法

社
会

学
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
40

9
法

政
策

学
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
54

6
中

国
法

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
50

0
政

治
学

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
50

1
政

治
過

程
論

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
34

6
西

洋
政

治
思

想
史

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
35

1
日

本
政

治
史

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
32

7
行

政
学

2
毎

年
秋

～
冬

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
42

1
比

較
政

治
学

2
毎

年
春

～
夏

法
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

22
0
42

5
法

政
情

報
学

1
2

毎
年

春
～

夏
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

22
0
49

0
地

方
自

治
演

習
2

毎
年

秋
～

冬
法

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
、

2
02

4年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

法
学

・
政

治
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

法
学

・
政

治
学

（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

英
文

L
a
w

 a
n
d
 P

o
li
ti
c
s
 （

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
法

学
研

究
科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
大

学
院

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、

学
際

融
合

・
社

会
連

携
を

指
向

し
た

双
翼

型
大

学
院

教
育

シ
ス

テ
ム

（
D

o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
す

る
こ

と
で

、
様

々
な

分
野

に
も

視
野

を
向

け
、

法
的

ル
ー

ル
や

歴
史

的
に

形
成

さ
れ

た
社

会
構

造
に

つ
い

て
の

深
い

造
詣

に
基

づ
き

、
現

代
法

や
公

共
政

策
に

関
す

る
考

察
を

加
え

、
日

本
や

世
界

の
社

会
が

今
後

有
す

る
べ

き
諸

秩
序

や
構

想
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

法
学

研
究

科
が

開
講

す
る

関
連

科
目

群
を

提
供

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

 法
学

・
政

治
学

に
お

け
る

研
究

能
力

、
及

び
高

度
の

専
門

性
が

求
め

ら
れ

る
職

業
を

担
う

た
め

の
能

力
を

有
す

る
。

②
異

な
る

分
野

に
も

視
野

を
向

け
知

的
地

平
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
新

た
な

知
識

や
技

術
の

組
み

合
わ

せ
を

試
み

る
創

造
的

な
活

動
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
法

学
研

究
科

が
開

講
す

る
以

下
の

科
目

群
を

配
置

す
る

。
・

入
門

・
基

礎
科

目
・

公
法

、
私

法
、

基
礎

法
学

、
政

治
学

に
属

す
る

各
科

目
・

総
合

・
展

開
科

目

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

 マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
「

法
学

・
政

治
学

」
の

修
了

生
以

外
は

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

特
記

事
項

特
に

な
し

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必

修
選

必
選

択

2
3
00

11
ミ

ク
ロ

経
済

基
礎

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
00

12
マ

ク
ロ

経
済

基
礎

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
00

13
計

量
経

済
基

礎
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
00

14
政

策
史

基
礎

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
00

07
経

済
史

Ⅰ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
00

09
経

営
史

Ⅰ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

01
ミ

ク
ロ

経
済

分
析

Ⅰ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

02
ミ

ク
ロ

経
済

分
析

Ⅱ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

03
マ

ク
ロ

経
済

分
析

Ⅰ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

04
マ

ク
ロ

経
済

分
析

Ⅱ
2

毎
年

春
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

05
計

量
経

済
分

析
Ⅰ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

06
計

量
経

済
分

析
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
2
4年

度
不

開
講

2
3
01

07
経

済
数

学
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

08
公

共
経

済
Ⅰ

2
毎

年
春

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
2
4年

度
不

開
講

2
3
01

09
公

共
経

済
Ⅱ

2
毎

年
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
2
4年

度
不

開
講

2
3
01

10
財

政
Ⅰ

2
毎

年
春

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

11
財

政
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

12
金

融
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

13
金

融
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

14
国

際
貿

易
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

15
国

際
貿

易
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

16
国

際
経

済
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
2
4年

度
不

開
講

2
3
01

17
国

際
経

済
Ⅱ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
2
4年

度
不

開
講

2
3
01

18
開

発
経

済
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

19
開

発
経

済
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

20
労

働
経

済
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

21
労

働
経

済
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

22
都

市
・

地
域

経
済

Ⅰ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

23
都

市
・

地
域

経
済

Ⅱ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

2
4年

度
不

開
講

2
3
01

24
数

理
経

済
分

析
Ⅰ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
2
4年

度
不

開
講

2
3
01

25
数

理
経

済
分

析
Ⅱ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

26
経

済
学

史
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

27
経

済
学

史
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

28
産

業
組

織
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

29
産

業
組

織
Ⅱ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
3
01

30
日

本
経

済
史

Ⅰ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

2
4年

度
不

開
講

2
3
01

31
日

本
経

済
史

Ⅱ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
3
01

32
近

代
日

本
経

済
史

Ⅰ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

2
4年

度
不

開
講

2
3
01

34
グ

ロ
ー

バ
ル

経
営

史
Ⅰ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

経
済

学
・

経
営

学

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

経
済

学
・

経
営

学
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

英
文

E
c
o
n
o
m

ic
s
 a

n
d
 B

u
s
in

e
s
s
 A

d
m

in
is

tr
a
ti
o
n（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
経

済
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
大

学
院

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、

学
際

融
合

・
社

会
連

携
を

指
向

し
た

双
翼

型
大

学
院

教
育

シ
ス

テ
ム

（
D

o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
で

き
る

よ
う

、
経

済
学

専
攻

お
よ

び
経

営
学

系
専

攻
の

経
済

学
・

経
営

学
に

関
す

る
専

門
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

経
済

学
・

経
営

学
に

通
暁

し
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

経
済

学
・

経
営

学
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
②

経
済

学
・

経
営

学
の

理
論

を
現

実
の

経
済

・
経

営
問

題
に

応
用

で
き

る
。

③
 現

実
の

経
済

・
経

営
問

題
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

高
度

な
レ

ベ
ル

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
D

W
A

A
の

到
達

目
標

④
異

な
る

分
野

に
も

視
野

を
向

け
知

的
地

平
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

⑤
新

た
な

知
識

や
技

術
の

組
み

合
わ

せ
を

試
み

る
創

造
的

な
活

動
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
経

済
学

研
究

科
（

経
済

学
専

攻
応

用
経

済
コ

ー
ス

、
経

済
学

専
攻

経
済

制
度

・
事

例
分

析
コ

ー
ス

、
経

営
学

系
専

攻
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

）
が

開
講

す
る

科
目

を
提

供
し

、
経

済
学

お
よ

び
経

営
学

に
つ

い
て

系
統

的
な

履
修

を
促

す
。

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
「

経
済

学
・

経
営

学
」

の
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
成

す
る

各
科

目
の

履
修

に
あ

た
っ

て
は

、
学

部
レ

ベ
ル

で
の

経
済

学
・

経
営

学
の

知
識

お
よ

び
理

解
を

有
す

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
。

特
記

事
項

特
に

な
し

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必

修
選

必
選

択

2
30

13
5

グ
ロ

ー
バ

ル
経

営
史

Ⅱ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

24
年

度
不

開
講

2
30

13
6

西
洋

経
済

史
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
24

年
度

不
開

講

2
30

13
7

西
洋

経
済

史
Ⅱ

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
30

13
8

西
洋

経
営

史
Ⅰ

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
24

年
度

不
開

講

経
済

学
特

論
2
又

は
4

毎
年

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

00
1

統
計

基
礎

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

00
2

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
ズ

・
リ

サ
ー

チ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
32

00
3

最
適

化
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

24
年

度
不

開
講

2
32

00
4

リ
ス

ク
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
24

年
度

不
開

講

2
32

00
5

確
率

モ
デ

ル
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

00
6

統
計

解
析

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

00
7

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

論
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

24
年

度
不

開
講

2
32

00
8

財
務

諸
表

分
析

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

00
9

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
ア

カ
ウ

ン
テ

ィ
ン

グ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
32

01
0

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

サ
イ

エ
ン

ス
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
32

01
1

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

01
2

投
資

理
論

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

01
3

技
術

経
営

論
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
32

01
4

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

01
5

人
的

資
源

管
理

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

01
6

ア
ジ

ア
企

業
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

経
営

学
特

論
Ⅰ

2
又

は
4

毎
年

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

10
1

経
営

意
思

決
定

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

10
2

金
融

工
学

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
24

年
度

不
開

講

2
32

10
3

応
用

統
計

分
析

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

20
24

年
度

不
開

講

2
32

10
4

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
論

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

10
5

理
論

会
計

分
析

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

10
6

実
証

会
計

分
析

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

10
7

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

・
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
32

10
8

ア
セ

ッ
ト

・
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

2
32

10
9

経
営

戦
略

論
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
20

24
年

度
不

開
講

2
32

11
0

国
際

経
営

2
毎

年
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

2
32

11
1

組
織

行
動

論
2

毎
年

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

経
営

学
特

論
Ⅱ

2
又

は
4

毎
年

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
2
又

は
4

毎
年

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

※
 学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
2
02

4年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

、
変

更
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必

修
選

必
選

択

31
17

45
国

際
法

1
2

毎
年

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

31
08

78
国

際
公

共
政

策
の

た
め

の
法

律
学

2
毎

年
春

～
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
00

06
国

際
関

係
論

2
毎

年
春

～
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
16

42
E

c
o
n
o
m

e
tr

ic
 M

e
th

o
d
s

2
毎

年
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
15

59
ミ

ク
ロ

経
済

分
析

Ⅰ
2

毎
年

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

31
15

61
マ

ク
ロ

経
済

分
析

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
15

66
経

済
数

学
2

毎
年

春
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

31
15

64
計

量
デ

ー
タ

分
析

Ⅰ
2

毎
年

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

31
14

70
特

殊
講

義
（

E
U

法
）

2
毎

年
春

～
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
14

72
特

殊
講

義
（

E
U

域
内

市
場

法
）

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
00

45
比

較
政

治
シ

ス
テ

ム
論

2
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期
不

開
講

31
11

64
特

殊
講

義
（

紛
争

研
究

概
論

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

不
開

講

31
11

65
特

殊
講

義
（

平
和

構
築

論
）

2
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期
不

開
講

31
10

31
特

殊
講

義
（

国
際

行
政

論
）

2
春

～
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期
不

開
講

31
12

21
演

習
（

多
文

化
共

生
論

）
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

31
00

21
公

共
経

済
学

2
毎

年
春

～
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
博

士
前

期

31
08

82
特

殊
講

義
（

労
働

経
済

学
の

実
証

分
析

）
2

毎
年

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

31
08

97
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

公
共

政
策

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

2
毎

年
通

年
国

際
公

共
政

策
研

究
科

博
士

前
期

※
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
2
0
24

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
開

講
予

定
で

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

国
際

公
共

政
策

学

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

国
際

公
共

政
策

学
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

英
文

In
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
P

u
b
li
c
 P

o
li
c
y（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
国

際
公

共
政

策
研

究
科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

1
4
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

を
1
4
単

位
以

上
履

修
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
学

際
融

合
・

社
会

連
携

を
指

向
し

た
双

翼
型

大
学

院
教

育
シ

ス
テ

ム
（

D
o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
す

る
こ

と
で

、
様

々
な

分
野

に
も

視
野

を
向

け
、

平
和

や
安

全
保

障
、

環
境

問
題

、
経

済
発

展
・

開
発

、
人

権
の

保
障

な
ど

の
公

共
政

策
課

題
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

広
く

世
界

に
発

信
し

た
り

、
解

決
に

向
け

て
指

導
力

を
発

揮
を

し
た

り
で

き
る

よ
う

な
人

材
の

育
成

を
目

指
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

学
生

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
国

際
公

共
政

策
学

（
法

学
、

政
治

学
、

経
済

学
）

に
つ

い
て

十
分

な
研

究
能

力
を

備
え

て
い

る
。

②
高

度
の

専
門

性
が

求
め

ら
れ

る
職

業
を

担
う

た
め

の
能

力
を

十
分

に
有

す
る

。
③

異
な

る
分

野
に

も
視

野
を

向
け

知
的

地
平

を
広

げ
る

。
④

新
た

な
知

識
や

技
術

の
組

み
合

わ
せ

を
試

み
る

創
造

的
な

活
動

が
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
上

記
の

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

け
る

べ
き

能
力

）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
国

際
公

共
政

策
研

究
科

が
開

講
す

る
科

目
の

中
か

ら
、

国
際

法
、

国
際

関
係

論
、

経
済

学
な

ど
の

基
礎

を
し

っ
か

り
と

固
め

ら
れ

る
科

目
群

を
提

供
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

 マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
「

法
学

・
政

治
学

」
も

し
く

は
「

経
済

学
・

経
営

学
」

の
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

特
記

事
項

特
に

な
し

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
m

le
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
/

申
請

先
：

m
u
lt
il
in

g
u
a
l@

o
f

fic
e
.o

s
a
k
a
-u

.a
c
.j
p
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必

修
選

必
選

択

2
8
16

14
工

学
こ

と
始

め
0.

2
毎

年
通

年
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
　

オ
ン

デ
マ

ン
ド

2
8
06

41
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
論

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
②

④

2
8
06

42
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
演

習
1

毎
年

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

②
④

　「
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー

デ
ザ

イ
ン

論
」

と
共

に
履

修
す

る
こ

と

2
8
12

53
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

実
践

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
②

2
8
06

45
知

的
財

産
権

2
毎

年
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
③

2
8
06

46
知

的
財

産
権

演
習

1
毎

年
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
③

　「
知

的
財

産
権

」
と

共
に

履
修

す
る

こ
と

2
8
12

04
技

術
経

営
概

論
2

毎
年

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

④
⑤

　
集

中

2
8
11

29
生

命
先

端
工

学
特

論
Ⅰ

2
毎

年
通

年
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

⑥
　

集
中

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）
。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
講

義
は

全
て

日
本

語
で

行
い

ま
す

。
日

本
語

で
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
数

多
く

取
り

入
れ

る
の

で
、

日
本

語
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が
あ

る
こ

と
が

望
み

ま
す

。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
2
02

4
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

大
学

院
生

の
た

め
の

工
学

入
門

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

大
学

院
生

の
た

め
の

工
学

入
門

（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

英
文

In
tr

o
d
u
c
ti
o
n
 t

o
 E

n
g
in

e
e
ri
n
g
 f

o
r 

G
ra

d
u
a
te

 S
tu

d
e
n
ts（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 

E
xp

e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
工

学
研

究
科

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

5
.
2
単

位
以

上
本

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

か
ら

、
必

修
科

目
0
.
2
単

位
及

び
選

択
科

目
か

ら
5

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
学

際
融

合
・

社
会

連
携

を
指

向
し

た
双

翼
型

大
学

院
教

育
シ

ス
テ

ム
（

D
o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
で

き
る

よ
う

、
工

学
研

究
科

の
工

学
に

関
す

る
専

門
教

育
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

に
お

い
て

、
工

学
に

も
通

暁
し

た
人

材
を

育
て

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
①

及
び

②
～

⑥
の

中
の

い
ず

れ
か

の
能

力
を

備
え

た
方

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
工

学
を

学
ぶ

に
あ

た
り

初
歩

的
な

知
識

を
持

ち
、

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
②

 先
端

的
な

科
学

技
術

が
学

術
論

文
作

成
の

た
め

だ
け

の
も

の
で

は
な

く
、

世
の

中
の

課
題

を
解

決
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
つ

な
が

る
と

い
う

意
義

と
、

そ
れ

を
裏

付
け

る
事

例
が

把
握

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
③

 イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

は
、

研
究

や
技

術
に

社
会

的
意

義
や

価
値

を
持

た
せ

る
こ

と
が

必
要

で
、

差
別

化
の

た
め

に
は

知
的

財
産

化
や

標
準

化
に

大
き

な
意

義
が

あ
る

と
い

う
知

識
と

そ
の

事
例

を
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

④
 新

た
な

知
識

や
技

術
を

実
社

会
の

課
題

解
決

に
繋

い
で

価
値

を
持

っ
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

至
ら

せ
る

に
は

、
広

い
範

囲
か

ら
既

存
の

技
術

や
ビ

ジ
ネ

ス
を

集
め

て
（

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）

融
合

す
る

こ
と

が
必

要
だ

と
い

う
知

識
や

事
例

を
体

験
を

経
て

把
握

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
⑤

 研
究

開
発

の
企

画
や

進
め

方
、

及
び

新
技

術
の

扱
い

方
は

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
た

め
に

ど
う

あ
る

べ
き

か
と

い
う

知
識

や
事

例
を

把
握

し
、

そ
の

成
功

や
失

敗
の

要
因

を
分

析
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

⑥
 産

業
界

等
か

ら
講

師
を

招
い

た
講

義
に

よ
り

、
先

端
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
産

業
へ

の
応

用
に

つ
い

て
理

解
し

、
説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

※
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
⑥

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
上

記
の

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

け
る

べ
き

能
力

）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
工

学
研

究
科

が
開

講
す

る
科

目
の

中
か

ら
、

工
学

の
基

本
を

固
め

、
技

術
の

社
会

実
装

に
も

役
立

つ
科

目
群

を
提

供
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
又

は
、

1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

 マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
「

工
学

」
の

修
了

生
以

外
は

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

特
記

事
項

な
し

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

申
請

先
な

ど
ホ

ー
ム
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ー

ジ
：
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◉
構

成
科

目

時
間

割

コ
ー

ド
授

業
科

目
名

単
位

数
開

講
年

度

（
毎

年
／

隔
年

）
開

講
学

期
開

講
部

局
課

　
　

程
備

　
　

考
必 修

選 必
選 択

C
5
10

0
4

デ
ー

タ
科

学
と

意
思

決
定

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

学
際

大
学

院
機

構
学

部
と

の
ク

ロ
ス

リ
ス

ト
科

目

29
08

0
4

デ
ー

タ
科

学
の

た
め

の
数

理
2

毎
年

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

M
LE

学
部

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
選

択
必

修
科

目
（

学
部

と
の

ク
ロ

ス
リ

ス
ト

）

45
20

6
9

応
用

言
語

学
研

究
A

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

45
20

7
0

応
用

言
語

学
研

究
B

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

45
21

0
9

言
語

統
計

学
A

2
毎

年
春

～
夏

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

45
21

1
0

言
語

統
計

学
B

2
毎

年
秋

～
冬

学
期

人
文

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

社
会

デ
ー

タ
科

学
特

講
A

2
隔

年
20

25
年

不
開

講
人

間
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

社
会

デ
ー

タ
科

学
特

講
B

2
隔

年
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程

※
学

生
は

、
上

位
課

程
の

科
目

を
履

修
で

き
ま

せ
ん

（
例

え
ば

、
博

士
前

期
課

程
の

学
生

は
博

士
後

期
課

程
の

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
）。

　
履

修
対

象
者

が
複

数
の

課
程

に
わ

た
る

場
合

は
、

科
目

構
成

等
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

※
構

成
科

目
の

一
覧

は
20

24
年

度
の

実
績

に
基

づ
く

開
講

予
定

で
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

英
文

D
a
ta

 S
c
ie

n
c
e（

M
u
lt
il
in

g
u
a
l 
E

x
p
e
rt

 P
ro

g
ra

m
）

開
設

研
究

科
数

理
・

デ
ー

タ
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

修
了

要
件

単
位

数
修

了
要

件
（

単
位

数
以

外
の

修
了

要
件

が
あ

る
場

合
）

8
単

位
以

上

本
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
か

ら
8

単
位

以
上

修
得

す
る

こ
と

。
た

だ
し

選
択

必
修

科
目

か
ら

2
単

位
以

上
を

含
め

る
こ

と
。

ま
た

、
学

部
と

大
学

院
の

両
方

に
ク

ロ
ス

リ
ス

ト
し

て
い

る
選

択
必

修
科

目
の

単
位

を
学

部
で

修
得

し
た

場
合

、
1

科
目

2
単

位
を

上
限

に
修

了
単

位
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

趣
旨

・
概

要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

登
録

し
た

学
生

に
対

し
て

、
学

際
融

合
・

社
会

連
携

を
指

向
し

た
双

翼
型

大
学

院
教

育
シ

ス
テ

ム
（

D
o
u
b
le

-W
in

g
 

A
c
a
d
e
m

ic
 A

rc
h
it
e
c
tu

re
）

に
則

り
、

異
な

る
学

問
・

研
究

分
野

か
ら

な
る

複
合

領
域

を
学

修
で

き
る

よ
う

、
学

際
融

合
教

育
科

目
、

人
文

学
研

究
科

，
人

間
科

学
研

究
科

の
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
に

関
す

る
専

門
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
通

暁
し

、
計

量
的

手
法

を
有

効
に

用
い

て
人

文
社

会
分

野
の

研
究

を
遂

行
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

学
生

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
に

つ
い

て
十

分
な

研
究

能
力

を
備

え
て

い
る

。
②

高
度

の
専

門
性

が
求

め
ら

れ
る

職
業

を
担

う
た

め
の

能
力

を
十

分
に

有
す

る
。

③
異

な
る

分
野

に
も

視
野

を
向

け
知

的
地

平
を

広
げ

る
。

④
新

た
な

知
識

や
技

術
の

組
み

合
わ

せ
を

試
み

る
創

造
的

な
活

動
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

基
礎

工
学

研
究

科
、

学
際

融
合

教
育

科
目

、
人

文
学

研
究

科
、

人
間

科
学

研
究

科
が

開
講

す
る

科
目

の
中

か
ら

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
、

機
械

学
習

お
よ

び
言

語
／

テ
キ

ス
ト

処
理

な
ど

の
基

礎
を

し
っ

か
り

と
固

め
ら

れ
る

科
目

群
を

提
供

す
る

。

履
修

資
格

・
条

件

【
履

修
対

象
】

令
和

7
年

4
月

（
1
0
月

入
学

の
場

合
は

、
令

和
6

年
1
0
月

）
に

、
人

文
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
の

言
語

文
化

学
専

攻
、

外
国

学
専

攻
、

日
本

学
専

攻
応

用
日

本
学

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

 マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
「

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I」

の
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

特
記

事
項

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

M
L
E

）
担

当
者
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大阪大学マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ムに関する申合せ

　（ 趣　 旨）

第 1 条　 こ の申合せは、 大阪大学（ 以下「 本学」 と いう 。） の学生に対し て、 当該学生が所属す

る学科及び専攻の教育課程（ カ リ キュ ラ ム） に加えて別途提供する大阪大学マルチリ ンガル・

エキスパート 養成プログラ ム（ 以下「 マルチリ ンガルプログラ ム」 と いう 。） に関し 必要な事

項を 定める も のと する 。

　（ 目　 的）

第 2 条　 マルチリ ンガルプログラ ムは、 学部及び大学院博士前期課程（ 修士課程を含む。） を 通

じ た部局横断型教育プログラ ムを 構築する こ と によ っ て、 複数の学部及び複数の研究科の教

育プロ グラ ムを 修め、 多言語に精通し 、 現代世界の喫緊の課題に取り 組む専門的な知識を 備

え、 グローバルに活躍でき る 人材を 養成する こ と を 目的と する 。

　（ 対象学生）

第 3 条　 マルチリ ン ガルプロ グラ ムは、 本学の学部と 大学院に所属する 学生に対し て提供する

も のと する 。（ プログラ ムごと に対象学生を 設ける。）

　（ 構　 成）

第 4 条　 マルチリ ンガルプログラ ムは、 学部における教育プログラ ム（ 以下「 学部プログラ ム」

と いう 。） 及び大学院における 教育プロ グラ ム（ 以下「 大学院プロ グラ ム」 と いう 。） で構成

する 。

2 　 学部プロ グラ ムは、 レ ギュ ラ ープログラ ム及びショ ート プロ グラ ムから 構成さ れる 大阪大

学マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成学部プ ロ グラ ムと し て開設し 、 その修了要件、 提案、

承認、 修了認定証の発行及び管理運営については、 別に定める 。

3 　 大学院プロ グラ ムは、 大阪大学大学院副専攻プロ グラ ム、 大学院等高度副プロ グラ ムと し

て開設する 。

　（ 修了要件）

第 5 条　 マルチリ ン ガルプロ グラ ム（ 全課程） の修了の要件は、 学部プロ グラ ムのう ち レ ギュ

ラ ープログラ ムを 修了し 、 かつ、 大学院において所属する 専攻があら かじ め指定する 大学院

プロ グラ ムを 修了する こ と と する 。

　（ 修了認定証の発行）

第 6 条　 学部プログラ ムの提案部局又は幹事部局は、 マルチリ ン ガルプロ グラ ムを 修了し た学

生に対し て、 所属学部の修了後、 速やかに学部プロ グラ ムの提案部局又は幹事部局の長と 総

長と の連名による マルチリ ン ガルプログラ ムの修了認定証を 発行する こ と ができ る。 大学院

プログラ ムの提案部局又は幹事部局は、 マルチリ ンガルプログラ ムを 修了し た学生に対し て、

速やかに大学院プロ グラ ムの提案部局又は幹事部局の長と 総長の連名によ るマルチリ ン ガル

プロ グラ ムの修了認定証を 発行する こ と ができ る 。 修了認定証の学生への交付は、 提案部局

又は幹事部局によ る 修了判定の後、 課程修了時と 同時に行う も のと する 。

　 　 附　 則

　 こ の申合せは、 平成27年 4 月 1 日から 施行する。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 平成29年 4 月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 2 年 4 月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 2 年10月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 4 年 4 月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 5 年 4 月 1 日から 施行する 。
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大阪大学マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ムの一部と し て 
実施さ れる学部プログラ ムに関する覚書

　（ 趣　 旨）

第 1 条　 こ の覚書は、 大阪大学マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成プロ グラ ムに関する 申合せ

（ 以下「 申合せ」 と いう 。） 第 4 条第 2 項の規定に基づき 、 大阪大学マルチリ ン ガル・ エキス

パート 養成学部プログラ ム（ 以下「 学部プログラ ム」 と いう 。） に関し 必要な事項を 定めるも

のと する。

　（ 構　 成）

第 2 条　 学部プログラ ムは、 その教育目標に沿っ て、 所属学科に準ずる 一定のまと まり を 有す

る科目によ り 構成する も のと し 、 レ ギュ ラ ープロ グラ ム及びショ ート プロ グラ ムを 設ける。

（ 修了要件）

第 3 条　 学部プログラ ムの修了に必要な単位数は次のと おり と し 、 各学部プログラ ムごと にこ

れを 定める も のと する 。

　 ⑴レ ギュ ラ ープロ グラ ム　 24単位以上

　 ⑵ショ ート プログラ ム　 12単位以上24単位未満

2 　 学部プロ グラ ムの修了に必要な単位と 所属学科の卒業に必要な単位と の重複を 認める も の

と する 。

　（ 提　 案）

第 4 条　 部局（ 文学部、 人間科学部、 外国語学部、 法学部、 経済学部、 理学部、 工学部、 基礎

工学部及び数理・ データ 科学教育研究センタ ーを いう 。 以下同じ 。） は、 単独で、 又は複数の

部局が連携し て、 学部プロ グラ ムを 提案する も のと する 。

2 　 前項の場合において、 複数の部局が連携し て提案する 場合は、 幹事部局を 定め、 幹事部局

から 提案を 行う も のと する 。

　（ 承　 認）

第 5 条　 マルチリ ン ガル・ エキスパート 養成プログラ ム運営協議会は、 提案部局又は幹事部局

から 提案さ れた学部プログラ ムの名称、 内容等について、 審議し 、 承認するも のと する 。

　（ 修了認定証の発行）

第 6 条　 提案部局又は幹事部局は、 学部プロ グラ ムを 修了し た学生に対し て、 所属学科の卒業

後、 速やかに提案部局又は幹事部局の長と 総長と の連名による 学部プロ グラ ムの修了認定証

を 発行する こ と ができ る。

　（ 実　 施）

第 7 条　 学部プログラ ムの実施については、 提案部局又は幹事部局で行う も のと する。

　 　 附　 則

　 こ の申合せは、 平成27年 4 月 1 日から 施行する。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 平成29年 4 月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 4 年 4 月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 5 年 4 月 1 日から 施行する 。

　 　 附　 則

　 こ の改正は、 令和 6 年 4 月 1 日から 施行する 。





各プロ グラ ムの詳細については、「 各プロ グラ ム紹介」 の各プロ グラ ムの問い合わせ先にご照会

く ださ い。

（ 全般的な問い合わせ先）

大阪大学　 人文学研究科箕面事務部

マルチリ ンガル・ エキスパート 養成プログラ ム（ MLE） 担当

　 　 〒562-8678　 箕面市船場東 3 丁目 5 番10号

　 　 Email： multilingual@ of fice.osaka-u.ac.jp

　 　 ホームページ URL： https://mle.osaka-u.ac.jp/

mailto:multilingual@office.osaka-u.ac.jp
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